
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　オルドリンのどこにでもいるごく普通の訓練生が、何かちょっとした悪さを働いたとする。例えば、恨うらみ重なる基礎体教官をトイレにラチってボコってしまったとか。

　訓練生同士のケンカなら大した問題にはならないのだ。そんなものは日常茶さ飯はん事じであるし、それらすべてにいちいち処分を下していたらヤヨイ・キサラギ事務准じゆん尉いは半日でパンクし、オルドリンの事務管理システム全体が二日で停止する。が、教官に暴力を振ふるったのがバレたとなったら話は別で、個人履り歴れきには公式なバツ印が書き込まれ、生理が止まってしまいそうなほど説教を食らった挙あげ句くに、たいていは共同房ぼう送りのおまけがつく。共同房というのは受じゆ刑けいモジュールの中にある一種の反省室のような所で、ひと部へ屋やの広さは学がく寮りようユニットの共有スペースと同じくらい、トイレがひとつにベッドが五つあり、五人までの受刑者が寝起きできるようになっている。少々殺風景ではあるが、プライバシーが確保できないことと、毎日反省文を書かなければいけないことにさえ我が慢まんできれば、それほどつらい場所というわけではない。注意しなければならないのはただ一点、同居人との協調である。どの房にも、ヤサグレたおっかないお姉ねえちゃんのひとりやふたりは必ずいるものだ。そういう連中の前でタフを気取ったりすると、寝ているところを寄ってたかって押さえつけられて鼻の穴にエンピツを突つっ込まれたりする。

　さて、もう少しハイブロウな悪さを働いた場合はどうだろう。例えば、よその部隊から盗ぬすんできた員数をこっそり外部に持ち出して、ブラックマーケットに流して金に変えるとか。

　さあ大変だ。ブラックマーケットに流出した装備は救世軍に楯たて突くテロ屋の手に渡るケースがほとんどだから、実際に持ち出されたブツが大したものではなかったとしても、こうした行為に対しては厳しい処分が科される。というわけで、ハイブロウなワルを自認する貴女アナタに、オルドリン軍法会議は「一般独どく房ぼう」をオススメする。ここは共同房よりもだいぶ厳しい。鉄格子もちゃんとあるし、一般的な牢ろう屋やという言葉のイメージにも一番ぴったりくる。広さも学がく寮りようユニットの個室の半分ほどで、トイレはあってもベッドはない。受じゆ刑けい者しやは断熱素材でできた薄うすっぺらなマットを渡されるので、それを床ゆかに敷いて寝るのだ。寒くて狭せまくて孤こ独どくな場所であるが、ここで受刑者を最も苦しめるのは孤こ独どくである。狭い場所に閉じ込められて「外」の情報を一切遮しや断だんされてしまうと、人間の精神というのは意外なほど脆もろい。この一般独房に一週間も入っていれば、出てきたときは「箱ボケ」と呼ばれる軽度の心神喪そう失しつ状態に陥おちいっていることがほとんどだ。房ぼうを出たその足で退学届を提出してしまう者も多い。さらば、友情とゲンコツと訓練の日々よ。

　さて、それ以上の悪さを働いた場合はどうなるのか。例えば計画殺人とか、破壊活動とか、Ｓ４以上の機密侵しん犯ぱんとか、新世界思想集団へのオルグとか。




　ここまで事が重大になってしまうと、裁く側としても裁かれる側としても、もはや取るべき道というのはあまりない。行き着く先は阻そ止し催さい眠みん処理か、あるいは軍法解かい剖ぼうでバラの臓器パーツにされるか。いずれにせよ、まず軍ぐん籍せき剝はく奪だつという処分がなされた上での話になるから、訓練施設の中だけでカタのつく話ではなくなるのだ。

　が、何事にも例外はある。

　共同房や一般独房を軽々と飛び越しつつも、様々な政治的横ヤリのブレーキがかかって、「軍籍剝奪組」よりは手前に着地する──そういうケースが、ごく稀まれにある。

　そして、そういう規格外の事例を処理するための施設も用意されている。

　保安中隊駐ちゆう留りゆう区画の受刑モジュールの最下層には、いくつものフェンスに区切られた、トンネルのような対気密災害仕様の通路がある。そこを抜けていくのが一番の近道だろう。突き当たりのエアロックは武装した看かん守しゆたちがいる管理棟とうに接続されていて、そこからさらに奥へと伸のびている通路の行き止まりは分厚いハッチで閉ざされている。このハッチは大きさこそ普通のドアだが、れっきとした耐たい爆ばく隔かく壁へきだ。そのハッチの向こうに、ひとすじの、短くて狭せま苦くるしい通路がある。その通路の両側の壁かべには四角い穴倉が並んでいる。穴倉の広さはせいぜい犬小屋くらい。扉とびらは透とう明めいな強化プラスチック製で、通気のための穴がいくつも開あけられている。

　この穴倉を初めて見た者は、「これも牢ろう屋やだ」と言われてもなかなか信用しない。

　まともに横になるだけの広さもない。高さだって腰こしほどもない。こんな場所に押し込められたら、床ゆかに座り込んでひざを抱かかえて背中を丸めているしかない。

　この穴倉の中での生活はこんなふうに始まる。まず、特別な囚しゆう人じん服ふくに着替える。この服はコーティングされた紙でできており、ちょっとしたことでもすぐに破れる──つまり、何かをするための「道具」としては実に利用しにくい。もちろんボタンやジッパーの類たぐいもついていない。次に、下げ剤ざいと催さい吐と剤ざいを繰くり返し服用して、腹の中にあるものを上からも下からも全部出してしまう。腹の中を空っぽにしても尿にようはなかなか止まらないので、ストッパーつきのカテーテルを尿によう道どうに挿そう入にゆうする。それが済んだら栄養剤点てん滴てきの準備として、左手首の静脈にチューブつきのプラグを刺さし込んでテープでとめておく。最後に、看かん守しゆから生活規則についての説明を受ける。最初の持ち点は10点であること、規則に触ふれる行為に及んだ場合には点数が減点されること、持ち点が０になると「エンピツと空き缶かん」と呼ばれる罰ばつが与えられること。

　受じゆ刑けい者しやはここで、「エンピツと空き缶ってどんな罰ですか？」と尋たずねる。必ず尋ねる。

　が、看守は絶対に教えてくれない。

　そして最低でも二人の看守と一いつ緒しよに短くて狭せま苦くるしい通路を歩き、ひざを抱えて背中を丸めた姿勢で穴倉に押し込められる。左手首から垂れ下がっている点滴チューブは天てん井じようのコネクターに、カテーテルのチューブは扉とびらの外に取り付けられたタンクの口に接続する。扉がロックされ、持ち点を示す「10」というレーザー表示が浮かび上がる。看守の虫の居所が良ければ、「寄りかかるときは壁かべではなく扉に」というアドバイスをしてくれるかもしれない。冷たい壁に寄りかかっていると、その分だけ体温を奪うばわれて凍とう死しする確率が高くなるのだ。

　ここは、懲ちよう罰ばつ独どく房ぼう。

　こんな場所に何日も閉じ込められたら無事では済まない。懲罰独房に留置された者の多くは、身体からだを壊こわすか頭を壊すかして、刑けい期き半なかばで受じゆ刑けい病びよう棟とうへと移されている。言い渡された刑期を全まつとうした者もいることはいるが、その最高記録はわずか「三日」である。よって、懲罰独房という環境に人間が耐えられる限界というのも、おおむねそのあたりだろうと思われていた。
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　ひどい話もあったもので、軍務規定という観点から見れば、オルドリンの第十三期哨しよう戒かい任務同行演習において発生した「不測の事態」とは、次の二点のみに集約されるのだという。

　すなわち、「ルノア・キササゲ大たい尉いによる任務放ほう棄き」と、「カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようによるルノア・キササゲ教官の任務放棄幇ほう助じよ」である。




　軍法会議も、タテマエとしては一種の法ほう廷ていだ。が、法廷というものを「被告の有罪無罪を最終的に判断し、その量りよう刑けいを定める場」と定義するなら、軍法会議はその範はん疇ちゆうから大きく外れる。なぜなら、軍法会議においては、「被告である軍務規定違反者がすでに己の罪状を認めてしまっており、その証しよう拠こもすべて出そろっている」というケースがほとんどであるからだ。つまり、誰だれが何を考えるまでもなく、被告の有罪無罪はあらかじめ「決まっている」のである。適切な量刑については「前へならえ」すればいい。こういうことに関して軍の前例踏とう襲しゆう主義は岩よりも固い。

　軍法会議で決まることなど何もない。

　そして、それは被告も承知している。「自分はどうせ死し刑けいだ」という具合に。

　軍法会議とは、被告に判決を言い渡すだけのセレモニーなのだ。

　だから五分で終わる。

　ところが、

『カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようは、極きわめて優秀な訓練生です。本件で問題とされている、哨しよう戒かい任務同行演習でのメイプルリーフ伍長の行動は、わたしの任務放棄の幇ほう助じよではなく、わたしの生命を守ろうという動機からのものです。あのときわたしは確かに生命の危険を感じましたし、現実に、ハキーム・ダミーゴ中ちゆう尉いが部下に対してわたしの射殺をも許可していたことは通信記録にある通りです。メイプルリーフ伍長のあの援えん護ごがなかったら、わたしは死んでいたかもしれません。わたしの任務放棄については、三十分前のこの場で、無処分の判決を頂いたばかりです。このことは、ダミーゴ中尉の指示があまりにも過激かつ無分別なものであったという法的判断が下されたものと理解しています。つまり、メイプルリーフ伍長の行動も同じ判断によるものであり、ダミーゴ中尉の誤った指示からわたしの生命と救世軍の装備とを守るための、回かい避ひ不可能な行為であったと考えます』

　おまけに、

『仮に──絶対に譲ゆずれませんが、仮に百歩譲って、メイプルリーフ伍長の行動に問題があったとするなら、その責めを負うべきは伍長ではなく、伍長をそうせざるを得ない状じよう況きように追い込んでしまったわたしであります。あり得ないことと信じていますが、もし、万が一にでも、メイプルリーフ伍長に有罪判決が下されるのなら、わたしの無処分判決も撤てつ回かいしてください』

　そして、ルノア・キササゲ大たい尉いは最後にこう言った。

　前代未み聞もんの逆ネジだった。

『──彼女の有罪判決に付ふ随ずいする処しよ罰ばつは、すべて自分が受けます』

　そして、当たり前の話だが、そんな逆ネジは通らなかった。

　判決の主文が読み上げられた瞬しゆん間かん、傍ぼう聴ちようしていた訓練生たちから猛もう烈れつなブーイングが巻き起こり、あっという間に暴動のような大おお騒さわぎになった。ルノアは席を蹴けって立ち上がり、裁判官である法務大たい佐さに詰つめ寄った。

『脳のうミソ腐くさってんじゃないの!?　どうしてわたしがお咎とがめなしでカデナだけ有罪なのよ!?　わたしに圧力かけるためにカデナに罪状を山とおっかぶせたくせして、ブツさえ手に入れば後は用なしってわけ!?　例外を作りたくないならわたしを叩たたけばいいでしょ!?　どうしてカデナなのよ!?　わたしが大たい尉いでカデナが訓練生だから!?　弱い者を切って事を済ませるような汚きたない真ま似ねはやめなさいよ!!』

　ガラスが叩たたき割られた。椅い子すが宙を飛び交った。保安要員に寄ってたかって取り押さえられ、法廷からつまみ出されるその最後の瞬しゆん間かんまで、ルノアは涙なみだ声ごえで叫さけんでいた。

　その言葉だけで十分だった。

　その言葉だけで、自分はどんなことにでも耐たえられると思った。




　その言葉だけを勇気に変えて、西せい暦れき二〇六七年六月十三日、カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようは二人の看かん守しゆとともに、懲ちよう罰ばつ独どく房ぼうへと続く道を歩いていく。

　軍法会議がカデナに科した刑けい期きは、「五日」である。































　一日目は、それでもまだ冷静でいられた。興奮状態にあったせいか、寒さも狭せまさも思っていたほどは気にならなかった。

　それまでずっと看かん守しゆたちに小こ突づき回され通しだったので、懲ちよう罰ばつ独どく房ぼうに押し込められたときにはむしろほっとした。馬ば鹿か馬ば鹿かしいことに、ひざを抱かかえて背中を丸めたこの格好を、看守たちは「基本受じゆ刑けい姿勢Ａ」と呼ぶ。どちらを向いてもすぐ目の前にある壁かべや天てん井じようには、この八番房ぼうの歴代の住人たちが残した無数の落書きがあった。どの落書きも何か尖とがったもので壁に傷をつけて書かれているようだが、ここには私物など一切持ち込めないし、囚しゆう人じん服ふくにはボタンもホックもついていない。

　疑問。

　歴代の住人たちは、どうやってこれを書いたのか。

　爪つめでは無理だし、まさか歯ではあるまい。栄養剤点てん滴てきの注射針ではすぐに折れてしまいそうだし、腕うでから針が抜けたことは中央にモニターされるから、五文字も書かないうちに看守が来てしまうだろう。どの落書きも決まって下へ手たくそな字で書かれている──つまり、エンピツのような都合のいい形ではなくて、極きよく端たんに小さいとか持ちにくいとか、それを使ったのでは書きにくい「何か」なのだと思う。しかし、それは一体何なのか。どこにあるのか。

　ヒントは、おしりの下にあった。

　おしりの下にグロテスクなピエロのマンガが描かれていて、その吹き出しの中にこうあった。

『天使の翼つばさの羽ペンは、神の言葉と共にあり』

　計略を練った。簡かん易い催さい眠みんの体内時計は停止処理を施ほどこされていたから、心臓の鼓こ動どうを数えて時間を計り、看かん守しゆの見回りを二時間毎ごとと見積もった。看守はどいつもこいつもオリンピック級の嫌いやな奴やつぞろいで、房ぼうの前を行き来するたびに扉とびらを蹴けったり罵ば声せいを浴びせたりする。が、ひとまずは、もう反抗する元気もないという風を装って、じっと猫ねこをかぶって耐たえた。ことは思おも惑わく通りに進んだ。相手が何か反応を見せなければイジメ甲が斐いというものがない。看守たちはすぐに、八番房には受じゆ刑けい者しやなどいないかの如ごとくに振ふる舞うようになった。

　タイミングを見計らい、十回目の見回りにやって来た看守が立ち去ろうとしたとき、意を決して声をかけた。

「お願いがあります」

　看守の足音が止まる。ここからは演技力の勝負だ。精も根も尽つき果てた、無気力な羊ひつじのような声を作った。

「図書の貸し出しを許可していただけませんか」

　石のような沈ちん黙もくが帰ってきた。次第に早まっていく鼓こ動どうを夢中で追いかけていた。鼓動が早かったのか、それとも沈黙が長かったのか、その看守は三十を数えるまで無言でいた。

「──説明されたと思うけど。聖書しかないわよ、新世代訳の」

『新世代訳の聖書』というのは、救世軍成立以降に書き直された聖書のことである。微かすかな失望を隠かくし味に混ぜ込んで、ぽつりと、力なく答える。

「お願いします」

　看守の足音が遠ざかる。そして、さらに三百以上の鼓動を数えた後に、扉の下の隙すき間まから聖書が差し込まれた。

　やった。

　表紙をそっと開け、ゆっくりとページをめくっていった。当たりだった。最後の方のページの一部が少しだけくり抜かれており、その中にスチール缶かんのプルリングが三つ入っていた。看守の足音に気をつけながら、ずいぶん時間をかけて天てん井じようにサインを刻んだ。左手首と天井のコネクターを結んでいる点てん滴てきチューブがどうにも邪じや魔まだった。

『第十三期　カデナ・〝演習安全基準違反〟・〝任務放ほう棄き幇ほう助じよ〟・〝命令無視〟・〝僚りよう機きへの発はつ砲ぽう〟・〝流体脊せき髄ずい素子への殺人教きよう唆さ〟・〝反逆扇せん動どう罪ざい〟・メイプルリーフ伍ご長ちよう』

　少し考え、コメントを付け加えた。

『──恐れ入ったか、ここが共同房ぼうならわたしが部へ屋や長ちようだ！』

　それからカデナは、先住者たちの落書きを端はしから丹たん念ねんに読み始めた。

『第九期　リザ・〝殺人未み遂すい〟・ブレイク二等砲ほう手しゆ　──ざまあ見ろ！　今ごろあいつはベッドの上で流動食だ！』

『第十一期　スミラ・[image: にじゅういんようふ]第三種機密漏ろう洩えい[image: にじゅういんようふ]・マッキム技術曹そう長ちよう　──ウチもセコイよね。アルバイトくらい見み逃のがしてくれたっていいと思わない？』

　自分ほどの壮そう絶ぜつな肩かた書がき持つ者は落書きの中には見当たらない。自じ慢まんになるようなことではないのはわかっていたが、カデナは何となく誇ほこらしい気持ちになった。それらの落書きは名前と罪状と一行コメントというパターンが多かったが、広い範はん囲いを使って何やらびっちりと書きこんでいる者も少なくない。これらすべてに目を通すだけで、かなりの時間をつぶせそうだった。全部を読み終えたら、今度は全部を暗記してみようと思う。全部を暗記してしまったら、今度はその落書きを残した人物について空想を巡めぐらせてみようと思う。容よう姿しや年ねん齢れいから始まって、性格はどんなふうだったのか、趣味は何か、どんな部隊に所属していたのか、担当の教官はどんな人だったのか、何がきっかけで、どんな事件を起こし、どんな経けい緯いを経て懲ちよう罰ばつ独どく房ぼう行きが決まったのか──。

　しかし、カデナはすぐに読むのを止めた。

　恐こわくなったからである。

　この落書きを見ていると、ここに閉じ込められた者が、その寒さと狭せまさとで次第に正しよう気きを失っていく様がはっきりとわかるのだ。

　眠ねむろうとしたが、寒くて眠れなかった。




　二日目で、冷静さはあらかた失われてしまった。寒さがこたえる。手足を伸のばせないのが泣きたくなるほどつらい。

　自分の周囲を取り囲んでいる落書きが、呪のろいの魔ま方ほう陣じんのように思える。読んではいけない、頭のおかしくなった奴やつのたわ言なんか読んだって、いいことなんかひとつもない──そう自分に言い聞かせる。言い聞かせるのだが、頭の中の自分では制せい御ぎよできない部分が、情報の欠乏にもがき苦しんでいる。ふと気を抜けば、いつの間にか目が壁かべの文字を追っている。

　恐怖は、まずは強きよう烈れつな不安という形をとってカデナを苛さいなんだ。固く目を閉じて落書きが絶対に目に入らないようにしても、一度頭の中に忍しのび込んでしまった不安は質量を増していく一方だった。思考のベクトルがマイナス方向に傾かたむいてしまうと、それまでは味方であったはずの空想さえもが、あっさりとカデナを見捨てて敵に寝返った。

　──もし、今、オルドリンがプラネリアムの襲しゆう撃げきを受けたら？

　──看かん守しゆたちはとっとと逃げてしまって、このままこの房ぼうに置き去りにされたとしたら？　──泣こうが叫さけぼうが、誰だれも助けに来てくれなかったら？　火か災さいが発生して、有毒ガスが少しずつ流れ込んできたら？　モスキートの大軍が扉とびらのすぐ外にうじゃうじゃひしめくようなことになったら？

　そうだ、自決する方法を見つけておいた方がいい。舌を嚙かみ切って死ぬなんてよくある噓うそだ。そんなことくらいじゃ人間はなかなか死なない。栄養剤点てん滴てきのチューブと針は？　でも、こんな針では身体からだのどこを刺さしても死ねないだろうしこの狭せまさではチューブで首を吊つるのも無理だしどうしようどうしよう早く考えなきゃ死ぬ方法を考えなきゃだってだってもしプラネリアムが攻せめてきて早く早く

　突とつ然ぜん、声が聞こえた。

「──だいじょぶ。わたしが助けに行くから」

　ルノア教官の声だった。

　間違いなくルノア教官の声だった。弾はじかれたように顔を上げ、その拍ひよう子しに天てん井じように頭をぶつけた。身をよじって透とう明めいな強化プラスチックの扉に顔をくっつけた。扉をばんばんと叩たたき、涙なみだ声ごえでカデナは叫さけんだ。

「ここです！　一番奥の八番房ぼうです!!　わたしはここです!!　教官!!　ルノア教官っ!!」

　足音がゆっくりと近づいてくる。カデナは叫び続ける。もう自分でも抑おさえがきかない。やがて、略式平服に身を包んだ誰かがカデナの房の前に立った。立っている位置が近すぎて、相手の腰こしから下しか見えなかった。

　その誰かはいきなり、カデナが顔をくっつけている扉を力任せに蹴けった。

　頭の中までを蹴られた気がした。

　頭の中が真っ白になり、身が岩のように固く縮こまった。扉を蹴った誰かはその場にしゃがみ、房の中をのぞき込んだ。

　看かん守しゆのひとりだった。

「ごめんねールノア教官じゃなくて」

　カデナは答えない。喉のどからはうめき声さえも出てこない。

「説明されたはずだし、お脳のうの優秀なあんたのことだし、もちろんわかってるよね。房の中で騒さわいだら減点２。この調子じゃ先が思いやられるわね。まだまだ先は長いのにさ」

　看守はヘッドセットのマイクに向かって「八番、カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようを減点２」とつぶやいた。扉のレーザー表示が「10」から「８」に変わる。

「そうそう、さっきルノア教官から電話があってね、言こと伝づてを頼まれたの。ルノア教官はね、あんたのことなんか嫌いだって。成績優秀な幹部のタマゴだから今まで付き合ってたけど、経歴に罰ばつ点てんがついたらもう顔も見たくないってさ」

　隙すきだらけのカデナの心に、看守のその言葉はどこまでも深く突つき刺さった。

　看かん守しゆは立ち上がる。略式平服の腰こしから下が踵きびすを返し、歩きだそうとしてふと立ち止まり、看守は身をかがめてカデナの房ぼうをのぞき込んでこう言った。

「これも説明されたはずだけど、房の中でオナニーしたら減点３だからね」

　看かん守しゆの足音が遠ざかる。

　我が慢まんして我慢して、足音が聞こえなくなるまで我慢して、ようやくカデナは泣き出した。




　三日目。限界は、すぐそこまで来ていた。

　寒くてどうしても眠ねむれない。体力が尽つき果ててようやく、失しつ神しんするような眠ねむりに落ち込むことができる。が、すぐに悪夢に叩たたき起こされる。悲鳴とともに目を覚まし、ばりばりにこわばった身体からだ中じゆうの痛みと戦い、凍とう傷しようを防ぐために手足をこすり合わせる。心臓の鼓こ動どうを数えるのが癖くせになってしまった。房の狭せまさは寒さ以上に耐たえ難く、癇かん癪しやくの虫が喉のど元もとまでせり上がってくると、大声でわめき、壁かべを蹴けりつけてイモ虫のように暴れたくなる。看守の足音が遠ざかるたびに、行かないでくれと泣き叫さけびそうになる。誰だれかと話がしたくてたまらない。看守に扉とびらの向こう側に来て欲しいがために、聖書の貸し出しと返へん却きやくを何度も繰くり返し、すぐに貸してもらえなくなった。すると今度は、栄養剤の点てん滴てきチューブを腕うでから無理矢理引きはがし、姿勢を変えようとしたらチューブが外れてしまったと噓うそをついて、看守に直してもらうことを思いつく。

　一回目はうまくいった。看守が来て、チューブを直してくれた。

　二回目で、チューブ付きの腕を、扉の穴から外に出した状態にベルトで固定された。

　画期的なアイデアだと思ったのに。どうやら、こういう状じよう況きようではみんな同じことを考えるようだ。思っていたよりも、自分にはオリジナリティがないらしい。

　扉に表示されている持ち点は、「６」まで減った。




　四日目に、強力な妄もう想そうにとり憑つかれた。

　房の天てん井じようが、ゆっくりと、毎分１センチくらいの速度で降りてくる──そういう妄想だった。

　このままでは押し潰つぶされる。

　可能な限り身体を低くしようとするのだが、腕を扉の穴に固定されている。身をもがいて、腕を縛しばりつけているベルトを外そうとする。脅おびえきった目で見上げるたびに、天井は１センチ、また１センチと迫ってくる。壁のコールボタンをばんばん叩たたき、泣き叫んで助けを求めた。

　ダレきった足取りで看守はやって来た。ひと目見て曰いわく、

「あらら、ずいぶん盛り上がっちゃってるわね」

　助けてくれと、ここから出してくれと、この天井を止めてくれと、カデナは懸けん命めいに訴えた。看守はカデナの様子を面白そうにながめ、のんびりとタバコのパッケージを取り出し、

「あんたも一服する？」

　そう言って火を点ともし、深々と吸い込んだ煙けむりを扉とびらの穴から吹き込もうとして、看かん守しゆは扉に顔を近づけた。

　はっきり言おう。看守が悪い。

　今のカデナがまともな精神状態にないことなど重じゆう々じゆう承知していたくせに、似たような事態も飽あきるほど経験してきたはずなのに、看守はこのとき、明らかに油断をしていた。看守の右手はその瞬しゆん間かん、扉の穴から外に突つき出たカデナの手のすぐそばにあった。カデナが手首を曲げれば摑つかめるくらいの所だ。自分の話を聞いてくれない、このままでは看守は行ってしまう──そう考えたカデナは、無我夢中で看守の右手を摑んだ。

　カデナはＧ検二段である。

　パンチの重さは握あく力りよくに比例する。簡易催さい眠みんによる野戦反応時であれば、カデナの利きき腕うでの握力は瞬間最大で１００キロ以上にも及ぶ。そのカデナが、精神の狂きよう乱らんからくる火事場の馬ば鹿か力ぢからを一いつ滴てき残らず振ふり絞しぼって、看守の右手を摑んだのだ。

　人間とは思えない悲鳴が上がった。

　悲鳴を聞いて駆かけつけた看守たちは、三人がかりでようやくカデナの手をもぎ離した。

　その後も「天てん井じようの妄もう想そう」は一いつ向こうに去る気け配はいを見せず、カデナは四時間以上にわたって叫び続けた。声ががらがらにしゃがれ、体力を使い果たして、ようやくカデナは死んだようにおとなしくなった。それを待っていたかのように看守たちは戻もどってきて、消火用のホースを房の扉の隙すき間まに突っ込んでカデナを水責めにした。

　だいじょぶ。わたしが助けに行くから。

　噓うそだった。

　たすけて、たすけてルノア教官──カデナがいくら叫んでも、ルノア教官は助けに来てはくれなかった。

　失しつ神しんしていたのかもしれない。永遠に続くかに思われた水責めは、いつの間にか終わっていた。点てん滴てきのチューブもカテーテルも外れてしまっていた。囚しゆう人じん服ふくもあちこちが破れていた。カデナはずぶ濡ぬれの身体からだを抱だきしめ、壁かべの一点を見つめて睡すい魔まの訪れを待った。このまま放っておかれれば、自分は間違いなく凍とう死しする。この懲ちよう罰ばつ独どく房ぼうから逃のがれられるのならそれでもいい。そう思った。

　カデナが凍とう死しすることがなかったのは、カデナに死なれては面倒だと思ったひとりの看守が、八番房の暖房の設定温度を上げたからである。




　自分はここで生まれ、ここで死ぬのだ──五日目になると、カデナは本気でそう信じるようになっていた。

　オルドリンでの訓練の日々も、自分の部隊の仲間も、アマルスたちも、ルノア教官ですらも、すべては自分の妄想だったのではないか──そう考えるようになっていた。

　哨しよう戒かい任務同行演習で、ルノア教官を逃がすために、ハキーム隊を相手に双そう脚きやく砲ほう台だいで大暴れをして、軍法会議の末に「懲ちよう罰ばつ独どく房ぼう五日」を言い渡された。

　そんなのは、ぜんぶ、夢だったのかもしれない。

　自分は生まれてこの方、この房ぼうの中で生きてきたのかもしれない。房の中で生きていくつらさから逃のがれるために、自分に都合のいい妄もう想そうを構築して、その中に逃げ込んでいただけなのかもしれない。この壁かべにある落書きだって本当はぜんぶ自分で書いたもので、ここは本当は懲罰独房などですらなくて、役立たずのクズを飼かい殺しにしておくための場所なのかもしれない。

　やっとわかったみたいね。ルノア教官なんて、あんたの妄想にすぎないのよ。お先真っ暗な心を支えるための、架か空くうの英えい雄ゆうなのよ。

　──違うもん。

　違わないわよ。

　──ルノア教官はほんとにいたんだもん。わたしのこと、ちょっとは好きでいてくれたもん。

　あなたのことを好きなルノア教官が、あなたがこんなにひどい目に遭あってるのに、どうして助けに来てくれないわけ？　いい加減に目を覚ましなさいよ。

　正気を失う寸前の崖がけっぷちにカデナはいた。ほんのわずかな正しよう気きの手がかりにしがみついていた。

　基本受じゆ刑けい姿勢Ａだ。

　ひざを抱かかえて、背中を丸めて、こうしてずっと座っていよう。何かをしたり考えたりするのはもうやめよう。寄りかかるときは壁かべではなく扉とびらに。これは大事なこと。身体からだを壁にくっつけていると、壁の落書きが刺青いれずみになって身体にはりついてしまうから。聖書はもう貸してもらえない。持ち点もあと６点しか残っていない。紙でできた服もびりびりになってしまったけど、きっと誰だれも着替えなんかもってきてくれないだろう。扉の外に出している腕うでがベルトにこすれて痛いけれど、仕方がないことだからがまんしよう。ひざを抱えて、背中を丸めて、こうしてずっと座っていよう──

　誰かが、房の扉を軽く蹴けった。

　カデナはのろのろと顔を上げた。

　看守の腰こしから下が見えた。しかも二人。これはよくない兆ちよう候こうだ。また何かひどい目に遭わされるのだろうか──

　そして、そのことに気づいて、恐きよう怖ふに目を見開いた。

　レーザー表示されていた残りの点数が、いつの間にか０になっていたのだ。

　これは何かの間違いだ、とは思わなかった。自分の記き憶おくや精神状態にまるで自信が持てなくなっていたカデナは、自分が無意識のうちに看守の気に障さわるような行動に出てしまったのだと考えた。身体がガタガタと震ふるえ始める。最初に言われた──持ち点が０になったら「エンピツと空あき缶かん」という罰ばつを与える、と。懲罰独房がいかに過か酷こくな場所であるかをまだ知らなかったあのときの自分は、身の程知らずにも「それ、どんな罰ばつなんですか？」と尋たずねた。看かん守しゆはにやりと笑うだけで、教えてはくれなかった。

　それを、ついに、身をもって知ることになるのか。

　それは、あの水責めよりもずっと耐たえ難い何かであるに違いなかった。

　扉とびらの穴に腕うでを固定しているベルトが外された。二日ぶりに自由になった腕がまるで他人のもののような気がする。看守は続いて、通路の右手の奥にいるらしい誰だれかに向かって肯うなずいた。

　房ぼうの扉のロックが、大きな音を立てて外れた。

　容よう赦しやなく扉が開け放たれ、二本の腕が伸のびてきて、恐きよう怖ふに震ふるえるカデナを房の外へと引きずり出そうとした。

　恐ろしかった。

　外へなど出たくはなかった。懲ちよう罰ばつ独どく房ぼうは、眠ねむれないほど寒くて頭がおかしくなりそうなほど狭せまいけれど、その壁かべや扉は看守の横暴から自分を守ってくれるものでもあったのだ。その壁や扉があってすら、自分はあの水責めで死にそうな目に遭あった。持ち点が０になってしまった今の自分が、壁や扉もない裸はだかの状態で看守と向き合ったりしたら、想像もつかないような恐ろしい目に遭わされるに決まっている。

「どうしちゃったのこいつ。出たくないわけ？」

「箱ボケってやつね。よくあるらしいわよこういうの」

　カデナは抵抗した。房の奥の壁に身をはりつけ、囚しゆう人じん服ふくの襟えり首くびをつかむ手を払い除のけようとした。が、「逆らったら逆らった分だけひどい目に遭わされる」という思いが、その抵抗を力のないものにしていた。むずがる幼児のような声を上げるのが関の山だった。

　頰ほおをはり飛ばされた。

「聞きなさい！　あたしの言ってることわかる!?」

　聞きたくもわかりたくもない。しかし、また殴なぐられるのは嫌いやだったので、抵抗を止めた。

「あんたの刑けい期きは五日！　もう五日過ぎたの！　もう終わったの！」

　カデナの表情が、動かなくなった。

　看守の言葉がカデナの心に染しみ落ちていくまでには、ずいぶん時間がかかった。

　いつの間にかベソをかいていた。看守に腕を引かれ、足にはまるで力がこもらず、それでもどうにか通路へと這はい出る。重い布のようなものが背中を流れていく感かん触しよく──触さわってみて、それが普段はポニーテールにしている自分の髪であることに気づいた。この五日間、そんなものがあることすら忘れていた。

　四つんばいのまま、周囲を見回した。

　房の扉が並ぶ通路と、二十四時間点つけっぱなしの照明。二人だと思っていた看守は実は三人いて、その傍かたわらにはストレッチャーがあった。自分が歩けないときのための用意だろう。強きよう烈れつなめまいがした。視覚が、自分の身体からだがやっと収まるだけの空間に慣れてしまっているのだ。

　──終わったんだ。帰れるんだ。

　身体からだの震ふるえはまだ治おさまらない。それでも、カデナはがくがくと震える足で、誰だれの手も借りずに、かろうじて立ち上がった。看かん守しゆのひとりが呆あきれたように、

「──驚いたわねどーにも。筋金入りのエリートは身体の出来まで違うのかしら。ひとりで歩ける？」

　かがみ込むような格好のまま、カデナは気き丈じようにうなずいた。五日間ずっと曲げっぱなしだった腰こしは容易には言うことをきいてくれない。おぼつかない一歩を踏ふみ出す。囚しゆう人じん服ふくの裂さけ目を気にする余よ裕ゆうもない。

　そのときになってやっと、頭の中を何かがかすめた。

　納得できない何か。

　何だろう──

　声だ。

　この五日間、自分はこの三人の看守の声を一度も耳にしたことがない。確かだ。看守を固体識別することは、身の安全を確保する上で極きわめて重要だったから。絶対に間違いない。この三人は、この五日間、自分の房ぼうの前に来たことは一度もない。

　なのに、自分にはなぜ、この声に聞き覚えがあるのか？

「でもね、あんたがいくら丈じよう夫ぶでも、」

　看守のひとりが、ストレッチャーにぽんと手を乗せて、こう言った。

「すぐにこれが必要になるわよ」

　次の瞬しゆん間かん、前かがみになっていたカデナの背中に、警棒が力任せに叩たたきおろされた。

　何が起こったのかわからなかった。痛みさえ感じなかった。肉を打つ音が聞こえただけだった。顔面から突つっ込むように倒れる。身体が勝手に床ゆかを転げ回る。息ができない。

「あんたのそのお利口な脳ミソが、耳から飛び出るまで可か愛わいがってあげるわ」

　──やっとわかった。

　そう言って、看守の格好をしたそいつは、苦しげに痙けい攣れんを繰くり返すカデナの背中を警棒で乱暴に小こ突づいた。

　──思い出した。名前は忘れたけど、ハキーム斥せつ候こう隊たいの誰かだ。

　別のひとりがカデナの脇わき腹ばらを蹴けった。最初の警棒の一発はちっとも痛くなかったのに、今度のはものすごく痛かった。

「大声出しても誰も来ないわよ。ここの連中は今ごろ、自分の部へ屋やでテレビ見ながらビール飲んでるから」

　頭を上げようとしたところを、上から力まかせに踏みつけられた。目から火花が散った。

「先せん輩ぱいの言うこと聞かない奴やつがどうなっちゃうのか、お姉ねえさんたちがこれからたっぷり教えてあげる。あたしらの部隊はね、オルドリンの一番危険な地区の担当なの。わかる？　作戦中の分隊長の命令は絶対なのよ。その命令に逆らうってことは、部隊全員を危険にさらすってことなのよ。わかるでしょ？」

　頭を踏ふみつけている足に力がこもり、タバコの吸すい殻がらでも踏み潰つぶしているように動いた。口元のあたりがぬるぬるする。たぶん鼻血が出ているのだろうと思うが、目の前が真っ暗になっていてよくわからない。

「ムカつくわぁ。臓器パーツにバラされても文句言えないはずのあんたが懲ちよう罰ばつ独どく房ぼう。それもたったの五日。しかもあんたの手下は謹きん慎しん処しよ分ぶんだけで、あのルノア・キササゲにいたってはお咎とがめなし。ねえ、あんただっておかしいと思うでしょ？　あっちゃいけないのよこういうこと」

　頭の上から足が消え、こめかみのあたりを警棒ではり飛ばされた。三人のうちのひとりが年代物のラジカセの再生ボタンを押して、ストレッチャーの上に放り出す。スピーカーから「歩兵の本領」が大音量で流れ出す。三人は警棒を手に、ゆっくりと近づいてくる。

　急所をかばい続けるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　誰だれにどこをどう殴なぐられたのか、とても憶おぼえていられないくらい殴られた。右上の奥歯が壁かべまで飛んで跳はね返り、摑つかまれていた髪が束になって抜け、鼻血でべとつく床ゆかの上を転げまわるたびに囚しゆう人じん服ふくが赤く染まった。意識が遠のき、再び戻もどってきたときには、「歩兵の本領」が終わっていた。乱暴に髪をつかまれ、頭を引き起こされていた。目の前に顔がある。せせら笑っている。

　そいつが言った。

「どうでもいいけど、あんた、臭くさいわよ」

　そのひと言に、覚かく悟ごが決まってしまった。

　諦あきらめとよく似た色の覚悟だった。やってやる──そう思った。どこまでやれるかはわからないけれど、最低でもひとりは道連れにしてやると心に誓ちかった。

　言ってやった。

「あんたの口こう臭しゆうには負けるわ」

　そいつの目つきが変わった。その目にあるのは怒りには違いないが、一いつ滴てきだけ恐れの混じった怒りだ。好きに料理できるところまで相手を追いつめたのに、不ふ敵てきなセリフを投げつけられたくらいで「何か奥の手があるのではないか」と疑ってしまう臆おく病びよう者もの。

　勝てる。

　しかし、今の状態の自分では、刺さし違えるくらいの覚悟が必要だ。残った力をかき集めて拳こぶしを握にぎる。覚悟が顔に出ていたのだろう、カデナの表情を敏びん感かんに読み取って、そいつは本物の憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめた。

「壁のシミにしてあげる」

　そのとき、派手な物音がした。

　カデナの正面、懲罰独房の並んでいる通路の先にあるハッチが細く開いている。物音はその向こう側から聞こえた。続いて、ハッチがゆっくりと動き始めた。

　誰だれかがこっちに来る。

　くそ、三人だけじゃなかったのか──!!

　苦労してかき集めた心の力に失望が混じる。どんどん薄うすまっていく。目がかすむ。懸けん命めいに焦しよう点てんを合わせようと努め、四人目の顔を確認しようとした。

　そこにいたのは、信じられない人物だった。

　──夢？




　通路の光景を目にした瞬しゆん間かん、ルノアは、菊千角を持ってきたことを心の底から後こう悔かいした。

　自分でもヤバいと思った。

　自制心にも限度があった。

　ハキーム隊の三人の姿は、その細部にいたるまで、どこまでも正確に、ルノアの記き憶おくに焼きついてしまった。あっちの奴やつが頭に巻いているような青っぽい色のバンダナは、自分はもう一生身につけることはないだろうと思う。これから先、真ん中の奴がはいているＧＯＯＤＹＥＡＲのコンバットブーツと同じものを見るたびに、自分は不ふ愉ゆ快かいな気分になるだろうと思う。部へ屋やに戻もどったら、そっちの奴がしているのと似たような色のマニキュアをぜんぶ捨ててしまうだろうと思う。
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　そして、カデナはあの有あり様さまだ。

　なのに、自分は菊千角を持ってきてしまった。柄つかの儀ぎ礼れい装そう飾しよくの化け粧しよう巻きも全部外して、パックマイヤーのコンバットグリップを巻いてきてしまった。右手にはアーマーグラブもはめてきてしまった。

　余計なものを持ってくるんじゃなかった。

　もう自分の方はどうにもならない。ここから先はあの三人の出で方かた次第だ。お願いだから、おとなしく自分の言うことをきいてほしい。でなければ──でなければ、わたしはもう、なにをするかわからない。これいじょうわたしのきにさわることをしたら、わたしはもう、あんたたちにたいして、どういうしゅるいのほしょうもしてあげられない。

「見張り」

　怒りのあまり、言いたいことがまともな文章にならなかった。

「紫むらさき色いろした髪の。そっちの部へ屋やでのびてるから、」

　最低、これだけは言っておくべきだと思った。

「早くあいつを引きずって、消えなさい。今なら見み逃のがしてあげる」

　突とつ然ぜんのルノアの出現に驚おどろいていた三人が、素早く視線を交わした。カデナの髪をつかんでいた奴やつが手を離して立ち上がり、バカにするような調子で、

「──って、大たい尉い、まさかお一人で？」

　ルノアは答えず、ただ、痛みをこらえるような顔をした。震ふるえる息を吐はいてうつむき、いやだけど仕方がないという感じで最初の一歩を踏ふみ出して、三人との距きよ離りを急速に詰つめていく。三人がさりげなく警棒を構え直し、じわりと互たがいの間かん隔かくを広げた。

　だめだ、とカデナは思った。

　どんなケンカであれ、どんな理由があれ、保安中隊への通報は、ここオルドリンでは最高に仁義にもとる行為であるとされ、最低のチキン野や郎ろうとののしられる。

　確かにそうだ。訓練生の間では。

　そして、ルノア教官は、きっと、その習性をいまだに引きずっているのだ。

　殴なぐられてみればわかる──この三人は、格かく闘とうにおいてはかなりの手練れだ。三人とも警棒を持っているし、それ以外にも何を隠かくし持っているか知れたものではない。見張りの不意をつくようなわけにはいかない。ルノア教官がクレイプのパイロットとしては最高でも、素手の戦いとなるとまた別の話だ。

　この三人は、ルノア教官を殺すかもしれない。自分の目の前で。

　青いバンダナをしている奴やつの右足がすぐそこにあった。カデナは追手をひとりでも減らそうという一心で、その足に身体からだごとしがみついて叫さけんだ。

　──だめ！　教官逃げて早く!!

　自分では叫んだつもりだったのに、喉のどからはかすれた息がもれただけだった。カデナにしがみつかれたバンダナが片足立ちで大きくよろめき、それを見たマニキュアが、じゃまくさいとばかりにカデナのわき腹に蹴けりを入れた。

　ルノアが足を止め、ため息をついた。

　最初の犠牲者はマニキュアだった。どす、という床ゆかを踏ふむ音に反応して顔を上げたときにはもう、ルノアはマニキュアの懐ふところ深く、息のかかるような距きよ離りにいた。ルノアは左ひだり肩かたから半身に踏み込み、伸のばした右手をマニキュアの顔に当てて視線をふさぎ、左の肘ひじを、肋ろつ骨こつの六番と七番の間にぶち込んだ。

　何の情け容よう赦しやもない一いち撃げきだった。

　バレリーナを思わせる格好でマニキュアが吹っ飛んだ。すでに意識はない。ルノアはもう次の獲え物ものを狙ねらっている。ＧＯＯＤＹＥＡＲの頭のどこかを狙っている。が、ＧＯＯＤＹＥＡＲは三人の中で一番できる奴やつだった。ルノアの踏み込みに逆らわなかった。同じ速さで背後に退しりぞき、右手の警棒をルノアの鎖さ骨こつに振ふり下ろす。その一撃がルノアのアーマーグラブに弾はじかれた瞬しゆん間かん、ＧＯＯＤＹＥＡＲはあっさりと警棒のグリップから右手を離はなした。そして笑った──一いつ瞬しゆん前まで空からだったはずの左手に、中指ほどの刃は渡わたりのナイフを魔ま法ほうのように出現させて。

　そしてルノアは、最後の手加減を、もうそれ以上はできなくなった。

　拳けん銃じゆうだったらよかったのに──と思った。

　肘を伸のばさなくても相手に手が届いてしまうような至し近きん距離の乱戦において、その小さなナイフは、拳銃などよりも遙はるかに適正な武装だった。

　靴くつ底ぞこを鳴らして踏み込みを止めた。半分ほど引き抜かれた菊千角の刃やいばの根元がすでに、ＧＯＯＤＹＥＡＲの右のわき腹を舐なめていた。白しら刃はは鞘さやから引き抜かれるままに進み、斜めに、左胸へと抜けた。




　結果としてバンダナは、カデナに助けられたとも言える。カデナが右足にしがみついていたために素早い動きがとれず、戦力的に無価値であるとルノアに判断してもらえたのだから。

　カデナとバンダナは表情をばきばきに凍こおりつかせ、言葉を失っていた。

　カデナの両りよう腕うでが、バンダナの右足から滑すべり落ちるように解けた。

　バンダナの手から、ぽろりと警棒が落ちた。

　野戦反応するタイミングを逸いつしていたバンダナは、二人の仲間がどんなふうに片付けられたのかさえ把は握あくしていなかった。わけがわからないうちにすべてが終わっていた。仲間のひとりは口から血の泡あわを吹いてそっちに転がっているし、もうひとりはあっちで血溜まりの中にうずくまって弱々しくうめいている。

　そして、ルノア・キササゲが、すぐそこにいる。

　血色の筋が流れる抜き身の軍刀を手に立ち尽つくし、たった今斬きり伏せたばかりの相手を見下ろしている。そのルノアがくるりと振ふり向き、上うわ目め遣づかいにバンダナじっと見つめた。無表情な顔面が心臓の鼓こ動どうに合わせて小さな痙けい攣れんを繰くり返している。まだ野戦反応を解いていない。カデナですらその表情に怯おびえた。バンダナはもう失禁寸前だった。

　と、ルノアは不意に表情を緩ゆるめた。通路のわきに放ってあったストレッチャーを見やり、

「用意がいいのね」

　と言った。

　バンダナはたちどころにその意を理解した。がくがくとうなずき、ぶるぶると震ふるえる足で這はうように歩き、とりすがるようにストレッチャーを押して、ろくに意識のない仲間の身体からだをその上に積み上げ始めた。

　ぽつねんと立ち尽つくしてその様子を見ていたルノアが、ぽつりとつぶやいた。

「──手伝う？」

　恐ろしくて答えることもできなかった。定員オーバーのストレッチャーを押して、バンダナは嵐あらしのような勢いで通路から姿を消した。それを無言で見送るルノアの足元に、カデナは懸けん命めいに這い寄る。身体のどこかに力を入れるたびに、目がくらみそうなほど背中が痛む。「教官、」と声をかけ、その先の「どうして、」はかすれてしまって声にならなかった。それでもルノアは、その声なき質問に答えた。

「──あいつ、強かったから」

　そう答え、ルノアはいきなりその場にくったりとへたり込んでしまった。菊千角の切っ先が床ゆかに当たって安っぽい音を立てた。カデナは慌あわててルノアの身体に手を伸のばそうとしたが、触ふれる直前でその手は止まった。

　ルノアの全身が、ぶるぶると震ふるえている。

「だいじょぶ。これでも、ひと斬きったの初めてじゃないから。腎じん臓ぞうと動脈はちゃんと外したし、きれいに斬ったから、あれなら衛生兵に見せればすぐにくっつけてもらえるからみね打ちなんかしたら死んじゃうから」

　ルノアの身体の震えはどんどん大きくなっていく。カデナがまた何か言おうとするが、ルノアはまたその先回りをする。

「へーきだよ、わたしは一発ももらってないもん。大たい尉いなんかになっちゃってからエンピツばっかにぎってたし、ひと頃ころよりはずいぶんサビついてるけど、でもそぉんなに捨てたもんじゃないでしょ？　ね？」

　ぶるぶる震えながら、しかし言葉だけは気味が悪いほど陽気だった。「そーよ、わたしだって若いもんにゃまだまだ負けないんだから」などと言いつつ、ルノアはガッツポーズをしようとして、その腕うでが途中で止まった。

「──あれ」

　自分の右手を見つめる。アーマーグラブ越しに菊千角の柄つかを握にぎっている右手。

「──あれ？」

　今になってやっと気づいた。右手の指が硬こう直ちよくしてしまって動かない。菊千角をがっちりと握にぎり締しめたまま微び動どうだにしない。

「あれ？　あれ!?　なんで!?　なにこれ!?」

　左手でもぎ離そうとする。が、自分の右手は、自分でも信じられないくらいの力で柄つかを握り締めている。たちまちパニックに陥おちいり、ベソをかいて腰こしを浮かせ、菊千角を放り出そうとしてぶんぶん振ふり回し、

「どうして!?　どうしようどうしよう離れなくなっちゃった離れなくなっちゃったよう!!」

　いきなりカデナが大声を出した。

「ルノア教官！」

　ルノアは飛びあがって驚おどろき、再びぺたんと腰を落として、すがるような目でカデナを見た。カデナは密かに深呼吸をし、苦労して身体からだを起こす。息を吸うたびに背中が痛む。そっと両手を差し伸のべ、アーマーグラブに鎧よろわれたルノアの右手を柔やわらかく包んだ。

　ざらざらにかすれた声で、

「やっぱりそうだ」

　ルノアの視線に答え、にたっと笑って、

「これ、甲か斐い千角菊御作小こ刀がたなです。呪のろいのアイテムです。装備すると外せなくなっちゃうんです。わたしの言うこと何でもきくって約束してくれるんなら、外してあげてもいいです」

　ルノアの目の中からパニックの色がゆっくりと抜けていく。それを確認して、カデナは頭の中で何度も何度もやり直しながら言葉を紡つむぎ、

　うつむき、勇気を出して、言った。

「憶おぼえてます、前にも言ったけど──もし、もしですよ、いつか教官がお休みを取ることがあったら、一日だけわたしにくださいって、前に約束しましたよね。映画でも０Ｇスクエアでもご飯食べるんでも、なんでもいいですからって、そう約束しましたよね」

　ベソをかいたまま、まるで子供のように、ルノアはこっくりとうなずいた。




「あの約束、忘れないって、約束してください」




　ルノアの泣きべそが一気に膨ふくらんだ。うんうんとうなずくたびに、涙なみだがぽたぽたとこぼれた。

　カデナの両手は、まるで魔ま法ほうのように、ルノアの硬こう直ちよくし切った指を、一本ずつ解いた。

　菊千角が、かたり、と床ゆかに落ちた。

　ずずっとハナをすすり、ルノアは何かを言おうとした。

「かでな、わたしね、わたしね、」

　それは、誰だれの耳にも「がでだ、わだじで、わだじで、」と聞こえたことだろう。

「──ずるいです教官。かっこいいとこ、ひとりでみんな取っちゃうんだもんな」

　そう言った途と端たん、カデナはいきなり抱だきしめられた。反射的に抗あがらったのは、自分でもわかるくらいの身体からだの臭においが恥ずかしかったからだ。

　ごめんね。ごめんね。ごめんね。

　何度も何度もそう繰くり返しながら、ルノアはカデナを抱きしめて泣いた。
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「ねーねー、さっきの担たん架か押して逃げてったひと、ほっといていいの？」とアイが尋たずねる。

「ばぁか、あんなのにトドメさしたって仕方ないでしょ？」とマリポが答える。




　ありとあらゆる得え物もので満まん艦かん飾しよくに武装した五人と四人の訓練生の集団が、ハッチの向こうからもれ聞こえてくるルノアの泣き声を聞きながら、気が抜けたように壁かべに背中をあずけて座り込んでいた。ただひとり、ペスカトーレだけが、ルノアがのばした紫むらさき髪がみの見張りの顔に油性のマジックで落書きをしている。

　ルノア隊の五人と、カデナ隊の四人である。

「ったくよ、どいつもこいつも、みんな考えるこた同じってか」

　アマルスは南大門ナムデムンに火を点ともした。まるで子供のようなルノアの泣き声に顔をしかめ、「やってられん」とでも言いたげに大きく煙けむりを吐はき出す。鼻の頭を搔かき、カデナ隊の誰だれにともなく、

「──しかし悪ぃな、うちの大たい将しように花持たせてもらっちゃってさ」

　ナツキ・サカモト一等砲ほう手しゆがそれに答える。

「いいよ。その方がカデナも喜ぶだろうし」

「苦労するよなお互たがい。妙みような親分持つと」

　マリポがむっとする。

「妙な親分てなによ」

　ナツキが込み上げる笑いをこらえた。

「初めてあなたと意見の一致を見たわね」

　アマルスは背せ伸のびをして立ち上がった。ぽきぽきと音を立てて首を回す。

「はーああ。腹減っちまったメシだメシ」

　時計を見た。食堂はまだ開いている時間だ。腹減ったメシだ、そう繰り返しながら、アマルスはなにやらラジオ体操みたいなマネをしている。一いつ向こうに歩き出そうとしない。代りに、チャーミーがナツキに言った。

「よかったら、ご一いつ緒しよしません？」

　ナツキはラジオ体操を続けるアマルスをちらりと見て、いい笑みを返した。

「また、オルドリン中の噂うわさになっちゃうわね」

　ペスカトーレはまだ落書きをしている。ただでさえ青アザだらけの顔にヒゲを書き、鼻毛を書き、額ひたいに「肉」と書いてけけけけけけけけけけけけけけけけと笑う。































　ルノアが風か邪ぜをひいた。




　賢けん明めいなる読者諸氏は、ここでふと疑問を抱いだくのではあるまいか。いかに広大とはいえ、月面下埋まい設せつコロニーという閉へい鎖さ系空間のことである。よそから持ち込まれたすべての貨物はもちろんのこと、寄港するシャトル内のあらゆる物質、空気から水に至るまでをチェックする防ぼう疫えきシステムは当然存在するのだろうし（それは事実である）、そのシステムがある以上、病原性バクテリアがコロニー内に入り込むことなどあり得ないのではないか（必ずしもそういうわけではない）、と。

　つまり、月で風邪をひくことなどあるのか、と。

　あるのだ。

　人間の身体からだというものは、サボらせただけサボるようにできている。何もしなくても黙だまって働いてくれるのは心臓くらいのもので、トレーニングで培つちかった筋肉も怠なまけていれば痩やせていくし、毎日毎日ボーっとしていれば脳のうミソだって衰おとろえる。

　細さい菌きん感染から身体からだを守る免めん疫えき機構についても、これは当てはまるのだ。

　もし、埋まい設せつコロニーの内部が徹てつ底てい的てきに滅めつ菌きんされた、不自然なほどクリーンな空間であったとしたら、そこに住む人間の免疫機構はたちまち職を失って、ウイルスやバクテリアとの戦い方を忘れてしまうだろう。これではいけない。来るべき「勝利の日」に備え、ジュリエット計画が凍とう結けつされたらすぐに女性を地球へと送り返せるような状態を、常に維持しておく必要がある。

　というわけで、オルドリンに限らず、現在月に存在するすべての埋設コロニー群の管理課防ぼう疫えき局きよくは、定期的に様々な病原菌きんをコロニー内にばら撒まいているのだ。

　もっとも、ここでばら撒かれている細菌とは、免疫機構の抗こう体たい生産とＴ細胞数を維持させるためだけが目的の、人じん為い的てきな操作を加えて「毒性」を弱めたものである。健康な人間なら、こんなものに感染しても滅めつ多たなことでは発病しない。

　健康な人間なら、である。

　くる日もくる日もバカども五人組にいいように振ふり回され、怒ど鳴なり疲れた身体を引きずって部へ屋やに戻もどり、ＡＬＦの光を浴びながらブタをおだてて空を飛ばせる方法について頭を悩なやませ、ジャンクフードで命をつなぎ、どうかするとそれすら抜くこともしばしば──そんな人物ともなると、話は別なのかもしれない。

「ぶしっ」

　くしゃみである。

　ルノアは今、前よりもまた少しだけ片付いた部屋の中、ベッドの上に身を起こしている。ティッシュを一枚抜き取ってびーっと水っぽい洟はなをかみ、すでに使用済みティッシュであふれ返ったクズカゴめがけて投げる。

　医者にはもう行った。防疫局のウイルスはＤＮＡに標識がつけられていて、そいつに感染して発病したことが証明されると、山のような書類にサインさせられた挙あげ句くに治ち療りよう費ひは局持ちになり、おまけに「あなたの健康を見つめて」というロゴの入ったボールペンがもらえる。ドクターは二、三日安静にしていればよくなると言っていたが、たかが風か邪ぜごときで訓練を休むなど、ルノアの性格が許しはしなかった。

　ふらふらのへろへろになりながら、午前中だけはなんとかこなした。と思う。

　そこから後のことが記き憶おくにない。

　気がついたらベッドの中にいて、ヤヨイ・キサラギ事務准じゆん尉いが枕まくら元もとにいた。使い捨てのセンサーフィルムをルノアの首筋からぺろりとはがして光にかざし、表示されている体温と血圧と脈拍を難しい顔をして見つめる。

「あれ……ヤヨイちゃ、」

「マナッドって誰だれですか？」

　いきなりそう聞かれた。

「……。？　え？　あれ？　え!?　なん、なに!?　わ、わたしなにか言ってた!?」

「あー起きちゃだめです寝てなきゃだめです。──でもなー。あーやーしーいーそのあわてかた。さてはルノア教官、地球で春が来ましたね？」

　ヤヨイは毒リンゴ作戦を思いついた魔ま女じよのように笑った。ルノアは頭から毛布をかぶって、

「なによもー！　病人からかっておもしろい!?」

「病人って自覚があるなら寝てなくちゃだめです。心配してましたよアマルスさんたち」

　あ。

　ルノアは毛布から半分だけ顔をのぞかせて、

「──そうだ、連中今どうしてる？　誰だれか代わりの、」

「休きゆう暇か中です。とりあえず今日きようと明日あした。小さ夜よ子こさんに書類通してもらいました。ルノア教官の分もです」

「だめよそんな、あいつら甘あまやかしたらすぐ──」

「まあまあ。今までろくに休んだことなんてないでしょ？　たまにはこういうのも必要ですよ」

　ルノアの頭の中で訓練スケジュールがぐるぐると回り始め、思わず身を起こして、

「じゃあ、ひとつだけ、電話でいいから、全天候対応のセンサーオペレーション、テキストでいいから読んでおくようにって──」

「あーだめだめほらまた起きる。ちゃんと伝えておきますから、教官はきちんと休むこと。今はゆっくり休んで風か邪ぜを治すのが仕事です。訓練のこともしばらく忘れて。ね？」

　ヤヨイは有う無むを言わせずルノアを寝かしつけ、枕まくら元もとに山積みされた資料の山をてきぱきと片づけ、水の入ったポットとグラスと、それに脳のう内ない催さい眠みんをキックする錠じよう剤ざいのビンを置いた。「それじゃあ」と言ってドアのところで振ふり返り、

「マナッドさんの夢でも見てください」

　ティッシュの箱をぶん投げた。

「きゃー怒おこった怒った」

　きゃあきゃあと子供のように笑いながらヤヨイが逃げていき、ドアが閉まった。廊ろう下かに取り残されたティッシュの箱を自分で取りに行くのがマヌケだった。ベッドに戻もどり、びーっと洟はなをかみ、熱にぼけた頭で物思いにふける。

　情けない。

　もしここが地球で、しかも作戦行動中で、エテ公がセンサーの死角からこちらの動きを窺うかがっていたとしたら。代わりに部隊を指揮する者もなく、リニアガンは明日修理する予定、索さく敵てき要員はたまたまトイレ、地じ雷らいの起き爆ばくルーチンはバグまみれでエテ公どころか双そう脚きやく砲ほう台だいが踏ふんづけても爆ばく発はつしない。

　そして、そういうことに目を光らせる役まわりであるはずの自分が、ベッドでうんうんうなっている。

　情けない。そういうつまらない理由で兵は死ぬのだと言った自分が、健康管理というあまりにも初歩的なポカをやった。ヤマグチ次官はどんな顔をして休きゆう暇かの書類にサインをしたのだろうか。

　最っ低ー。

　ほてった顔を両手でおおった。寒さむ気けがする。頭痛もする。口の中がおかしな味。身体からだ中じゆうの関節が痛い。

　寝よう。

　横になって毛布をかぶったとき、ドアの警報システムが警告音を鳴らした。

　誰だれか来た。

　起き上がる元気はなかった。毛布の中から腕うでだけ出してリモコンを手て探さぐりし、手に取ると適当な方向に向けてロック解除のコマンドを飛ばした。ドアが開く音。

「ルノア教官！」

　その声に、ルノアはかぶっていた毛布を跳はね飛ばして飛び起きた。

　部へ屋やの入り口に、くそでかい雑ざつ囊のうを両手で抱かかえた33型汎用Ｄシエル姿のカデナがいた。

「カ、カデナ!?　なんで、」

　今はまだ訓練中のはずなのに。

「お弁当届けにうかがったら誰もいなくて、ＧＡＲＰに聞いたら風か邪ぜだって……私、心配で……!!」

　ルノアの顔を見て緊きん張ちようの糸が途切れたのか、カデナの目には涙なみだまで浮かんでいる。

「あ、あのね、ただの風邪だし、」

　大げさよ、と続けようとした瞬しゆん間かん、

「寝てなきゃだめですっ」

　と、ものすごい剣けん幕まくで怒おこられた。

「三つ数えるうちに横になってくださいっ！　風邪ひいたらあったかくして寝てなくちゃいけないんです悪くすると死んじゃうことだってあるんです地球侵しん略りやくに来た火星人だって風邪ひいてみんな死んじゃったんです風邪の原因になるウイルスにはＡ型とＢ型とＣ型があってシアル酸とその誘ゆう導どう体たいを含む糖とう鎖さをレセプターとして認識するんですうっ!!」

　逆らったら殺される、とルノアは思った。

　ルノアがおとなしく横になるとカデナは途と端たんに表情を緩ゆるめた。さっきまでヤヨイの座っていた椅い子すに腰こしを下ろす。雑囊のジッパーを引き開け、テーブルの上で逆さにすれば出るわ出るわ、風邪薬やらビタミン剤ざいやら胃腸薬やら便秘薬やら正せい露ろ丸がんやらスタミナドリンクやら消毒薬やら絆ばん創そう膏こうやら包ほう帯たいやらハサミやらムチやらロウソクやら。ユニット備え付けのファーストエイドキットを総ざらいしてきたような有あり様さまだ。カデナはテーブルの上の薬の山をごそごそとあさって、どでかい錠じよう剤ざいがいっぱいに詰つまった二本のビンを引っぱり出した。

　ビンのラベルの文字が手書きであることが、ルノアにはものすごく気になった。

「えっと……これがウイルスキラー二四式粘ねん着ちやく解熱剤ハードリーサルで、こっちがジェノサイドＤ体内分ぶん裂れつ型プラス。ビタミンＣも入ってます」

『ビタミンＣの入った青酸カリです』と言われた気がした。

「これほんとは薬局じゃ売ってないんですけど、大学時代の先せん輩ぱいが蒸気の海のバクテリア戦略科にいて、いまでもときどき送ってくれるんです。試験中に風か邪ぜ引いたときなんか、いつもこれでした。どっちも二錠じようずつ、スタミナドリンクと一いつ緒しよに飲むんです。一発です」

　一発でどうなってしまうのだろう、とルノアは思った。それでなくても、ルノアは子供のころから薬を飲むのが苦手だった。少しでも時間を稼かせごうとして、

「あ、あのさ、いま訓練中よね？」

「休きゆう暇か中です」

「へ？」

　カデナは大いばりできっぱりと言い切る。

「わたしが決めました。カデナ隊は、本日正午より三日間、第一種休暇に入ります」

　そうか、カデナ隊を仕切ってるのはカデナなんだっけ──と思い出す。いくつもの休暇届にサインしながら苦笑するヤマグチ次官の顔が、ルノアには目に見えるようだった。

「だから、教官がよくなるまでつきっきりでお世話できます」

「え──あの、そういうことじゃ、」

　いきなりカデナが椅い子すから身を乗り出してきた。

「はい、あーんしてください」

　カデナの手には水の入ったグラスと、世にも恐ろしい名前の錠剤があった。

　窮きゆう地ちであった。

「え、えと、あの、そう、薬なら──」

　薬なら医務室でもらってきたと、飲む気もなかったくせにそう言おうとした。その途と端たん、カデナはルノアの目と鼻の先で「あ！」と声を上げた。

「な、なに!?」

「そっか、薬飲むのは食べた後の方がいいんですよね。教官ごはんまだでしょ？　何か消化のいいもの持ってきます」

　言うが早いかカデナは椅子から腰こしを浮かせる。そのとき、ドアの警報システムが再び来客を告げた。

「──？　誰だれか来たみたいですよ」

　カデナは端たん末まつに向かい、警報システムのカメラとマイクでドアの外にいる人物を確認しようとした。誰だろ、ヤヨイちゃんが忘れ物でもしたのかな──ルノアは身体に毛布を巻きつけるようにして寝返りを打つ。

　いきなり、カデナが端たん末まつに向かって怒ど鳴なり散らした。

「ちょっとあんたたち何しにきたのよ！　教官は具合が悪くてお休みなのよ!!」

　端末のスピーカーがマリポの声で怒鳴り返した。

『あんたこそなによ!?　つきまとうのもいーかげんにしなさいよなんであんたがルノア教官の部へ屋やにいるわけ!?　ドア開けなさいよ出てきなさいよ勝負しなさいよ!!』

「ま、まりぽ？　ちょっとカデナ──」

　カデナは猛もう然ぜんとキーを叩たたき始めた。ドアを外から開けられないようにプロテクトするつもりなのだ。と、スピーカーからぼそりとつぶやくアマルスの声。

『開けろチャーミー』

　ドア一枚を挟はさんだ攻こう防ぼう戦せんは、ものの三十秒と続かなかった。電源を絶たれたドアをこじ開けて部屋に飛び込んでくるなり、マリポは言わずもがなのことを口走った。

「ルノア教官！　大だい丈じよう夫ぶですか無ぶ事じですかへんなことされませんでした!?」

　ルノアとカデナが同時に叫さけぶ。

「へ、へんなこと!?」

　マリポに続いて四人がどやどやっと部屋に入ってくる。くわえ煙草たばこのアマルスはルノアにリンゴを放ってよこし、アイは口を半開きにして物もの珍めずらしそうに部屋中をながめ、チャーミーは「ごはん食べました？」と紙袋を見せてにっこりと微笑ほほえみ、ペスカトーレは警察犬のようにそこいらじゅうの匂においをかいで回る。
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「なによへんなことってだいたいあなたたちが来るとぜったいこういう大おお騒さわぎになるんだからわかってるんだから帰りなさいよ出て行きなさいよ教官にご迷めい惑わくでしょ!!」

「迷惑って言葉の意味わかってて言ってんのあんたこそどういうつもりいっつもルノア教官にベタベタつきまとってそっちこそ迷惑なのよ!!」

　カデナはポニーテールを逆立て、マリポは目を吊つり上げて、どちらも相手の言うことになどまるで耳を貸さずに、マシンガンのような勢いで言いたいことを並べ立てている。ルノアはなんとかその間に割って入ろうとするのだが、熱にボケた頭ではどうにもタイミングをつかめない。

「おかゆ作ってきました。召めし上がります？」

　チャーミーの緊きん張ちよう感かんに欠ける声。力が抜ける。

「……あんた長生きするタイプよね」

「あ、わたしみんなにそう言われるんです。どうしてでしょう……」

　そして事態は加速していく。クローゼットを漁あさっていたペスカトーレがぎらりと瞳ひとみを輝かがやかせてむむむ異物発見うわーなにこのえっちなぱんつけけけけけけけけけ、ルノアとマリポとカデナが同時に「こら─────────────!!」と叫さけび、常つね日ひ頃ごろからガキだガキだとバカにされているアイが「えーどれどれどんなの見せて見せて！」、マリポが「あんたはいーの子供が見るもんじゃないのっ!!」、アイも負けじと「アイちゃん子供じゃないもん毛も生はえたもん！」、カデナが拳こぶしを振ふり上げてペスカトーレを追いかけ回し、ペスカトーレはえっちなぱんつを頭にかぶって妖よう怪かいを思わせる身のこなしで逃げ回り、アイが「見せて見せて」とそのまた後を追う。

　ものすげえ騒さわぎであった。

　もう何もかもどうでもよくなってしまったルノアは、チャーミーの差し出したおかゆをもそもそと食べた。訓練で怒ど鳴なり疲れる方がどれだけマシかわからない。が、病気をしたら訓練生が見舞いに来てくれる教官など、オルドリンじゅうを探してもルノアくらいのものなのだ。そこのところ、ルノアは理解しているかどうか。

　アマルスがぷかりと旨うまそうに煙けむりを吐はき出し、にやにや笑いながらそのへんの空あき缶かんに吸すい殻がらを落とした。

　端たん末まつのメール着信音に、このとき、誰だれも気づくものはいなかった。




　結局、五人と一人は騒ぐだけ騒いで引き上げていった。

　少し眠ねむった。起きたら身体からだ中じゆうに寝ね汗あせをかいていた。着替えようと思って身体を起こすと、銅ど鑼らを鳴らすような痛みが頭の中にはじけた。しばらくそのままうずくまってしまう。

　いま何時だろう。

　部へ屋やは台風一過のような有あり様さまで、枕まくら元もとにあったはずの目覚し時計はテーブルの下で逆さまになっていた。午後十一時四十五分フタサンヨンゴウ。頭を揺ゆらさないようにしてそっと立ち上がり、クローゼットを開けると、入れた憶おぼえのない参考資料の山がどさどさと崩くずれ落ちてきた。邪じや魔まなので誰だれかが押し込んだのだろう。

　もたもたと着替えをした。

　ベッドに戻もどろうとしてふと立ち止まり、なぜかフリーザーの上に乗っかっていた椅い子すを引っぱり降ろして端たん末まつに向かい、もうすっかり毎日の習慣となったメールのチェックを始めた。なにも風か邪ぜを押してまでやらなければならないことではなかったが、このままベッドに戻っても、気になって気になって眠ねむれなくなってしまいそうな気がした。

　ＡＬＦに浮かぶ小さな文字が、目に痛かった。

　着信メール数は１５９。

　そのうちの１５７通は、相も変わらず毎日どっちゃりと送りつけられてくる、顔も知らない訓練生からの匿とく名めいのメールだった。

　今日はちょっと少ないな、と思う。

　当初、ルノアは無理に時間を作ってまで、こうした匿名メールのすべてに目を通していた。最近になってようやく、まとめて圧縮してレーザーディスケットにぽいするようになった。読まないメールなど消してしまえばいいのだが、それはあんまりであるという気がするのだった。デスクの下のダンボール箱には、そんなディスケットが山をなしている。──カードでイカサマをした部下を殴なぐり殺したという噂うわさは本当ですか、初めてのときってやっぱり痛いですか、外角回かい廊ろうのエントランスに来てください一晩中でも待ちます地球の出てない夜は気をつけなわたしはいつもお前の後ろにいるからな前世での貴方あなたの名前はミラン私の名前はボフォースです。

　１５７通を圧縮してぽいした。残りの２通のうちの１通は教務課からで、ずっと貸しっぱなしの増設ディスクを早く返せという催さい促そくだった。

　そして、最後の１通は、地球からだった。

　──？

　ルノアの手が止まった。着信時間は六時間ほど前、発信元は「北ほく米べい総司令部多た脚きやく機き甲こう部隊Ｐ２中隊Ｋ２小隊内、個人用端末１９２Ａ─０００」とある。

　Ｋ２小隊。

　かつての部下の全員の顔がいっぺんに目の前に浮かび、あわててオープンしようとして思いとどまった。現在、Ｋ２小隊を仕切っているのはラセレーナ・クリフトなのである。

　これは、ラセレーナからの嫌いやがらせ留守電ではないのか。

　ルノアがオルドリンに来てからずっと続いていたラセレーナの嫌がらせ留守電攻こう撃げきは、しばらく前に、始まったときと同じくらい唐とう突とつに、ふっつりと絶えていた。飽あきっぽいラセレーナのことである。留守電攻こう撃げきを始めたのにもそれをやめるのにも、大した理由などないに決まっている──ルノアはそんなふうに思っていた。

　ということは、このメールは、またラセレーナが、留守電攻撃を再開したということなのか。

　性しよう懲こりも大した理由もなく。

　発信元の「北ほく米べい総司令部多た脚きやく機き甲こう部隊Ｐ２中隊Ｋ２小隊内、個人用端たん末まつ１９２Ａ─０００」という表示がやけに気になった。「１９２Ａ─０００」というナンバーには憶おぼえがある。Ｋ２の小隊長に割り当てられる部屋へやの個人用端末の名前だ。つまり、かつては自分が使っており、今はラセレーナが使っているはずの端末。

　しかし、以前の嫌いやがらせ留守電のファイルの発信元には、堂々と「北部方面偵てい察さつ中隊長補佐・ラセレーナ・クリフト大たい尉い」と表示されていた。

　悪事の匂においをルノアは感じた。

　一本指打法でキーを叩たたき、逆接防ぼう壁へきを張り巡めぐらせ、メールの格納されている領域を十重二十重とえはたえに取り囲んだ。これはただの嫌がらせメールではないかもしれない。開あけてびっくり中身は論理爆弾ロジツクボムで、端末のデータを丸ごとおしゃかにされるかもしれない。もっとも、もしこれが本格的なテロプログラムだったら、こちらがオープンなどしなくても着信と同時に勝手に暴れ狂くるっているはずだ。いまさら何をしようと手て遅おくれかもしれない。が、それはないだろうとルノアは踏ふんでいた。

　ラセレーナなら「開けてびっくり」というやり方を選ぶ──とルノアは思う。

　頭痛も寒さむ気けも忘れ、息を詰つめて、キーを叩いた。

　開けた。

　じゃんじゃじゃじゃーじゃんじゃじゃじゃーんじゃんじゃんっじゃじゃーん

　監かん視しプロセスからのログが流れていく。メールファイルのオートラン開始、圧縮展開による容量増大、攻こう性せいトラフィック確認されず、展開続行。ＡＬＦに表示されるラセレーナのバストアップ。おぉーほほほほほほほほ。

『久しぶりね。こちらも色々と忙いそがしくってかまってあげられなかったから、貴方あなたには寂しい思いをさせてしまったかしら。部下を一から鍛きたえ直さなければいけなかったし。貴方のフヌケた指導の影響が抜けきらないんだもの』

　圧縮展開による容量増大、記録情報に一部損傷あり、展開中断、白血球起動、索さく敵てき開始、攻こう性せいトラフィック確認されず、展開続行。

　──記録に一部損傷？

『ま、才能ある者はいつも苦労するのよね。その点貴方はうらやましいわ、貴方が心配しなくちゃいけないことといったら訓練生の成績くらいのことですものね。いえ、馬ば鹿かにしてるわけじゃないのよ。噂うわさは聞いているわ、とても有能な訓練生をお持ちのようだから。誰だれかさんのように演習中におもらしもしないし、試験中にカンニングもしないし、双そう脚きやく砲ほう台だいを勝手に持ち出して熱の入り江で決けつ闘とうなんてしないし──』

　そこで音声が途と切ぎれ、絵も乱れた。画像を横に切り刻んで順序をめちゃくちゃに入れ替えたような状態が五秒ほど続き、ついにはブラックアウトした。展開プロセスがエラーを吐はく。
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　なによこれ──というのが第一印象だった。

　それでもしばらくは、攻こう性せいトラフィックの存在の兆ちよう候こうを探し続けた。が、結局発見できなかった。時限式、あるいは消去されようとして初めて発動する何か──その可能性も、こうなっては極きわめて低い。最終的に、ルノアはこう結論した。

　つまりこれは、展開不良で続きの読めないただのクソメールだ、と。

　拍ひよう子し抜ぬけした。

　椅い子すの背もたれに身体からだをあずけた。

　次に、怒いかりがムラムラとわき上がり、あっという間に沸点を超こえた。

「ざけんじゃないわよ嫌いやがらせすんならもうちょっと真面目にやんなさいよメールひとつまともに送れないわけ脳のうミソかび生はえたんじゃないのなにがフヌケけた指導よ部隊運用理論でわたしよりいい成績とったこといっぺんだってないくせにぃ────────っ!!」

　怒ど鳴なったらますます頭がくらくらして椅い子すから転げ落ちそうになった。もう寝ようと決める。あームカつくあー腹立つ、そーよラセレーナの相手なんてするほうが間違ってたのよ。乱暴な操作で端たん末まつの電源を落とし、一挙に五十も歳としを取ったような挙動でベッドに戻もどった。毛布を頭からかぶった。

　毛布の中の暗くら闇やみを、ルノアはじっと見つめた。

　──。

　──なんだろう。

　──何が引っかかるんだろう。

　──さっきから、何が気になっているんだろう。

　発信元がラセレーナの名前じゃないのが意味不明だから？　いいかっこしいで完かん璧ぺき主義者のラセレーナがこんな損傷ファイルをよこすなんておかしいから？

　無理して目をつぶった。毛布の中で猫ねこのように身体を丸めた。

　そんなもの、考えられる可能性はいくらでもある。たとえば──たとえば、回線のすいている時間帯を狙ねらって、タイマーで自動送信するようにセットしたのかもしれない。それなら、発信元のフィールドにはラセレーナじゃなくて端末の名前が入る。ファイルの損傷だって、手を離れてしまってからの事故なら、ラセレーナがいくら完かん璧ぺき主義者でもどうしようもない。だとすれば、ラセレーナはファイルが傷物になって届いたことにも気づいていないはずだ。

　納得できる説明だった。これで落ち着いて眠ねむれると思った。

　──ほんとに、そうなのかな。

　ラセレーナの留守電攻こう撃げきが不意になくなって、今になってまた始まった。しかも前とまったく変わり映ばえのしないやり方で。そこに「気まぐれ」以上の理由は本当にないのか？　訓練生時代のラセレーナの嫌いやがらせの数々は、よくもまあこう色々考えつくものだと感心してしまうくらいバリエーションに富んでいたのに。

　やめよう。ラセレーナを理解しようという試みなど、とうの昔に放ほう棄きしている。考えるだけ無む駄だだ。今はゆっくり休んで、体調を回復させることが自分の仕事だ。

　──おぉーほほほほほほほほ。

　画面の中のラセレーナ。以前の留守電攻撃のときと同じ、高こう慢まんちきな表情。セリフまで前と同じような、いつか聞いたことがあるような。あることないこと並べ立て放題の、言いたいことのオンパレード。カンニングなど言い掛かりもいいところだ。あの決けつ闘とうだって呼び出されたのはこっちだ。

　突とつ然ぜん、毛布の中で、ルノアは目を見開いた。

　──双そう脚きやく砲ほう台だいを勝手に持ち出して熱の入り江で決闘なんてしないし──

　違う。ついにボケたかラセレーナ。

　あんたがわたしを呼び出したのは、熱の入り江じゃない。虹にじの入り江だ。

　もう一度目を閉じた。眠ねむろうとした。




『ちょっと待ってください、今くつしたはいてます』

「あの、ごめんね、別に急ぎってわけじゃないから」

『はきました。五分で行きます』

　電話でのそんなやりとりの後、チャーミーは三分でやってきた。端たん末まつの椅い子すを代わりながら心配そうにルノアを見て、

「──でも、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなんですか？　なんだかひどい顔ですよ？」

「誰だれかさんたちの教官してるおかげでわたしもずいぶん執しゆう念ねん深くなっちゃってさ。ボールペンを最後まで使い切ったことなんて今まで一度もなかったし、最近じゃテイクアウトのピザのケースについてるいんちきパズルが解けなかったりしたら夜も眠れないわ」

　ルノアはＡＬＦに目をやって、

「これが片付かないと、もっとひどい顔になりそう」

　チャーミーはくすっと笑って、呼吸をするように指をキーボードに走らせた。ファイルの内部情報が画面を流れる。

「でも、そもそもこれ、ほんとに地球から来たファイルなんでしょうか？」

「──どういうこと？」

　チャーミーは肩かた越ごしにルノアを振ふり返って、

「うーん……ですから、地球から月へでもその逆でも、よっぽどのコネがなくっちゃ私用メールなんて出せませんよ？」

「あ、そのへんは考えなくていいと思う」

「？」

「そのよっぽどのコネの持ち主だから、このラセレーナ大たい尉いって。ベルナルド・クリフト中ちゆう将じようって知ってる？」

「名前くらいは」

「その一人娘むすめ」

　まあ、とチャーミーは目を丸くして、

「教官って、すごい人とお友達なんですね。──あ！　そうだ、思い出した……前にＰＸのおばさんが言ってたラセレーナちゃんって、」

　ルノアは「なんだ気がついてなかったのか言わなきゃよかった」という顔をして、

「──やなこと憶おぼえてるわね」

　チャーミーはあはは、と笑った。

「ええと……それじゃ、どこから始めましょうか？」

　ルノアは二秒考えて、

「このファイルが、本当に、Ｋ２の端たん末まつ１９２Ａ─０００から来たものなのか」

「それなら、このファイルの履り歴れきデータの経由ルート見ればすぐにでも……」

「その履歴データがほんとに信用できるんならね」

　そこまで疑ってかかるべき話なのか、とチャーミーは表情を曇くもらせ、

「あの、ラセレーナ大尉って、実は情報部の人だっていうことはないんですか？」

　そんなバカな、と言いかけて、その可能性が否定できないことに気づく。仮に、ラセレーナが北ほく米べい総司令部に潜せん入にゆう中ちゆうの大本営情報部の工作員だったとすれば、当然いくつもの身分を使い分けているだろう。自分が知っているラセレーナは、実はそのうちの一つの仮面にすぎないのかもしれない。

　おーっほほほほほほほほほほほ。

　考えるのもアホらしい。あいつに工作員なんて絶対に無理だ。

　と思う。

「確かに、訓練生の頃ころ、あいつ、電情戦は得意だったけど、それは……ない、と思う」

「──じゃあ、とにかく、追つい跡せきしてみます」

　チャーミーは自前のハッキングツールを起動して、ラセレーナのファイルが経由したと思われる経路を逆走し始めた。ファイルの履り歴れきデータに出てくるサーバーを順にたどり、サーバーの側にも記録が残されているかどうかを確認していく。

　一本指打法しかできないルノアの目から見ても、チャーミーのハッキングが見事なものであることはよくわかった。

　チャーミーのスタイルは、「透過斥候ゴースト・オン・ワイヤー」と呼ばれるタイプだ。強力なツールで防ぼう壁へきをぶち破ったりはしないし、スピードに任せてデータを吸い上げて逃げ去るといった方法も取らない。必要最低限の鍵かぎと迷めい彩さいプログラムしか使わず、防壁に対しても「破る」のではなく「だます」という手段を取る。

「──な、なんだかものすごいんだけど。さっきから使ってるの、迷彩プログラムひとつだけじゃない、そんなんでどうやって防壁に潜もぐり込むわけ？」

「システムに接続してる誰だれかの端たん末まつを監かん視しして、ログアウトの瞬しゆん間かんにその人に化けてアクセスを乗っ取るんです。後は、外からモニターされないように偽ぎ装そうするだけです。簡単です」

「簡単って……」

「──？　あら？」

「なに!?」

「いえ、このラセレーナ大たい尉いのファイル、この[image: にじゅういんようふ]GLORY─K[image: にじゅういんようふ]っていう衛星を通って、ラグランジュの中継ポイントを経由して、オルドリンのゲイトウエイに渡されたみたいなんですけど、この衛星、背番号も所属マークもついてないんです。それに、」

　喋しやべりながら、チャーミーはよどみなくキーを叩たたき続ける。ルノアにはできない芸当だ。

「すごい──どうしてこんなに警備が厳重なのかしら。いま見ただけで防ぼう壁へきが四つも、ダミーポートに、進入迎げい撃げき用ようの専用脊髄ケーブルヘツドまでいます。ただの通信衛星コムサツトじゃないのかしら。軍事施設でもこんなのちょっとないと思う……」

　ルノアはチャーミーの肩かた越ごしに身を乗り出して、

「入れる？」

　チャーミーは用意してきたレーザーディスケットをスリットに差し込み、追つい跡せき妨ぼう害がいプログラムをランした。

「やってみます」

　そして、チャーミーは十六人に分ぶん裂れつした。ダミーではないポートを慎しん重ちように探す。最初に見つけたポートに論理爆弾ロジツクボム七つを仕掛け、全員で侵しん入にゆうし、最さい外がい郭かくの防壁にたどり着いた。ここまでに罠わなはない。チャーミーは一人を残した十五人に自殺をコマンド、システムチェックのルーチンに化け、慎重にも慎重を重ねて防壁を潜くぐり抜けていく。そして再び十六人に分裂、論理爆弾ロジツクボム七つを敷ふ設せつ、次の防壁を目指す。

　三つの防壁を通過するのに、チャーミーは三十分近くを費やした。ルノアはどきどきしながらＡＬＦを見つめる。四つ目の防壁に近づいた瞬間、チャーミーが「あ」と言った。

「な、なにっ!?」

「四人もやられました。ここ、」

　チャーミーはＡＬＦの中、擬ぎ似じ的てきに立体表現されているメモリー原の一個所を指差して、

「ここから先って、なんにもないみたいに見えるでしょ。これ、『蒸発領域ヒートフロア』っていう一種の阻そ止し機構です。すごく揮き発はつ性せいの高い領域が、データの蒸発をピコセカンド周期で繰くり返してるんです。送った信号が返ってこないから、そこからむこう側は観測できないんです。だからなにもないみたいに見えるんです。ここから中に入れるんだと思いますよきっと」

「ど、どうやって？」

「さっきと一いつ緒しよです。正規のオブジェクトをひとつ捕まえて、コンテナの中身に偵てい察さつプログラムを入れるんです。直接中身を見れないのはしかたないですね。──うん、これにしよ」

　チャーミーは目につく限りで一番容量の大きいパケットに取りつき、中身を引きずり出して偵察プログラムと入れ替えた。

「入りました。三十秒くらいで戻もどってくると思います」

　あまりにも的確なチャーミーの仕事ぶりに、ルノアは憧あこがれに近いものを感じた。ちょっと恥はずかしそうに、

「すごいな……。あのさ、わたし、電情戦って昔から苦手で……」

「え？　そんなことないと思います。ラセレーナ大たい尉いのファイルが何かおかしいって、教官、ちゃんと気がついたもの」

「？　だって、それは──」

　記録映像の中のラセレーナが、事実と違うことを言ったからだ。

「ラセレーナ大尉が、事実と違うことを言ったから──ですか？」

　うん、とルノアはうなずく。

「それだと思います。一番大事なのって」

　チャーミーはＡＬＦを見つめながら、

「電子情報戦略の技術なんて基本的には、憶おぼえたら後はその通りやるだけじゃないですか。裏ワザが通用するのなんて最初の一回だけだし、侵しん入にゆうツールにしても防ぼう壁へきにしても、新型には絶対に勝てないっていう世界でしょう？　だから、電情戦で最後に優ゆう劣れつを決めるのは、電情戦以外の知識とか、注意力とか判断力だと思うんです。システムに頼りっぱなしじゃ、正しよう体たい不明の新型が現れたとき、なにもできませんから」

　ルノアは、なにやらものすごい説得力を感じた。そして、くすくす笑いはじめた。

　教官が訓練生にものを教えられている。

　チャーミーも同じことを思ったらしい。しばらく二人して笑っていたが、いきなりルノアがくしゃみを連発した。

「教官！　大だい丈じよう夫ぶですか？　寝てた方がいいんじゃ……」

　びーっと洟はなをかみ、ルノアはものすごい鼻声で「だびじょぶ」と答えた。そのとき、

「成功クリア。きました」

　蒸発領域ヒートフロアを脱だつ出しゆつしてきた偵てい察さつプログラムをチャーミーは回収した。中身をぶちまける。

「ずいぶん新しい衛星ですね、これ。就航したのが２０６７年５月、」

　自分がオルドリンに来てすぐ、くらいか──とルノアは思う。表示を目で追っていくうちに、

「あれ、民間所属なの？」

「みたいですね」

「あんな阻そ止し防ぼう壁へき、民間所有は違法じゃない。──ま！　待ってまって止めてとめて戻もどってもどってさっきのそうそうそのへんそのへん!!」

「え？　え!?」

　チャーミーがスクロールを止め、そこにはとんでもない名前が表示されていた。

　西蘭中央公司。

　クリフト家の所有する幽ゆう霊れい会社のひとつである。どうりで豪ごう華か絢けん爛らんな阻止機構を有していたはずである。しかも、就航時期がルノアのオルドリン着任と重なっているということは──。

「ど、どうしたんですか教官？」

　頭が割れるように痛んだ。

　この衛星は、おそらく、ラセレーナの嫌いやがらせ留守電をルノアに送りつけるためだけに打ち上げられたものなのだ。

　そのことを説明してやると、チャーミーは目を丸くした。

「まあ。お金持ちってすごいですね」

　言いたいことはそれだけか。

「も、もういい。ここはもういいから、次行って次……」




　結局、ルノアで五年、カデナで二日かかる作業を、チャーミーは三時間で終わらせた。

　そのうちの二時間は、ケープカナベラルのレーザー通信施設の防壁をねじ伏せるのに費やされた。粘ねばっこくて攻こう撃げき的てきな防壁だった。チャーミーが用意していた七種類の鍵かぎをすべてはねつけ、ついにはこっちの侵しん入にゆうに気づいて回線をロックし、逆探知を始めた。そこでチャーミーが癇かん癪しやくを起こした。ゾンビ化させた分身を六十体以上も使って防壁に突とつ入にゆうし、コマンド起き爆ばくの論理爆弾ロジツクボムで爆ばく撃げきしてシステムごと吹っ飛ばしてしまった。こんなチャーミーは珍めずらしい。ルノアが見ていたせいかもしれない。そこから北米総司令部フオートワースまでに、また一時間。

　ともあれ、ラセレーナのファイルはやはり、Ｋ２小隊内個人用端たん末まつ１９２Ａ─０００から発信されたものである──という一応の結論は得られた。

　だが、別の謎なぞの影がちらつき始めていた。

　ラセレーナのファイルは当初、ナッシュビルのゲイトウエイを経由して、ヒューストンのレーザー通信施設を目指した。当然だ。近道をした分だけ、通信コストは安く抑おさえられるから。ところが、このファイルは行く先々のルーターに「設備故障」を理由にたらい回しにされ、結局ケープカナベラルにたどり着くまでに、オクラホマ、ミズーリ、テネシー、ジョージアという、普通では考えられないような遠回りをしているのだ。これほど多数の設備が同時に「故障」するなど、絶対にあってはならないことなのに。

「もっともこれは、今まで見てきたサーバーの接続記録を信じれば、の話です。これ、最初から最後まで全部が偽ぎ装そうで、発信場所は実は教官の隣となりの部へ屋やだった、なんて可能性もないわけじゃありません。そこまで手間をかける理由なんて、ちょっと思いつきませんけど……」

　経路の割り出しを終えると、チャーミーは「ファイルの光学解かい析せきをやろう」と言い出した。履り歴れきデータを信じるならば、ラセレーナのファイルが発信された時刻は「17：03」とある。ラセレーナの映像の背景には、時計などの時刻を示すものは一切なかったが、窓の多い部屋であったことが幸いし、日光の高度による時刻推定は一応可能だった。

　それによれば、録画された時刻は、午後一時から二時の間。

　二時と見ても、録画から発信まで三時間の空白がある。

　これは「タイマーを使った自動発信では」というルノアの推測を裏書きする材料にはなるが、不自然であることに変わりはない。

　テイクアウトのピザを食べながら、チャーミーがぽつりとつぶやいた。

「このファイル、本当にラセレーナ大たい尉いが送ってきたものなんでしょうか……」

「？」

　食欲がなく、床ゆかにしゃがみこんでピザをちびちびとかじっていたルノアが振ふり向く。

「お金と時間を十分にかければ、専用の解析ソフトウエアを使っても実像と区別ができないレベルのＣＧを作ることってできるんですよ。発信者はラセレーナ大尉じゃなくて端たん末まつだし、っていうことは、その端末を操そう作さしたのはラセレーナ大尉とは限らないと思うんです」

「でも、北ほく米べい司令部の士官用の個室って、誰だれかが忍しのび込むのってちょっと大変だけど」

「うーん……じゃあ、発信元が端末１９２Ａ─０００っていうのがそもそもウソで……だめだわ、そこまで疑い始めたらなんにもわからなくなっちゃう」

「例えばさ、わたしが誰かに嫌いやがらせの留守電を残すのなら、タイマーで自動発信なんてへんなやり方しないと思うのよ」

「ええ、確かに不自然ですね──そう、不自然て言えば、このファイルの損傷……これも気になるんです」

「気になるって？」

「さっきルートを逆走してみたときに、サーバーに残ってたファイルの容量の記録をずっと気をつけて見てたんですけれど、へんだと思うんです。ラセレーナ大尉のファイル、最初から最後まで容量が一いつ緒しよなんです」

「？」

「途中で転送ミスとかが起こってファイルが損傷したのなら、容量が減ってしまうとかするのが普通なんです。ものすごく例外的な壊こわれ方をすれば別かもしれないけど……」

「──じゃあ、このファイルは、最初からこういう形だったっていうこと？」

　では、ラセレーナは最初から損傷したファイルを送ろうとしたのか。

「でも、どうしてそんな、」

「たとえば、一部をわざと壊して、そこに隠かくしファイルが仕込んであるとか」

「で？　修復ツールに通すと、その隠しファイルが転がり出てくるとか？」

　見つめ合う。

「──やってみます？」

「うん」

　チャーミーはキーボードに手を伸のばし、ルノアは再びチャーミーの肩かた越ごしにＡＬＦをのぞく。

「完全な修復は無理だと思うんですけど、これならど、う、か、なっと」

　チャーミーは記録映像を途中から再生した。ラセレーナの顔が現れて、

『──試験中にカンニングもしないし、双そう脚きやく砲ほう台だいを勝手に持ち出して熱の入り江で決けつ闘とうなんてしないし──』

　そこでやっぱり画像が歪ゆがんだ。だめか、と思ったのは一いつ瞬しゆんだけだった。

　歪んでいた画像が、いくつもの文字となって収しゆう束そくした。

「──やった」

　自分でも驚おどろいているチャーミー。

「隠しファイルが入ってたんだやっぱり」

　キーを叩たたいて画像を静止させ、

「でも、なんでしょうこれ？」

　チャーミーには、今自分が見ているものの意味がわかっていない。

　しかし、ルノアにはわかっていた。

　が、「なら、どうするべきなのか」はわからなかった。

　ＡＬＦに表示されたのは、作戦展開図上で使われる一種の座標系だった。チャーミーがこれを理解できなかったのは勉強が足りなかったわけではなくて、北ほく米べいに独特の書式で書かれていたためである。最初のＮＮが北米管区、次の数字が三さん軸じく座標を示す。座標はトリプルゼロ──つまり、北米総司令部。続く「Ｚ─９ズルー・ナイナー」というのは、「緊きん急きゆう度どの高い救助要よう請せい」を示す略号。

　通して見れば──これが何かの暗号的な側面を持っているわけではないと仮定して、ごく当たり前に解釈するならば、「今すぐ北米総司令部まで助けに来てくれ」という意味になる。

　おまけに、メッセージの最後には[image: にじゅういんようふ]Karakorum-K2[image: にじゅういんようふ]という部隊署名までがくっついていた。とどめに、それらメッセージの背景として、[image: にじゅういんようふ]ＳＯＳ[image: にじゅういんようふ]と大書きされた文字が画面いっぱいに躍おどっていた。
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　チャーミーには厳重な口止めをして、ひとまずは帰した。

　電気を消した部へ屋やの中、毛布の内側の闇やみを見つめて、ルノアは眠ねむれない夜を過ごした。もう風か邪ぜどころではなかった。考えなければならないことが多すぎた。が、風邪のほうはルノアを解放してはくれず、ルノアは熱に浮かされた妄もう想そうの中をもんもんと漂ただよい続けた。




　二十一年生きてきて、これほど腑ふに落ちない事態に直面したのは初めてだ。

　──助けてくれ？　ラセレーナが？　このわたしに？

　言うまでもなく、そういう妄想を抱いだいたことはある。何度も何度もある。大ピンチに陥おちいったラセレーナを颯さつ爽そうと助ける自分の姿。こんなに痛快な話はない。そしてルノアは、マンガの主人公の如ごとき慈じ悲ひのココロを発揮してこれまでのラセレーナの非道非礼暴ぼう虐ぎやく悪逆のすべてを許し、己の罪深さにようやく気づいたラセレーナは涙なみだを流してぺこぺこ謝るのだ。お許しくださいルノア様これからはあなたの子分になります何言ってるのよ危機に陥った戦友を助けるのは救世軍兵士として当然のことじゃない。

　バカみたい。

　自分なら、ラセレーナに助けを求めるくらいならいっそ死を選ぶ。それはラセレーナも同じだろう。向こうもきっと、「ピンチに陥ったルノアを颯爽と助ける自分の姿」を妄想して悦えつに入っていたのだろうと思い至り、ルノアは唐とう突とつに腹が立った。

　しかし、本当にそうか？

　自分は、ラセレーナに助けられるくらいなら死を選ぶのか？

　本当に？

　ルノアは地球で戦ってきた。ついさっきまで冗じよう談だんを言って笑っていた気のいい戦友が、すぐ目の前でプラネリアムにぐしゃぐしゃに踏ふみ潰つぶされるところを何度も見た。本当に、ラセレーナに助けを求めるよりも、ああやって死ぬほうがいいと思うのか？　もし、もし本当に自分がその立場に置かれたら──

　そして、それはラセレーナも同じではないのか？

　そして、本当にラセレーナがピンチに陥って自分に助けを求めてきたとき、自分は本当に、妄想の通りに、危険も顧かえりみず、颯爽と助けに行くのだろうか。




　熱を測ってみた。三八度七分だった。道理で変なことばかり考えるわけだ。




　わからないことは他ほかにもある。

　発信元は端たん末まつ１９２Ａ─０００。つまりラセレーナの端末。おまけに収録されていた画像はあの通り。普通に考えれば、発信者はラセレーナ本人だ。しかし、電情戦のエースであるチャーミーが「確信が持てない」と言ったことに、自分が確信が持てるはずがない。

　あるいは、Ｋ２の連中が、かつての自分の部下たちが救助を求めている、という可能性はないのか？

　あのメールには、あちこちにＫ２の名前が出てくる。なによりも、隠かくしファイルの中にあった部隊電子認証は、部隊の構成員全員が同意して、それぞれが個人的に持っているＩＤをすべて使わないと作れない。

　あの救助要よう請せいは、Ｋ２の部隊全員の意によって作成され、発信されたものではないのか？

　そして、ラセレーナはＫ２の現・分隊長であるし、何よりも、あの分厚い情報統制の壁かべを突つき破る手段を持っている。ラセレーナはともかく、Ｋ２の部下を助けるためなら火の中水の中の覚かく悟ごがルノアにはある。

　そして、ファイルがたどった謎なぞの経路。行く先々で「設備故障」。

　あんな事態が本当にあるとすれば、それは──

　プラネリアムの大群がどこからともなく現れて、北ほく米べい管区全体をぐしゃぐしゃに叩たたきのめした場合、とか。

　そして、分厚い情報統制の壁とウソまみれの大本営発表のせいで、自分はいまだにそれを知らずにいる、とか。

　何らかの手段で部隊の電子認証が偽ぎ造ぞうできないものか、チャーミーに聞いてみた方がいい。




　お見舞いのリンゴを食べようと思った。菊千角で途中まで皮をむいたところで、この刀がつい最近ひと一人を斬きったまま手入れをしていないことを思い出し、食べる気がしなくなった。




　仮に、仮にだ、地球へ降りる決意を固めたとしよう、わたしが。

　決意を固めるだけで38万キロの宇宙空間を渡れるなら、アームストロングもオルドリンもコリンズも浮かばれない。どう考えても無理だ。自分はこのオルドリンで教官任務に就いている身である。あの五人に対する責任がある。

　一度は任務放ほう棄きをやらかした凶きよう状じよう持ちだ。また脱だつ走そうでもするか。クレイプで一発大暴れをカマして、シャトルを乗っ取り追っ手を振ふり切り地球へ向かう、というのはどうだろう。

　バカみたい。

　だいたい、どのクレイプで大暴れするというのか。自分のクレイプはあの月の穴の中に落っことしてなくしてしまったではないか。代わりの機体をもらえるという話も聞かない。ＧＡＲＰはあの月の穴から帰ってきてくれたけど、月にいたころからずっと一いつ緒しよだった、誰だれよりも長く自分と一いつ緒しよに歩いてくれた相棒は、最後の最後まで自分を守り抜いて、あの穴の中で死んだ。

　ルノアは少しだけ泣いた。




　地球へ行けばマナッドに会える、と思った。




　風か邪ぜのバイキンがいよいよ頭に回ってきたのかもしれない。これまでずっと考えないようにしてきたのに、最近になってようやくそういうのにも慣れてきたのに、今の自分の頭はマナッドのことばかり考えてしまう。どんどんどんどんどんどん考えてしまう。作戦成功確率何とかパーセント、明日の降水確率何とかパーセント、マナッドが地球で新しい女を作っている確率何とかパーセント。

　マナッドは自転車に乗れない。

　たぶん、今でも乗れない。

　マナッドのいる研修施設は北米総司令部フオートワースの近くにあった。車で三十分くらいかかる距きよ離りだが、ルノアは時間ができるといつも自転車に乗ってマナッドに会いに行った。最初のうちは、その自転車が、マナッドに会うための口実だった。

　オトコのくせに自転車乗れないなんてみっともないよ。わたしが特訓してあげる。

　しかし、針の穴に糸を通すなど夢のまた夢、まともに飛ぶ紙飛行機が折れたためしのないマナッドのぶきっちょは、正しよう真しん正しよう銘めいの筋金入りだった。馬ば鹿かみたいに広いテキサスの空の下で、マナッドは三メートル進んでは転び、二メートル進んではひっくり返った。

　そして、それはルノアにとっては都合のいいことだった。

　ちっとも成果の上がらない特訓が終わり、怪かい奇き絆ばん創そう膏こう男と成り果てたマナッドの隣となりに座って、砂さ漠ばくを見つめてオレンジをかじった。マナッドが、ずうっと自転車に乗れなければいい──そう思った。

　いつのころからか、「特訓」を持ち出さなくても会いに行けるようになった。それでもルノアは、やっぱり自転車に乗ってマナッドに会いに行った。マナッドを自転車の後ろに乗せて、二人乗りで近くの滑かつ走そう路ろわきの道を走る──という遊びを発明したのである。

　わたしが漕こぐから後ろに乗って。

　初めてそう持ちかけたとき、マナッドは激しい抵抗を見せた。女の子の後ろに乗るなんて恥はずかしい、誰だれかに見られたら絶対ばかにされる──そう言うのだ。

　じゃあ、わたしを後ろに乗せてくれる？

　マナッドは、自転車の荷台に横座りに座った。なにその座り方、とルノアが問い、身体からだの前がふさがっていると恐こわい、とマナッドは答えた。そして、ルノアの腰こしにおずおずと手が回された。このときのためにルノアは昼食を抜いていた。お腹なかが出ているのを悟さとられるのは絶対にいやだったから。

　ルノアは、マナッドが悲鳴を上げるようなスピードでぶっ飛ばした。

　そして二人は注目の的となった。前から来た車は例外なくクラクションを鳴らし、背後から来た車は例外なくスピードを緩ゆるめて散々なヤジを飛ばした。

　──よぉねーちゃん！　ヨメ入り前のオトコさらってどうするつもりだい!?

　──足腰こし立たなくなるまでヤっちゃうに決まってるでしょーばぁーか!!

　──な、なに言ってんだルノアっ！　ちがーうっ!!　そういうんじゃないっ!!　これはだからそのつまりっ!!　彼女の筋肉トレーニングの一いつ環かんとしてっ!!

　──聞いたかおい、筋肉トレーニングだとよ！　こりゃいいや、さすが学のある奴やつぁ言葉がお上品だな!!　よお、そのトレーニングってなあどこの筋肉鍛きたえんだい!?

　ときにはそっぽを向いて顔を隠かくし、ときには真っ赤になって怒ど鳴なり返すマナッドが、ルノアには面白くて仕方がなかった。

　そして、北米総司令部を発たつ前日、自分はこれから月に帰るのだということを打ち明けたときも、やっぱり二人は自転車に乗っていた。

　マナッドは、ルノアを引き止めなかった。

　いつか戻もどってくるのか──そう尋たずねたりもしなかった。

　昔話にあるよな、そういうの──マナッドは、ただ、そう言っただけだった。

　その後、どんな話をしたのかは憶おぼえていない。どんな話もしなかったのかもしれない。ただ、むきになってペダルを漕こいでいたことだけを憶おぼえている。自転車に二人乗りで、草にひび割れたまっすぐなアスファルトを、どこまでもまっすぐに走った。真っ赤に錆さびた鉄条網と、ななめに傾かたむいた地じ雷らい原げん注意の標識と、砂さ漠ばくの匂においのする風と、馬ば鹿かみたいに広いテキサスの空と、宇宙にまで届いていそうな雲と、その上に浮かんでいた半かけの白い月を、それだけを憶えている。
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　とんでもないことに気がついた。




　ルノアはベッドから跳はね起きた。どうして今まで、こんな大切なことに気づかなかったのか。

　自分は、マナッドの写真を一枚も持っていない。

　ルノアはパジャマ姿で部へ屋や中じゆうをひっくり返した。絶望が押し寄せてきた。何か別の写真の後ろにマナッドが写っているかもしれない、そう思って、地球から持ち込んだ荷物を総ざらいした。もしなかったら──それまでだ。もう取り返しがつかない。

　そして、この部屋に来た初日にクローゼットに放りこんだまま忘れていたフライトバッグを見つけた。確か、地球を発たったあの日に持っていたやつだ。写真なんか一枚も入っていないはずだけど、でも──

　写真の代わりに、別のものを見つけた。

　──いつか、お前さんはこの手紙を届けてくれるじゃろう。わしにはわかるぞ。お前さんは、このイカれた世の中を元通りにしてくれる。出した手紙が、ちゃんと届く世の中にしてくれる。だからな、その手紙も、お前さんに預けておけば安心というもんなんじゃよ。

　二十歳はたちになったばかりの息子に宛あてた、ブルース・ジュリアン・ベイカー中ちゆう尉いの手紙だった。




　地球へ戻もどろう、とルノアは思った。




　また、あそこへ戻ろう。湿しめっぽい空気と爆ばく煙えんでできた空、建造物の死し骸がいと焼けたシリコン、化学汚お染せんの充じゆう満まんした都の列へ。星から来た猿さるどもが統すべる、荒野と廃はい虚きよの色をした地じ獄ごくへ。

　ベッドにどさりと腰こしを落とし、熱っぽい頭を抱かかえてうめいた。

「だから、どうやって戻んのよ……」
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　厳重な口止めをされていた。

　部屋に戻ったチャーミーは、誰だれにも内ない緒しよで設定しておいた自分だけのパスコードでドアを開け、暗い共有スペースを忍しのび足で横切って、きょろきょろと周囲を確認しつつ、後ずさりしながら個室のドアを閉めようとした。

　いきなり、背後で個室の照明が点ともった。

「つれねえなチャーミー。真夜中のお散歩に行くならうちらも誘さそってくれなきゃよ」

　振ふり返った自分の部へ屋やの中に、アマルスとマリポとアイとペスカトーレがいた。

　──やば、

「あ、あらみなさん、朝ご飯まだですよ」

「教官と何してた」

　言うわけにはいかない。ルノア教官と約束したのだ。事態の重大さの気け配はいも感じ取っていた。いくら部隊の仲間が相手でも、絶対に言うわけにはいかない。

「おい、」

　アマルスは、さっきからうずうずしているアイにちらりと一いち瞥べつをくれ、

「やれ」




　冷蔵庫の卵をぜんぶ出してきてキャーキャー言いながらぜんぶ割ってしまって、しかもぜんぶ失敗して白身にカラのカケラを入れてしまうという、血も涙なみだもない拷ごう問もんが行われた。

　チャーミーはあっさりと口を割った。































　──帰りたいんですってあんたが真しん剣けんに頼たのめば、あの人は引き止めないわよ、きっと。




　かつて、ＰＸのおばさんは、ルノアにそう言った。

　ルノアも、たぶんそれは正しいと思っていた。

　これまでヤマグチ次官は、自分のために、様々な場面で力を尽つくしてくれた。だから、今回も無理を聞いてくれるのではないか──そんな、まぎれもない甘あまえが確かにあった。

　事情を話せば、ヤマグチ次官なら、きっと地球行きの手はずをつけてくれる。そう期待していたし、事情を話す以上はすべてを話そう、とも思った。ヤマグチ次官を無条件で全面的に信頼するのはルノアにとってはそれほど不自然なことではなかったし、ヤマグチ次官相手に隠かくし事をしても無む駄だだ、という気持ちもあった。

　ラセレーナからのファイルを受け取った翌日、ヤマグチ次官から呼び出しを受けたときにはチャンスだと思った。自分から出向いて話を切り出す度胸を、どうしても奮ふるい起こせずにいたのだ。決意を胸に、ルノアは風か邪ぜっぴきな身体からだにジャンパー二枚を重ね着して、ヤマグチ次官の執しつ務む室しつへと向かった。

　すべてを話し、どうにかして地球に降りる手はないものだろうか、とおねだりをした。

　断られたときのことなど、まるで考えてはいなかった。
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　さらにその翌日、教務課とアマルスたちの両方に「まだ熱が下がらないのでもう一日だけ休む」という連絡を入れた。

　噓うそだった。

　実際にはもう、風邪はだいぶよくなっていた。

　午後一時ヒトサンマルマル、33型汎用Ｄシエルの上にジャンパー三枚を重ね着してルノアは部へ屋やを出た。通路の曲がり角に行き当たるたびに周囲をきょろきょろと見回し、エレベータはできるだけ避さけた。見るからに挙動不ふ審しんだ。

　訓練施設の通路に最も人ひと気けがなくなる時間帯というのは、実は消灯後ではない。ちょうど今くらいの、どの部隊も昼食を終えて午後の訓練メニューに突とつ入にゆうしたあたりの時間である。消灯後の通路には思いのほか多くの訓練生の姿があるものだ。そうした連中はみな大なり小なり良からぬことを企たくらんで消灯後の廊ろう下かをうろついているのだし、訓練施設側もそれは承知しているから、各所の警備態勢は消灯後にはむしろ厳しくなる。

　つまり、本当にヤバい場所に忍しのび込むのなら、今くらいの時間が最適だった。

　ルノアはもこもこと着き膨ぶくれた身体を丸め、足早に通路を歩き、「非常突入経路」と呼ばれる秘密の通路に忍び込み、次々と階段を上っていった。この経路は暴動発生時などに保安中隊が突入経路として使用する一種の隠かくし通路で、訓練生にはその存在は伏せられている──はずなのだが、ちょっと裏の事情に通じている訓練生なら当たり前のようにその存在を知っている。ルノアも訓練生のころから知っていた。そうと知らぬはオルドリンばかり。

　第二階層まで、階段だけで上った。

　体調が万ばん全ぜんではないせいもあってか、さすがに息が切れた。

　非常突入経路を抜けて、双そう脚きやく砲ほう台だいが楽にすれ違えそうなほど広い輸送路に出た。区画番号を示すレーザー表示を確認しながら歩き、ふたつ目の支道を右に折れ、五分以上も歩いてから道を間違えたことに気づいて引き返し、もうひとつ奥の支道を右に折れ、腰こしほどの高さのフェンスをいくつも乗り越えて、七カ国語で「低温注意」と書かれた大きな簡易エアロックの前に立った。ジャンパーのポケットをあさり、夜なべして作ったいけないＩＤカードを取り出す。息を殺し、ロックを殺した。

　開いた。

　簡易エアロックの中に踏ふみ込み、温度調節の手順をすべて省略して、内側のハッチを手動で開けた。

　白しら々じらとした冷気とともに、Ｓ４格納運河の光景が目前に開けた。

　馬ば鹿かでかいトンネルのような場所だった。無数のナトリウム灯が投げやりな感じに配置されており、床ゆかと呼べるような場所はあまりない。極きわめて比重の重い不ふ凍とう液えきを満たした運河が縦じゆう横おうに走り、桟橋バージがその上を覆おおっている。運河には数知れぬフロートコンテナが浮かび、リニアクレーンに引かれて防ぼう疫えき施設へと運び込まれるときを待っていた。ここに一時格納されるコンテナの中身は、機密度の高い兵器の類たぐいがほとんどだ。未処理の液化関節を保護するために空気が常に冷れい却きやくされており、迂う闊かつには息を深く吸い込めないほど寒かった。ルノアは両手で身体からだを抱だきしめ、視線をさ迷わせながら桟橋の上を歩く。

　見つけた。

　運河のずっとむこう。いくつもの巨きよ大だいなコンテナが浮かぶ正方形の池があって、その中に、見なれた五いつ菱びしのタグのついた、ひときわ大きなオレンジ色のコンテナが浮いていた。

　息が切れたりしたら大変なので、走るのを我が慢まんしてゆっくりとあるいて近づいた。ぐらぐらするタラップを上り、さっきのＩＤカードを使ってコンテナのハッチを開け、中に入った。

　真っ暗だった。

　ハッチを閉めてロックし、手て探さぐりで明かりを点つけ、コンテナの中を振ふり返った。

　そこには、烏からす色いろの大おお鎧よろいがいた。

　鎧よろいはクレイプに似ていた。骨こつ盤ばんユニットの直上で三さん軸じくに割れる可変脊せき柱ちゆうを有しているし、指の関節はふたつだし、頭ず蓋がいは脊柱ではなくて胸柱が支えている。やはりクレイプである。これでもかとばかりに増設されたスラスター群ベイと、額ひたいの右寄りに埋うめ込まれた巨きよ大だいな第三の眼球さえなかったら、クレイプそのものであるとも言えた。

　なるほど──とルノアは思う。仕様書の数字を見ているだけでは見えなかったものが、実物を前にして初めて見えた。

　五菱重工イツビシ・インダストリーの社しや是ぜは「本末転倒」であるに違いない。

　このバケモノが最速の「右回り左向き」をやったら、コクピットの中にいるパイロットには一体何が起こるのか。

　何を賭かけてもいい、このクレイプを設計した奴やつは、そんなことはこれっぽっちも知っちゃあいなかったのだ。というわけで、手に入るうちで一番でかい目ん玉をくっつけ、乗せられるだけのスラスターを乗せてみた。するとあら不思議、七感神経演算速度の小数点は左方向へと大ワープし、野戦機動推力のゼロがびっくりするほどたくさん増えた。とてもしあわせ。しかし、それだけでは上層部がうんと言わない。「何だこれは」と問われて「芸術です」と答えても上の奴は理解してくれない。そこで一計を案じた。搭とう載さい容量と索さく敵てき精度が激増した以上、やることはひとつである。広すぎて使い切れない四し感かん神経野やに対生成晶兵器アンチ・ジエネレイター・デバイスのマウント領域をどかんと割り当て、双そう脚きやく砲ほう台だいにも匹ひつ敵てきするようなバカでかいＦＣＳをずしんと乗っけるのだ。そして、こう言い訳する。

　このクレイプは、単独で生成晶を叩たたき潰つぶせます。

　アホだ。

「──聞こえる？」

　ルノアは、クレイプに声をかけた。反応はない。烏からす色いろをした巨きよ体たいは身じろぎもせず、緑色をした第三の目はガラス細工のように微び動どうだにしない。サスペンドしているのかもしれない、とルノアは思った。ルノアとて、こんなキレまくった機体を前にするのは初めてなのだ。うろ覚えな知識を掘り起こす。

　そして、片手を大きく、素早く振ふり動かした。

　クレイプは神しん速そくの反応を見せた。一定以上の速度の動きを自動感知して、一いつ瞬しゆんでサスペンドから復帰した。第三の眼に瞬しゆん膜まくが閃ひらめき、縦たてに割れた緑の瞳ひとみがルノアをぎろりと見下ろして、その手の動きを正確に追った。

　初めて見る。あの第三の眼は生体素子型センサーというやつで、双脚砲台の流体脊せき髄ずいがそうであるように、機械と共生するべく人の手によって作り出された生き物である。人格思考が可能なレベルの情報処理能力を単体で持ち、クレイプ本体から養分の供給を受ける代わりに、ＦＣＳ母線からのデジタル信号に従って、本体を撃げき破はしようとする敵の位置を探さぐり出すのだ。
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　つまり、このクレイプは双そう脚きやく砲ほう台だいと同様、無停止システムとして設計されている。その緑の瞳ひとみは、今も酸素と多糖類と電力の供給を受け、ルノアを射いるように見つめ下ろして、それ自体で思考しているはずだ。

　誰だれだこいつは──と。

　ルノアがそっと深呼吸をし、わずかに緊きん張ちようを緩ゆるめた。

　そのとき、緑色の視線が、どこか不安げな動きで、ルノアの右側の方向にそれた。

　ルノアは、何なに気げなくその視線の先を追った。

　その瞬しゆん間かんにクレイプが動いた。上体を縛しめている金属繊せん維いの封ふう印いんが轟ごう音おんとともに軋きしみ、不ふ凍とう液えきに浮いているコンテナ全体が大きく揺ゆれた。それは50センチほどの動きだったが、その動きの中にはルノアに対する敵てき対たい心しんが明白にあった。頭部をわずかにうつむかせ、緑の視線が再びルノアを射る。

　そして、クレイプが一いつ瞬しゆんだけ見つめたルノアの右手の方向には、局所磁じ界かいに浮かぶ甲斐千角菊御作・大刀があった。鞘さやも柄つかも砕くだけ去った、刀身のみとなった菊千角だ。

　つい三日前に、自由落下坑ブラジル・エクスプレスから回収されたばかりだと聞いている。クレイプの残ざん骸がいに最後までくっついていたのがよかったのかもしれない。ＧＡＲＰの自じ爆ばく地点から２キロほど下で何かに激げき突とつしてパイロンから外れ、壁へき面めんに突つき刺ささっていたのだという。発見されたときにはすでに自己修復が始まっており、ねじれた刃やいばが周囲のレーザーファイバーや金属芯しんのケーブルとぐちゃぐちゃに癒ゆ着ちやくしていたらしい。

　が、今そこにある菊千角の刀身は、鏡のように、傷ひとつ見当たらなかった。

　おそらく、顕けん微び鏡きようレベルのクラックが残っているだけだろう。

　後で、適当な鞘と柄を見つけてこよう。それまでは、こうして磁じ界かいに浮かべておくしかない。下へ手たに床ゆかに落としたら、水に沈むように地面を切り裂さいて、月の真ん中までもぐり込んでいくかもしれない。刀身の電源を落とすことも多分できないだろう。自己再生機能が暴走状態にある今は。

　そして、

　クレイプはこの菊千角に不安げな一いち瞥べつをくれ、ルノアがその視線を追うと、ひどく慌あわてた。

　つまり──

　ルノアはにやりと笑い、クレイプの緑の眼を見上げて、

「──そっか。あんた、これが気に入ったわけね？」

　クレイプは答えない──身み振ぶりや音声では。省電力モードで無理に動いたために、関節内で発生した酸素が音を立てて排はい気きされる。憎にくしみのこもった息いき遣づかい、といったところか。

「あげないよ。あれはわたしのだから」

　クレイプがまた動いた。今度の動きは大きかった。衝しよう撃げきがコンテナ全体をぐらぐらと揺ゆさぶり、波立った不ふ凍とう液えきがコンテナの外がい壁へきに打ち寄せて水音を立てた。頭ず蓋がいを固定していた金属繊せん維いの封ふう印いん五本のうちの二本が弾はじけ飛び、クレイプの首から上はかなり自由に動くようになった。

　封印の破片のひとつがルノアの頰ほおをかすめ、ひと筋の血が太く滴したたった。

　──だめだ。初対面インプリンテイングでは決して引くな。弱みを見せてはだめだ。

　頰の傷の痛みなど知らぬげに、ルノアは不ふ敵てきな表情を浮かべて言う。

「ちょっと前に相棒がくたばってさ、わたし今ひとりなのよ。あの刀ヤツパはそれまでずっとわたしが使ってたやつ。でさ、あんたもひとりなんでしょ？」

　ひとり、という言葉に緑の瞳ひとみが反応した。

　ルノアから視線をそらそうとした。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさなかった。ルノアは足元にあったケーブルドラムを拾い上げ、クレイプの顔面めがけて力いっぱい投げつけ、大声で怒ど鳴なりつけた。

「ナメんなこら!!　わたしが話をしているときはこっちを見ろ!!」

　死ぬほど驚おどろいたらしい。豆まめ粒つぶのようなケーブルドラムが当たっただけで、クレイプは頰を引っ叩ぱたかれたように身じろぎした。封印がぎしぎしと軋きしむ。クレイプはなお一層顔をうつむかせ、緑の単眼が忙しく瞬しゆん膜まくを瞬またたかせて、こわごわとルノアを見た。

「わたし知ってるんだからね、ある人からぜんぶ教えてもらったんだから。あんた、五菱イツビシでいちばんの嫌われ者なんだって？　乗る奴やつ乗る奴みんなホネ折るわ脳のうミソ片寄るわウンコ漏もらすわで、とうとう誰だれにも相手にしてもらえなくなっちゃって、このコンテナの中で何ヶ月も棚たなざらしだったんでしょ？」

　またクレイプは眼をそらそうとした。ルノアは二つ目のケーブルドラムを手に取った。ただそれだけのことにクレイプは怯おびえ、ルノアから少しでも遠ざかろうとして、背後の壁かべに背中を押しつけて顔をそらした。ただ、緑の視線だけは、もうルノアから外そうとはしなかった。

　ルノアはケーブルドラムをもてあそびながら、どうでもいいことのように言った。

「乗ってやってもいいかなって思ってるのよ、わたし。あんたにしてみればこれが最後のチャンスよね。自分で言うのもなんだけどさ、わたしに乗れないとなったら、あんたに乗ろうって人間はこの先もう現れないから。それに、わたしはあんたが気に入らなければ他ほかを探すまでだけど、あんたはわたしを逃したら、その眼ん玉が腐くさって落ちるまでずうっとここで飼かい殺しにされるわね」

　クレイプがルノアを見つめ、再び息を吐はいた。こいつの「言葉」が読めてきた──と無意識のうちに思う。菊千角をちらりと見て、

「あれがほしい？」

　──うん。

　そして、ルノアは契けい約やくの言葉を口にした。

　救世軍の中でも間違いなく最強の、烏からす色いろの悪あく魔まとの契約だった。

「わたしの言うことちゃんと聞くって約束するなら、その刀はあんたにあげる」

　──言うこと聞く。

「ぜったいだからね。もしわたしの言うことに逆らったりしたら、その刀を取り上げて、その場であんたを見捨ててどっかへ行っちゃうからね」

　──わかった。

「──よし」

　ようやく、ルノアは深いため息をついた。肩かたの力を抜くと、その身体からだがひと回りも縮んだように見えた。打って変わって柔やわらかい笑みを浮かべ、

「そうだ。名前がほしい？」

　クレイプはにべもなかった。

　──いらない。

　それを聞いてルノアは大笑いした。

「そっか、自転車じゃあるまいしね、そうだよね」

　目前にそびえる烏からす色いろの機体を改めて見上げた。コクピットに座ってみたいとルノアは思う。が、それはまだ危あぶない。自分をコクピットに入れてくれるかどうかも、コクピットから出してくれるかどうかも、まだわからなかった。

　しかし、大急ぎでこいつを「慣らす」必要がある。

　数日以内に、人間相手の実戦で、最低限の使い物になるくらいには。

　ヤマグチ次官に、地球行きを蹴けられてしまった以上は。




　断られたときのことなど、まるで考えてはいなかった。

　執しつ務む室しつに呼び出されるなり、分厚い機密用紙の束を渡された。

「なんですか、これ」

　ジャンパーを二枚重ねで着ていたルノアは、機密用紙を見もせずにぼんやりと尋たずねた。地球行きの話をどう切り出すべきかを頭の中で考えながら。

「わたしもいい歳としだしね、鼻持ちならないお見合いババアになるのもいいかなって」

　ヤマグチ次官は面白そうに言う。

　そこではじめてルノアは機密用紙に視線を落とした。ひと目見るなり、

「──待ってください、これ、」

　それは、Ｓ４機密指定のスタンプがでかでかと押された、五菱イツビシフォーマットの多た脚きやく兵器の仕様書だった。

「ＶＲ４Ｄ＋って──あれ、」

　違ったっけ、と口の中でつぶやく。

「違わないと思うわ」

「──ですよね。これ、プロトクレイプの後こう継けい機きの線で開発が始まって、でも途中でお蔵になったやつですよね」

「そう」

　ではなぜここに正式な仕様書があるのだ、とルノアは思う。機密用紙の束を適当にべらべらとめくり、とあるページでふとその手が止まった。

　納品申しん請せい書しよだった。

「あなたが自機を失ったって話、そのスジではすごい噂うわさになってるらしくてね。その資料は一昨日、大本営にいる五菱イツビシの手先が軍用の高速回線で送ってきたの。他ほかにもあっちこっちから山のようなオファーが来たけど、こっちでひと通り目を通してみたわ。で、それが一番あなた向きかなって。広域指定イツビシ組の大だい紋もん背負ったものすごい暴力亭てい主しゆ。バツイチバツニどころの話じゃないわ」

「だ、だってこれ、機体は──」

　ヤマグチ次官はデスクの上に両りよう肘ひじをつき、長い指を組み合わせた上に細い顎あごを乗せ、

「あるの。いまだに開発ナンバーつきだし、正式な呼称も決まってないけど。実はね、Ｄ＋は半年も前に開発があらかた終わってて、ケプラーの工こう廠しようをロールアウトしたテスト用の実験機が四機あるのよ。でも、機の性能がもう行くとろこまで行っちゃったのかしらね、こんなもの危あぶなくて乗れないっていうんで、ずっと押し入れの中にしまいっぱなしになってたの。とりあえずうちに回してもらったのは、四機のうちで初期能力値が一番高かった三番機。試験運用中に、五菱のテストパイロットを四人殺してるわ」

　しばらくは地球行きの話も忘れ、ルノアは食い入るように仕様書を見つめた。

　非合法すれすれの開発環境と、人死にが出て当たり前の初期能力値がごろごろ目についた。

「それとね、整備課から菊千角が上がってきたわよ」

　話に振ふり回されて思わず顔を上げ、

「──え」

「ごめんね、回収や修復がうまくいくかどうかわからなかったから、黙だまってた方がいいと思ったの。ほら、ＧＡＲＰを探してた鑑かん識しきチームっていたでしょ、連中って、ほんとはＧＡＲＰよりも先に、菊千角の自己修復振しん動どうを探知してたみたい。壁かべから引っぺがすのに手間取って、結局回収されたのはＧＡＲＰよりも後になったんだって」

　ヤマグチ次官は意地悪く笑う。

「どうする？　Ｄ＋ならクレイプの直系だから、調整なしで菊千角をマウントできるわね」

　一も二もなく決めた。

　菊千角は、その主たる理由ではなかった。

「それでいいです」

「どれ？」

　どの道、強力な機が、自分には必要になるのだ。

「Ｄ＋にします。運用許可を取り付けてください」

　自分でさんざんけしかけておきながら、ヤマグチ次官はちょっと不満そうな顔をした。どこで間違ったのかしら──そう考えをめぐらす。ルノアがＤ＋に決めるのは最初からわかりきっていたけれど、お見合いババアとしてはもう少しあれこれと薦すすめた方が──

「──あの、」

「やっぱり別のにする？」

「いえ、そうじゃなくて──」

　ルノアの手がそわそわと動く。仕様書を丸めて筒つつにする。考えあぐね、こらえきれなくなって、

「地球に降りたいんです」

　いきなりそう言った。

　無む謀ぼうな切り出し方だったと言ってしまってから思った。普段から表情の薄うすいヤマグチ次官が、誰だれが見てもはっきりそうとわかるほど鼻はな白じろんだ。

「──どうしたの？　あの五人と何かあったの？」

　案あんの定じよう、ヤマグチ次官は実にわかりやすい誤解の仕方をした。心配げにルノアの顔をのぞき込む。

「あ、いえ、そういうんじゃないんです、そういうことじゃないんです」

　ままよとばかりに、ルノアは事の次第をぶちまけた。ラセレーナからと思われる奇き妙みようなファイルが届いたこと、そのメールの中に救助要よう請せいのメッセージらしきものが隠かくされていたこと、部隊全員の同意がなければ作れない電子署しよ名めいが添そえられていたこと、自動発信の謎なぞ、メールのたどった経路と「設備故障」の謎──そして、それらすべてをおおい隠している情報統制の壁かべ。

　ＳＯＳ。

「あの、ひょっとして何かご存知じゃありませんか？　例えば北ほく米べい管区の情報送信系に何か大きな事故があったとか、そんな──」

「だめよ」

　そのひと言に、次第に早口になっていたルノアの言葉がぶっつりと絶ち切られた。

「──え、」

「絶対にだめ。地球に戻もどるなんて」

　ルノアは、ヤマグチ次官に「断られる」とは、これっぽっちも思っていなかった。

　──難しいわよ。

　──期待はしないでね。

　最悪でも、そうした言葉をもらえるだろうと思っていた。そして、ヤマグチ次官はあの手この手を尽つくしてくれるだろうし、その上で「やっぱりだめだったわ」ということになる可能性なら、ないわけではないだろう──そんなふうに思っていた。

　自分の希望が言げん下かに拒きよ否ひされるとは、思ってもみなかったのだ。

　ヤマグチ次官は怒いかりもあらわに、

「今のあなたはKarakorum─k 2の分隊長じゃない。オルドリン訓練校第十三期多た脚きやく機構戦略学科第二群２２２班Ｄ隊を担当する教官なのよ？　第一、あの五人を放り出して地球に降りるつもり？」

　恐ろしかった。

　訓練生時代の条件反射が亡ぼう霊れいのように立ち現れ、ルノアの思考と言動を制せい御ぎよしようと腹の底で蠢うごめき始めた。ヤマグチ教官が怒おこっている。

「──あ、あの、た、例えば、例えばですけど、演習っていう形でなら、あの五人を連れていくこともできると思うんです。実際、いい訓練になると思うし、」

　そこでヤマグチ次官が弾はじけた。

「あの五人まで巻き込むつもり!?　危険かもしれないとは考えないの!?　ラセレーナ大たい尉いが本当に救助が必要な状じよう況きようにあるとしたら!?　あなたはそれでもあの五人全員を無ぶ事じに連れて戻もどれると言い切れるわけ!?」

　ルノア・キササゲ二等砲手はその怒鳴どなり声に脳のうミソを消し飛ばされて、それ以上喋しやべる勇気も考える勇気もなくしてしまった。足が震ふるえた。泣き出してしまいそうだった。ヤマグチ教官にこんなにひどい怒鳴どなられ方をしたことは、今まで一度もなかった。

「ごめんなさい、つい大声出したわ」

　ヤマグチ次官はうつむき、内心の情動をたちまちのうちに押し隠かくす。

　が、ルノアは、怯おびえきっていた。

　が、ルノアの脳ミソのほんの一部が、怒鳴り声に消し飛ばされずに残っていた。その一部がつぶやいていた。

　──知ってるんだ。

　──今の態度でわかった。

　──何もかも知ってるわけじゃないと思う。でも、ヤマグチ次官は、わたしの話のどこかに、何か思い当たるふしがあったんだ。だから、だからわたしよりも、もっとはっきりと危険を予想したんだ。でも、でも、あんなに怒鳴らなくってもいいのに、あんなにひどく怒鳴らなくってもいいのに──

「ひとつ聞きたいんだけど、あなたが地球へ戻りたいと思う理由は、そのラセレーナ大尉のファイルがすべてなの？」

　ヤマグチ次官は打って変わって、穏おだやかに問いかける。

　脳のうなしのルノア・キササゲ二等砲ほう手しゆは、力なく「はい」と答える。

　脳ミソひとかけら分だけ残ったルノア・キササゲ大たい尉いは、懸けん命めいに何か別のことを考えている。

「どうして、突とつ然ぜん、ラセレーナ大尉を信用することにしたわけ？」

　脳なしのルノア・キササゲ二等砲手がうろたえ、「あ、え？」と言葉に詰つまる。

　脳ミソひとかけら分だけ残ったルノア・キササゲ大尉が、懸命に叫さけぶ。──気をつけろ気をつけろ、海うみ千せん山やま千せんのヤマグチ次官にかかったら、あんたなんか簡単に丸め込まれるぞ、自分で考えろ、自分で考えろ、自分で考えろ、自分で考えろ──。

　ヤマグチ次官は笑みさえ浮かべ、

「だって。これまでだってラセレーナ大尉に色々ちょっかいを出されて苦労してきたんでしょ？　この間の哨しよう戒かい任務同行演習があんなことになったのだって、元はと言えばラセレーナ大尉が余計な手出しをしたことがきっかけじゃない」

　脳なしのルノア・キササゲ二等砲手が、「そ、それは、そうですけど」と答えている。

　脳ミソひとかけら分だけ残ったルノア・キササゲ大尉が、懸命に叫ぶ。──ほら、へんだ。絶対におかしい。いつものヤマグチ次官ならこんなことは言わない。いつものヤマグチ次官ならもっと慎しん重ちようだ。気になるわね、またラセレーナ大尉のいつもの病気かもしれないけど、一応調べてみるわ──いつものヤマグチ次官なら、そんなふうに言うはずだ。あんたの目をどっちかにそらそうとなんてしないはずだ。自分で考えろ──!!

　──自分で、

「今度のだってそうかもしれないじゃない。思わせぶりなファイルを送りつけて、あなたがあらぬ行動に出るのを見て笑ってやろうって腹かもよ？」

「──自分で、自分で考えます」

　ルノアの口からそんな言葉がもれた。ヤマグチ次官が怪け訝げんな顔をする。

「なに？」

「自分で考えたんです。自分で考えて、地球に降りなきゃいけないって思ったんです」

　ルノアが視線を上げると、ヤマグチ次官が深いため息をつこうとしているところだった。そのため息の裏側にあるものが、ルノアには見えた。

　ぶつけた。

「ヤマグチ次官は、月から、地球にいる誰だれかに、隠かくしファイルつきのメールを送れますか？」

　今まさに吐はき出されようとしていたため息が、ぴたりと止まった。

「すいません、つまんないこと言いました」

「──あのねルノア、」

「最初は、」

　そこで言いよどみ、考えを整理するのに長い時間をかけ、ルノアは続けた。

「最初は、ただの勘かんだったと思います。あのメールを洗っていくうちに、思ったんです。地球に降りなきゃいけない、地球で何かが起こってる──って。地球の情報なんてわたしの手に入るものじゃありませんから、証明してみせろって言われても無理です。でも、」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、勇気を振ふり絞しぼった。

「ほんとは、それは、ヤマグチ次官も同じなんでしょ？　わたしよりちょっとマシっていう程度なんじゃないですか？　ヤマグチ次官も、いえ、もしかしたら、蒸気の海の上層部でさえ、地球の現状を把は握あくできていないんじゃないですか？」

　ヤマグチ次官は石のような表情をして、石のように押し黙だまっている。

　怯ひるんではならないと思った。

「わたしよりはちょっとマシなんだろうって思うのは、さっきヤマグチ次官が大声を出したからです。いつものヤマグチ次官らしくなかったからです。何か思い当たるふしがあるんですね？　地球で、何か、大変なことが起ころうとしてるんでしょう？　地球からの情報が一切途と絶ぜつしているのはそのせいなんでしょう？　──それとも、大変なことが、もう起こってしまったんですか？」

「それは違うわ」

「それこそ違います。『それは違う』とヤマグチ次官は証明も断言もできないはずです。証明できるなら、してみてください。わたしを安心させてください。安心したら、わたしは、地球行きの話を忘れます」

　ヤマグチ次官が何か言おうとした。が、そのままうつむき、結局それは言葉にならなかった。

「──思い出したんです、あのときのこと」

　ルノアはルノアで暴走していた。自分がヤマグチ次官を追い詰つめてしまっている──そのことを恐れる自分が心の中にいた。何もかも喋しやべってしまいたかった。考えていることをミソもクソもすべて口に出し、ボロクソに反論され、敗北してしまえば、いつもの自分とヤマグチ次官の関係に戻もどれると思った。

「あのときのこと、思い出したんです。あのときと似てるんです。あのときとよく似ているけど、それをもっともっと、ずっとひどくした感じがするんです。あのときもそうだったんです。みんなが自暴自じ棄きになって、組織のいろんなシステムがすごいスピードでだめになっていったんです」

　ルノアが何を言おうとしているのかがわからず、ヤマグチ次官は微かすかにもの問いたげな表情をした。

「教えてください──お願いです、ヤマグチ次官の、思い当たるふしっていうのは、一体何なんですか？　ラセレーナのあのファイルを分ぶん析せきしてから、ずっと、ずっと考えてたんです。ずっと考えて、わたし、あのときと似てるって思ったから、もうだめなんです。ただの勘かんだったものが、ただの勘じゃなくなってきてるんです」

「──あのとき、っていうのは？」

　ヤマグチ次官が、口を開いた。

「──あなたにも思い当たるふしがあるのね？」

　それは、敗北宣言だった。

　ルノアの顔が、今にも泣き出しそうに歪ゆがんだ。

　ヤマグチ次官は、ついに、自分のへ理り屈くつに屈くつしてしまった。

　もう、どこにも戻もどれなくなってしまった。

「──ヤマグチ次官は、やっぱり、わたしよりは、地球の情報に通じているんでしょ？」

「──だといいんだけど」

　ヤマグチ次官の言葉には、もう何の力もこめられてはいなかった。それがルノアには衝しよう撃げきであり、恐ろしくもあった。

「それは違う──って、わたしに言えるならそう言うから、話してみて。あなたはどう見てるの？　地球で何が起ころうとしてるんだと思う？」

　突とつ然ぜん、一連の言葉が、嘔おう吐とのようにルノアの口からこぼれ出た。

「十一番目のあのときと似てるんです。同じ色だし、同じ匂においがするんです。十二番目は、」

　自分では抑おさえようがなかった。あまりにも重すぎた。

「十二番目は確か、中国でしたよね」

　自分以外の誰だれかに、この恐きよう怖ふを共有してほしかったのかもしれない。

「『螽[image: ]餐リヴアイアサン』集合クラスター。十二番目のあのときは、立案だけされて結局は中止されたから、今度は、」

　そして、ルノアは笑った。

　ヤマグチ次官の顔に浮かび上がる恐怖を目にしたからだ。さしものヤマグチ次官も、ルノアがそこまでの想像を抱いだいているとは思っていなかったのだ。この瞬しゆん間かん、ルノアの心の中には悪あく魔まがいた。その悪魔が、ヤマグチ次官の恐怖をあざ笑っていた。自分の抱かかえている恐怖を相手に感染させて、それで自分が少しでも楽になるのなら、相手がその恐怖にどれほど脅おびえようが知ったことではなかった。──ざまあみろ。ざまあみろ。わたしはずっとこの恐怖を抱えていたんだ。ずっと、ずっと昔から、わたしはこの恐怖の記き憶おくと面つらつき合わせて生きてきたんだ。恐こわかったんだぞ、おまえなんかには想像もつかないくらい恐かったんだぞ。そして、そして──

　──わたしは、あの、十一番目の恐怖の中から、生きて帰ってきたんだ。

　ルノアは、口にしてはならない名前を口にした。

「今度は、シナリオ13ですね」

　恐怖の名前だった。




　寒い。33型汎用Ｄシエルの上にジャンパー三枚を重ね着してもまだ寒い。

　ルノアは、Ｄ＋の緑の瞳ひとみを見つめている。

　結局、あのすぐ後に、ヤマグチ次官には反論してもらえた。それは違う──とヤマグチ次官は言うのだ。

　ヤマグチ次官は、「地球＝月」間の情報の流通が完全に途と絶ぜつした状態にあることを認めた。沈ちん黙もくしているのは地球の側らしい。「らしい」というのは、地球の沈黙を大本営が全力で秘ひ匿とくしようとしているからだという。「大本営発表」はおろか、現在の月に流れている地球に関するすべての情報は、その１００パーセントが大本営の手になるフィクションだ──とヤマグチ次官は語った。そうした情報操作がいつごろから始まったのか、ヤマグチ次官でさえ知らないらしかった。つまり、地球のこの通信途絶がいつごろから始まったのかもまったくの不明だ。少なくとも、ルノアが月に戻もどってきた以降である、ということだけは確かであるが。

　そして、ごく最近になって、「シナリオ13」という言葉が、大本営の頂上付近のどこかからもれ聞こえてくるようになったことも事実なのだという。

　が、

　わたしはそうは思わない──とヤマグチ次官は言うのだった。事の真相を「超大規模生成晶集積の出現とその殲せん滅めつ作戦の発動」の影響によるものであるとするルノアの説は、地球との通信が「完全に」途絶している理由を説明できない。ヤマグチ次官は、そう指摘した。

　それはまったく正しい、とルノアも思う。

　ついでに言えば、「シナリオ13」説はラセレーナの謎なぞのファイルとも直結はしない。

　が、今の自分の周囲に揺ゆらめいている空気が、シナリオ11発動前のそれと似ているという思いは、ルノアにとってはすでに確信以上のものだった。「シナリオ13」というのは、そのことをルノアなりに表現しようとして引っぱり出してきた言葉であるし、どんな名前を冠かんしてみたところで、今のこの空気を放つ「何か」の本質が変わるはずもない。

　シナリオ11のあのときと似ているのだ。色も臭においも。

　あのときと似ているし、あのときよりもさらに、ずっとひどくした感じ。

　そう──その通り。確かに。今のこの空気を放つ「何か」とは、おそらく、「シナリオ13」などではあるまい。「それ以上の何か」でなければならないのだ。しかし、シナリオ11の恐怖を誰だれよりも知り抜いているルノアは、「それ以上の何か」を想像することができなかった。あれ以上のどんな恐きよう怖ふがあるというのか。

　そして、ヤマグチ次官は、完全に「崩くずれて」しまったわけではなかった。あの後、すべての話が終わると、ヤマグチ次官は「あなたの地球行きについては一応考えてみる。やれることはやってみる」と言った。「お願いします」とルノアは返した。そして、

　噓うそですね──と思った。

　今にして思えば、ヤマグチ次官はそもそも、少しも「崩れて」などいなかったのかもしれない。一度はルノアの追及に屈くつし、手の内にある情報をある程度は明かしたことも、実は一種の伏線だったのかもしれないとさえ思う。

　──わたしは、

　わたしは結局、ヤマグチ次官の術じゆつ中ちゆうにはまって、いいように踊おどらされていただけなんですね。

　わたしに言い負かされた振ふりをして、わたしに言いたいことを言わせてカタルシスを与えて、「なんとかやってみるわね」っていう空から手形をつかませて、そのままのらりくらりと逃げ切るつもりなんでしょう？

　どうあっても、わたしを地球に行かせたくないんですね。

　なぜなんですか？

　わたしの地球行きに、どうしてそこまで反対するんですか？　その気になればできるんでしょう？　わたしひとりを地球に降ろすことくらい。そうすればいいのに。ダメもとでわたしを地球に降ろせばいいのに。蒸気の海ですら知らない地球の状じよう況きようを、うまくすればつかめるかもしれない、数少ないチャンスなのに。こんなチャンスを見み逃のがすあなたじゃないはずなのに。

　なぜなんですか？

　わたしのことを心配してるわけじゃありませんよね。

「兵隊はコマだ」って言い切ったあなただもの。

　わたしは結局、ヤマグチ次官の術中にはまって、いいように踊らされていただけなんですね。なにしろ、わたしは結果として、わたしの知っていることや思っていることを洗いざらい全部、あなたに話してしまったもの。あなたがわたしに言い負かされたなんて、やっぱりわたしには信じられませんから。あなたがわたしに言い負かされて、観念して、知っていることを全部明かしてくれたなんて、わたしは絶対に信じませんから。あなたには他ほかにも何か知っていることがあるんでしょう？　その手の中にはまだ、とっておきのエースが隠かくしてあるんでしょう？　だって、あなたは昔からそういう人だもの。あなたは、いつだってそうだったもの──。

　そのとき、ルノアの思考にＤ＋が割り込んだ。

　──そいつがぼくの敵？

　難しい質問だった。ルノアは言葉を探さがしあぐねて、

「どうかな……。きっとね、何か、わたしには話せない、特別な理由があるんだと思うの」

　──敵はみんなそうだよ。

　違いない。

　苦笑し、ずっと手に持ったままだったケーブルドラムを、ルノアはそのへんに放り投げた。

　このＤ＋がいい証拠だ。

　昨日きのう、ヤマグチ次官が自分を執しつ務む室しつへと呼びつけたそもそもの目的は、このＤ＋を推すい薦せんするためだった。自分がＤ＋を気に入ることをヤマグチ次官は読んでいたのだろうし、その日のうちにでも引き渡しをするつもりだったのだろう。菊千角が、Ｄ＋と一いつ緒しよにこのコンテナに格納されている理由はそれだ。

　が、自分が妙みような話を持ち出して以来、それっきりだ。

　運用許可を取り付けてくれと自分は言った。ヤマグチ次官にそうする気が本当にあるのなら、このコンテナはとっくにＳ４格納運河を出ていなくてはならないし、自分は引き渡しの書類の山と格闘していなければおかしい。

　他ほかが忙いそがしくてたまたま後回しになった──などいうことは、あの人に限ってはあり得ない。

　ヤマグチ次官が仕事を一日遅おくらせたのなら、そこには理由があるのだ。

　おそらく、今の自分には妙なおもちゃを与えないほうがいいと判断したのだろう。

　Ｄ＋の在処ありかについての情報は、チャーミーのハッキングと購買部ＰＸのおばさんの話を総合して割り出した。このところ、チャーミーには世話になりっぱなしだ。そして、もうしばらくは面倒をかけることになる。




　このＤ＋で一発大暴れをカマして、シャトルを乗っ取り追っ手を振ふり切り地球へ向かうには、準備しなければならないことも、用意しなければいけない物も、調べなければいけない情報も、それこそ山のようにあるのだから。




　自分は今度こそ、正しよう真しん正しよう銘めいの反逆罪に問われるだろう。

　上等だ、と思う。

　地球に降りるために脱だつ走そうしなければならないのなら、脱走あるのみだ。

「なんだか──、」

　ルノアは、Ｄ＋の緑の瞳ひとみに語りかけた。

「信じられるのはあんただけ、ってことになりそうよ」

　──ぼくは、おまえなんか信じない。

　ぽかりと白い息を吐はいて、あは、と笑った。
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『私、まだルノア教官のことよく知らないんですけど、』

　ＧＡＲＰが言った。

『あの人って、ちょっと気味が悪いところがあると思いませんか？』

　コクピットの中にいるのはアマルス、マリポ、アイ、ペスカトーレの四人である。チャーミーの姿はない。発令席のシートにふんぞり返ってもの思いにふけっていたアマルスが、

「？　どこが」

　とつぶやいた。

『いや、気味が悪いというのは言いすぎな気もしますけど……でも、何て言えばいいのかな、ルノア教官って、独り言が多いと言うか、少しばかり空想の癖へきがあるというか』

　マリポとアイが顔を見合わせる。ペスカトーレは左前席のシートで背筋をぴしりと伸のばして目を開けたまま寝ている。アマルスはにへらと笑って、

「まあ確かに、いい歳としこいて少女趣味なところはあるけどな」

『あ、だから、そういうのとはまた少し違うんです。ルノア教官の場合、ただの独り言や空想じゃ片付けられない部分があるんですよ。あの人、たまに機械と会話をするんです』

「あたしもいま機械と会話してるぞ」

『あ！　ひどいその言い方！　差別だ差別だ！　私だって生き物のはしくれなのに！　いーですよわかりましたよあなたがそこまで言うなら証拠見せますよしょーこ！　私のＤＮＡ塩基配列のデータ送りつけますからね覚かく悟ごしてくださいよ全部で10の24乗バイトくらいありますからねっ！』

「──お前ちっとも変わんねえな」

『──なんですかそれどういう意味ですか、まだ生後二ヶ月にもならないぴっかぴかのニューフェイスつかまえて』

「そうだな」

　重複記き憶おくによる人格分ぶん裂れつを防ぐため、である。

　哨しよう戒かい任務同行演習中の出来事のすべては、ＧＡＲＰに対してのみＳ４機密に指定されていた。ＧＡＲＰは自分のことを、二ヶ月ほど前に工廠フアクトリーで新造され、ごく最近になって時期外れの納品をされた双そう脚きやく砲ほう台だいであると思っている。

　が、ＧＡＲＰはやはりＧＡＲＰだった。

　他ほかの流体脊せき髄ずいの成長過程を知らない五人は特にどうとも思わなかったのだが、ＧＡＲＰは再び、常識外れの速度で経験値を蓄ちく積せきしつつあった。これはアイの「教育」によるところも少なくない。ＧＡＲＰが新しい身体からだを得て戻もどってきてからというもの、アイは訓練が終わった後もドックに残り、ＧＡＲＰに様々なことを教えているのだ。

「はい、これはなに？」

『寝たきり刑事デカの相棒のロボットのモーティマーです。サンドバギーに不完全変型して、余った部品は寝たきり刑事こと根ね田た切きり大だい介すけが担かついで運びます』

「ぴんぽーん！　次いくね、これは？」

『トレンディ教団の総首領のブルド・キング・ザ・ヘッドロックです。最終話において、モーティマーの自じ爆ばくによって倒されました。享きよう年ねん四十三歳さい、好きなものは洋よう梨なしでした』

「またまたぴんぽーん！　んじゃこれは？」

『寝たきりパジャマですね。劇場版の前売り券の景品として二万着が生産されましたが、それでも数が足りずに各地で暴動が発生しました。色はピンクの他に黄色があります』

　カルトクイズ大会に出場させようというのではない。どんな知識に対してであれ、思考させるということ自体が、流体脊せき髄ずいの経験値の蓄ちく積せきを促そく進しんさせるのである。こうしたアイの努力の甲か斐いあって、特に自然言語会話において今のＧＡＲＰはすでに、哨しよう戒かい任務同行演習以前と比べても遜そん色しよくのないレベルにまで達していた。

　そのアイが、話をもとに戻もどした。

「ねーねー、マリポもよくキカイとお話ししてるよね」

　マリポが怪け訝げんな顔で振ふり向き、

「何言ってんの、しないわよそんなこと」

「するもん。テレビと」

　アマルスが「あーするする」と同意し、

「確かにあたしもちょっと気になったことあるけどさ。でも、要するに教官の場合だって、その対象が見境なしなだけだろ？　それこそ少女趣味じゃねーかよ。朝目を覚まして『鳥さんおはよう木さんおはよう』てなもんだ」

『違います。マリポさんのはつまり、テレビそのものとではなくて、テレビの中の登場人物に対して言葉をかけているわけですし、その登場人物が答えを返すわけではありません。鳥や木もそうです。でも、ルノア教官のは違うんです』

「どう？」

『一方通行の語りかけは会話ではありません。ですが、ルノア教官の場合、端はたで聞いていると、まるで会話が成立しているように思えることがあるんです』

　アマルスは鼻で笑った。

「冷蔵庫が受け答えするってか。夢見がちな女のコなわけだ、いい歳としこいて」

『みなさんはご存知ないでしょうけど、教官って訓練中は管制室にこもりっぱなしでしょ。そりゃ気持ち悪いですよ。作業に熱中し始めると、もうずっとぶつぶつ喋しやべりっぱなしですよ。単座兵器のパイロットは独り言をいう癖くせのあるものが多いと聞くし、だから最初は私も、教官もそうなのかなくらいに思ってたんですけど、』

　ペスカトーレを除いた全員が、「けど？」と天てん井じようを見上げた。

『──しばらく前に教官って、軍法会議を控えてめちゃくちゃ荒れてたことがあったでしょう。ちょうどあのころなんですが、教官、消灯時刻過ぎに、べろんべろんに酔よっ払ぱらってドックに姿を見せたことがあったんです。酔っ払いの相手するのなんか嫌いやだったから、わたしは寝たふりをこいて教官の様子を観察していました。教官はしばらくの間、歌を歌ったり床ゆかをごろごろ転がったりしていましたが、そのうちに喉のどが渇かわいてきたのか、耐たい爆ばく隔かく壁へきの横の自販機で飲み物を買おうとしたんです。ところが、そのときたまたま自販機の調子が悪かったんですね、入れたコインがタダ飲みされてしまった。教官はたいそう怒おこりまして、自販機をくどくどと叱しかりはじめました。最初は私だってそんなものろくに聞いちゃいなかったんですが、そのうちに妙みようなことに気づいたんです。教官、言うことがいちいち変なんです。まるで自販機と「会話」をしているみたいなんですよ。もう正確には憶おぼえていませんが、「言ってくれるじゃないよ」とか「そんなのあんたの都合でしょ」とか』

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、という顔をアマルスはして、

「だから、そりゃ酔よっ払ぱらいのタワゴトだろ」

『私だってそう思いましたよ。でも、教官は制せい御ぎよ室しつではいつもあの通りだし、また始まったのかもしれないと思って、腹側の可か視し光こうセンサーをひとつだけＯＮして教官の方に向けました。そのとき教官は私に背を向けていて、薄うす暗ぐらいドックの中で相変わらず自販機と口げんかをしていて、私は「気持ち悪いな」って思いました』

「そりゃあたしでもそう思うわ」

　長なげえわりにつまんねえ話だな──アマルスはそう言わんばかりの手つきで南大門ナムデムンに火を点つけようとした。

『私がそう思った瞬しゆん間かんに、教官はいきなりこっちを振ふり向いて、「何よその顔、誰だれが気持ち悪いって？」──そう言ったんです。確かです。それは、正確に憶えています』

　火を点けようとしたアマルスの手が止まった。

「──なにそれ、だって、──あれ？　え？」とマリポ。

「うそだよ、ＧＡＲＰに顔なんてないもん」とアイ。

　そのとき、コクピットのサイドハッチを誰かがノックして、ＧＡＲＰの話はそこで中断した。シートにふんぞり返っていたアマルスが、頭上のフックにぶら下がっていたヘッドギアを足でぽんと蹴けった。ギアはフックから外れ、アマルスの顔の上にバサリと落ちる。

　網もう膜まくの中で、カデナがあかんべーをしていた。

　シートの左にあるレバーを引いてハッチのロックを外した。

「──どうしてハッチにロックなんかかけてんの？」

　カデナの声。アマルスは頭にでたらめにかぶさったギアを片手でずらし、ハッチのむこうにいるカデナを横目で見つめた。火の点いていない煙草たばこをくゆらせて、

「いつもそうしてるからな。お前らは違うのか？」

　カデナはハッチから上体を突つっ込み、相も変わらずゴミ溜めのような有あり様さまのコクピットの中をじろりと見まわした。マリポとアイは「先生がきた」という感じでやりかけの作業に戻もどっており、ペスカトーレはやはり目を開けたまま眠ねむっていた。そのペスカトーレの後頭部をカデナは不ふ機き嫌げんそうな目つきでじっと見つめて、

「だって不便じゃない」

「まあな。だけど、いつもそうしてねえと本番でつい忘れるかもしんねえぞ」

　忘れたってどうってことないじゃない、とカデナは言おうとして、思いとどまった。

「システムを作戦起動させれば自動でロックされるでしょ？　されないの？」

「される」

　膨ぼう大だいなる意思の力で反抗心をねじ伏せ、カデナは言う。

「──説明してよ」

　が、アマルスの方は、カデナが自分に教えを請こうているというこの異常な状じよう況きように、特に何の感想も抱いだいてはいないようだった。煙草たばこに火を点つけ、お気楽に、

「緊きん急きゆう用再起動プロセスのシステムチェックん中にバグがあるんだと。ハッチがちゃんとロックされてない状態で再起動に突とつ入にゆうしちまうと、『ハッチがロックされていないけどいいのか？』っていうデバッグ用のメッセージか何かが出て、そこで処理が止まっちまうんだってさ。処理を強行させりゃそれで済むんだけど、もしそれがエテ公に一発はり飛ばされてシステムが落っこちて０・１秒でも早く再起動しなきゃやべーって場合だったらマズいっしょ──って、確かそういうことだったと思う。笑っちまうよな、『ハッチをロックすんの忘れて自動ロックも故障しててエテ公にはり飛ばされてシステムが落っこちて大ピンチ』っていう、そこまでの条件が全部重ならなきゃ関係ねー話さ」

「──アマルス、」

　ん、と振ふり向いた瞬しゆん間かん、すぐ目の前にコーヒー缶かんが浮いていた。反射的につかみ取った。

「──何だこれ？」

　カデナは答えず、33型汎用Ｄシエルのあちこちのポケットからコーヒー缶を次々に取り出して、コクピットの中へぶんぶん放り込む。マリポとアイは危あぶなっかしく受け止めたが、ペスカトーレはコーヒー缶を後頭部にぶつけられても目を覚まさなかった。そのカデナの手が止まり、

「──チャーミーは？」

　アマルスは手の中にある「BLACKTIP微び糖とう粗あら挽びき」をじっと見つめて、

「何だよこれ？」

「コーヒー」

「いや、缶はそうだけど、」

「……いーわよそれよこしなさいよ、わたしのと交換してあげるから」

「悪かったちょっと待てよあのな、お互たがい様だろ？　あたしがお前んとこに何か持ってったら、お前それ素直に口に入れるか？　どういう風の吹き回しだよ？」

「それだってお互い様じゃない。そっちこそどういう風の吹き回し？　今までずっとぐーたらしてたあんたたちが、よりにもよってＶＯＧＵＳの戦闘記き憶おくコピーさせてくれだなんてさ」

　そうなのだ。

　アマルスたちがやっていた作業とは、ＧＡＲＰの戦闘記憶の移植作業なのである。

　先の哨しよう戒かい任務同行演習で実戦に遭そう遇ぐうした訓練機は、２２２─Ｄルノア隊の『ＧＡＲＰ』、Ｓ20カデナ隊の『ＶＯＧＵＳ』の両機である。そして、ＧＡＲＰが記憶を地の底に置き去りにして帰ってきた今、ＶＯＧＵＳは「オルドリンで唯一の実戦経験を持つ訓練機」となった。

　そして、機体の戦闘記憶は、流体脊せき髄ずいの外部にある機械的なメモリーに記録される。

　こういうものはコピーできた方が便利だからだ。

　事実、実戦部隊ではどこでも大たい抵ていそうしている。

　つまり、カデナ隊のＶＯＧＵＳの戦闘記録をコピーさせてもらえば、どこの部隊の双そう脚きやく砲ほう台だいもＶＯＧＵＳなみの戦闘経験を何の苦労もなく手に入れることができるわけだ。訓練基準を見ても、「機体の戦闘経験がいっぱいたまったらお友達にも分けてあげましょう」ということに、一応はなっている。

　が、「冗じよう談だんじゃない」というのが訓練生たちの本音だ。コピーさせる方はそのために成績をひっくり返されるかもしれないことを恐れるし、コピーさせてもらう方にもメンツがある。どうしてもというのなら、手て土産みやげのひとつも差し出して相手の部隊に頭を下げ、「あそこにいる基礎体教官をボコってこい」とか「オルドリン全階層共通パシリ券」とか「ヤマグチ次官のパンツと引き換え」とか、あまりにもイヤすぎる条件をすべて呑のまされるハメになる。そうまでして自分たちの訓練機のスキルアップを図る部隊など、皆無と言ってよい。

　が、こともあろうに、ルノア隊は、カデナ隊に頭を下げたのだ。

　アマルスは今朝、カデナ隊のユニットに単身突とつ入にゆうしてカデナたちをパニックに陥おとしいれ、「ＶＯＧＵＳの戦闘データをコピーさせてくれ」と言ったきり、煮るなり焼くなり好きにしろとばかりにその場に居直った。

　カデナ隊の面々は、あまりのことに言葉もなかった。「どうかしたの？　何かあったの？」などと、お人よしで考えすぎな心配をする奴やつまでいた。カデナ隊は意外と奇き策さくに弱かった。いつの世にも変わらぬエリート集団の欠点であった。ほとんど思考停止に追い込まれたカデナ隊は、わけもわからないうちにデータのコピーを承しよう諾だくさせられていた。

　が、実をいえば、当のカデナ隊のボスであるカデナとしては、ＶＯＧＵＳの戦闘データなど別に減るものでもなし、「ほしい」と言う者がいるなら誰だれにでも分けてやるくらいのつもりは最初からあった。頼みにくる奴がこれまでひとりもいなかっただけである。データと引き換えに、無理無む体たいな要求を押しつけたりする気もなかった。

　相手がたとえアマルスであってもだ。

　そういうのはかっこ悪い、とカデナは思うのだ。

　しかし、相手の意図が見えないのは、どうにも気持ちが悪かった。

「ねえ、何か企たくらんでるんでしょ？　そんなに急いでＧＡＲＰにドンパチのやり方憶おぼえさせて、一体何するつもりなの？　ルノア教官はこのこと知ってるの？　コピーさせてあげたんだから教えてよ」

　アマルスは一気にコーヒーを飲み干し、煙草たばこの灰を缶かんに落とし、いきなり遠い目つきをした。

「向上心に目覚めた──」

　そこでしばしタメをきかせて、

「──ってやつ？」

　カデナはあきれた。もう少しまともなごまかし方があるだろうと思う。一秒で状じよう況きようを再評価し、有う無むを言わせない口調でいきなり、

「ＧＡＲＰ、チャーミーはどこにいるの？」

　いきなりの質問にＧＡＲＰは慌あわて、

『え？　え!?』

　すかさずアマルスが割り込み、

「部へ屋やで寝てる。今朝から具合が悪くてさ。教官の風か邪ぜがうつったのかもな」

　カデナは「むっ」と鼻の穴をふくらませ、うつむき、ぱっと顔を上げ、

「まあいいや。データの吸い上げ終わったら言って部屋に誰だれかいると思うわ電話でいいから」

　早口にそう言って、カデナは身体からだを引っ込め、ハッチを閉じた。

　ペスカトーレを除く全員が、はあっ、とため息をついた。ＧＡＲＰがぽつりと、

『あの人、どうしていつも怒おこってるような顔してるんでしょうか』

「それよかお前だ。ったく使えねーな。猿さるでももうちょっと機転きかすぞ」

『あ、いや、あの、面目ありません。なにしろいきなりだったもので、』

　マリポが割り込み、

「アマルスさんだって人のこと言えないよう。向上心に目覚めた──」

　そこでしばしタメをきかせたアマルスの表情まで真ま似ねて、

「──ってやつ？、だって。聞いてて顔赤くなっちゃったもん。チャーミーさんが風邪で寝てるとかさ。もう少しもっともらしいウソつけばいいのに」

「アマルスいいコだからウソへたなんだもんね。あのねーこないだもねーこないだもねー」

「うるせえな、とっさに言いつくろったにしちゃ及第点だろ」

『──あの、』

　その呼びかけがたまたまいいタイミングを捉とらえたのか、ＧＡＲＰの声に三人がそろって天てん井じようを見上げた。

『ええと、その、』

「何だよ？　考え直せとでも言いてえのか？」

　アマルスにあっさりと先回りされ、ＧＡＲＰは出で鼻ばなの勢いをくじかれた。

『──つまり、そうです。そういうことです。どう考えても無茶だと思うんです。ルノア教官の脱だつ走そうにくっついていくなんて』

　改めて他人の口から聞くとそれは、確かに、聞くだに破は壊かい力りよくのある話だった。

　失敗したらどうなるのか、考えもつかない。

　が、アマルスは、天井を見上げてにやりと口を歪ゆがめるのだ。

「──無茶だとこの。お前にだきゃ言われたくねーよ」

『──あの、思うんですけど私、アマルスさんてときどき、』

「お前がここにくるずっと前だけどな、うちらみんな、ハシにもボーにもかからねえボケナスだった」

　そしてアマルスは、シートの上で大きく背せ伸のびをして、首をボキボキ鳴らすのだ。

「だけど、今のあたしは、お前の手を借りなくても自分でシステムを起動できるし、母線の経路がどんなふうに死んでても手動でリニアガンをマウントできる。姿勢制御ヤジロベエを全部止めたまま右回り左向きができるし、接続バスを衛星につないで敵の位置を特定することだってできる。あたしだけじゃない。マリポもアイもチャーミーもペスも、みんな同じことができる。教官がオルドリンに来る前は、そんなことできなかった。そんなことができるってこと自体、誰だれからも教わらなかった。だけど、今のあたしにはそれができる。ずっと前のあたしは『いると迷めい惑わくな奴やつ』だった。教官が来て、あたしは『いてもいなくてもいい奴』くらいになって、今じゃあ『いないよりはいた方がいい奴』くらいにはなれたと思う。だからあたしは教官についてく」

　そしてアマルスは、声を押し殺して笑うのだ。

「世の中うまくできてるもんでさ、バランスってやつだよな。食物連れん鎖さや生態系なんかと一いつ緒しよで、バカな奴とマトモな奴の割合ってのは、どっちかに大きく片寄ったりしねー仕組みになってるんだと思うわ。最初、ボケナス五人組だったうちらの前に現れた教官はさ、そりゃあもうどっからどう見ても、便器にまたがっても『クソ』するんじゃなくて『排はい泄せつ任務を実施』するんじゃねーかっていうくらいマトモだったよ。それがさ、うちらがちびっとずつマトモになっていくにつれて教官はすごい勢いでどんどんアホになってさ。今じゃすっかりアルツが進んで自販機とオハナシする有あり様さまだ。ありゃきっとうちらにいいとこみんな吸い取られちまったのさ。いいか、そのアホがたったひとりでオルドリンばっくれて地球に降りるっつーんだぜ？　とてもとても。危なっかしくて見ちゃいられねーよ」
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　厳重な口止めをされていた。

　が、血も凍こおる拷ごう問もんによってあっさりと口を割ってしまったチャーミーは、アマルスたちのダブルエージェントとして活動することになった。

　今日もチャーミーはルノアのために、情報集めに精を出していた。

　ルノアの目的に適かなう船を探していた。

　まず、ある程度以上は足が速い船であること。これは外せない。追っ手をかわすためには絶対に必要だ。オルドリンがどのくらい真しん剣けんにルノアを追うかは、そのときになってみなければわからない部分がある。が、そのための備えをしないというわけにもいかない。

　次に、完全に自動制せい御ぎよで飛べる船であること。これも外せない。ルノアは単独での脱だつ走そうを目もく論ろんでいるのだから、運行に複数のクルーの手が必要な大型船など、かっぱらったところでどうにもならない。

　次に、ある種の物資が最初から積み込まれている船であること。これは「もし可能なら」。地球の状じよう況きようがつかめないのだから、武装や食料を始めとする各種の装備を船と一いつ緒しよにガメておき、対応できるシチュエーションの幅はばをできるだけ広くしようというのだ。が、もしだめだったら空船でもかまわない──とルノアは言っていた。Ｄ＋をかついで地球に降りてしまえば後は自分でなんとかする、と。

　そして、大たい気き圏けんに降下できる船である必要はない、と言われた。地球に直接降下できる船といえば、どうしてもシャトルの類たぐいということになる。シャトルの類ということになると、どうしても足は遅おそくなり、操船は難しくなり、貨物搭とう載さい量りようは少なくなる。とりあえず環地球軌道までたどり着ければいいらしい。そこから先は、ルノアには何か当てがあるようだった。

　以上が、ルノアがチャーミーに提示した条件である。これだけでも相当に厳しかった。

　そして。

　ダブルエージェントとなったチャーミーの背中には、そんなものよりも遙はるかに厳しい条件がどっしりとのしかかっていたのだ。

　──まずは双そう脚きやく砲ほう台だいが詰つみ込めなきゃ話になんねーしな。あとトランスポータも。それと、煙草たばこがすえねー船は絶対にだめだ。

　──あのね、シャワーがついてるとうれしいなって。だってほら、映画とかに出てくる脱だつ走そう兵へいってなんだかみんな汚きたならしいじゃない？　ああいうのチャーミーさんだっていやでしょ？

　──えとねーびでおと冷蔵庫がついててカラオケにアイちゃんの歌える歌がいっぱいあるやつ。座るときは真ん中の席でなきゃいやだってアイちゃんすぐ酔よっちゃうから。窓は開く？

　──やっぱほらせっかくトンヅラすんだからお礼参りキメなくちゃっすよ大出力レーザー砲ほうとかギガワットリニアガンとか必要っすよ義務っすよmustっすよ。え、だめ？　どして？

　それでも、チャーミーは大体のあたりをつけるところまでは来ていた。脱走に使う港を二ヶ所に限定し、船の候補を三さん隻せきにまで絞り込んでいた。

　ここまでのすべての作業に、チャーミーはルノアの部へ屋やの端たん末まつを使い、ルノア本人のアカウントを使っていた。おまけに、「適当に足あし跡あとを残しておくように」とすら言われていた。

　ルノアが脱走を実行した後、チャーミーに火の粉こがかからないようにするためだ。

　そうさせてもらいます──と、答えておいた。

　そしてチャーミーは、これ以上はあり得ないくらいの慎しん重ちようさで作業を進め、全知を尽つくしてすべての足そく跡せきを消していた。最後までルノアを守るため──もちろんそれもあるが、本当の理由は少しちがう。救世軍最速の通信兵インテリジエント・コマンダーを目指すという自分の夢にかけて、完かん璧ぺきな仕事をやり遂とげたかったのだ。トラップでもダミーでもない、ルノアに下げ駄たを預けるためだけの足跡をわざと残すなど、絶対にいやだった。

　キーを叩たたく手が止まった。

　目が重かった。集中力が低下しているのが、はっきりと自覚できた。疲れを押してこれ以上続けてはいけないと思う。信じられないようなミスをやらかすのは、こういうときだ。

　今日はこれまで。

　立ち上がり、身体からだ中じゆうで背せ伸のびをした。少ない荷物をまとめてルノアの部へ屋やを出た。

　チャーミーは、自分では、一応は、用心しているつもりだった。

　が、所しよ詮せんはチャーミーの用心であった。カデナは身を隠かくしてさえいなかったのだから。ルノアの部屋のドアのすぐ横で、壁かべに寄りかかって腕うでを組み、チャーミーを待ち受けていたのだ。それでもチャーミーは気づかなかった。無む駄だに身を縮め、後ろばかりを振ふり返って見ていた。

「チャーミーさん」

　飛び上がって驚おどろいた。その拍ひよう子しに胸に抱だきしめていたバッグを取り落とした。とんでもなく見当違いの方向にぶんぶんと視線を向けて、

「だ、だれっ!?　どこ、どこにいるんですかっ!?」

　わざとやってんのかしら──とカデナは思う。

「ここよ」

　やっとカデナの姿に気づいたチャーミーは、内心の動どう揺ようを必死になって押し隠かくした。一応は。

「あ、あらカデナさん、朝ご飯まだですよ」

「ルノア教官の部屋で何してたの？　ルノア教官はどこ？」

　言うわけにはいかない。

　今度こそ言うわけにはいかない。ルノア教官ともアマルスたちとも約束したのだ。事態の重大さの気け配はいも感じ取っていた。今度こそ、どんな目に遭あわされようとも、絶対に言うわけにはいかない。

　口をつぐむチャーミーを見つめ、カデナはにっこりと笑った。風のような動きでふっと間合いに入り、まるで恋人同士のようにチャーミーの利きき腕うでに腕をからめ、その動きを殺した。

「じゃあ、わたしの部屋へ行こっか。聞きたいこともあるし」




　絨じゆう毯たんにコーヒーでべっちゃりとシミをつけ、ぞうきんで力一杯ごしごしとこすり、おまけに水性ではなく油性のシミ抜きを上からぶっかけてついには絨毯をだめにしてしまうという、血も涙なみだもない拷ごう問もんが行われた。

　チャーミーはあっさりと口を割った。































　ついにその日はやって来て、ルノアはひとりで盛り上がっていた。




「じゃあ、訓練はこれでおしまい」

　いつものセリフを口にした瞬しゆん間かん、とんでもないことが起こった。

　泣くつもりなんかなかったのだ。

　しかし、「これが最後かもしれない、この五人とは、もう二度と会うことはないのかもしれない」という思いが、ルノアの心に針の先ほどの穴を開けた。やばいと思ったときにはもう手て遅おくれで、涙なみだはその心の穴から止めどなくあふれ出た。

「……あ……あれ、わた……、なんで……」

　何と言ってごまかせばいいのかさえわからず、そこから先は津波のような嗚お咽えつに呑のみこまれて消えた。五人は戸と惑まどいのあまり言葉もないのか、なすすべもない沈ちん黙もくが一秒、また一秒と過ぎていく。

　もうだめだと思った瞬しゆん間かん、ルノアはドックから逃げ出した。エレベータの中に飛び込み、床ゆかにしゃがみ込んでわあわあ泣いた。自分があの五人を捨てていくのに、自分があの五人に捨てられていくような気がした。自分ほど身勝手な人間はいないと思った。

　迂う闊かつだった。遅おそかれ早かれ、あの五人との別れの日はくるはずだったのだ。

　こんな思いをするくらいなら、もう絶対にごめんだ。

　もし死んで生まれ変わっても、もう絶対に教官なんかにはならない。




　沈ちん黙もくの最中、五人の手がお互たがいのお尻しりを力いっぱいつねっていたことを、このときのルノアはまだ知らない。
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　午後六時ヒトハチマルマル、チャーミーがプランの最終的な確認に来てくれた。チャーミーは最後まで時間に正確だった。

「──あの、教官、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　チャーミーが尋たずねる。うつむいている。長い三つ編みの先を両手でいじっている。

「うん。さっきはごめんね、あいつらみんなびっくりしてたでしょ？」

　ルノアが答える。うすぼやけた笑みを浮かべている。マットレスがむき出しのベッドに腰こしを下ろし、菊千角の柄つかに両手を乗せている。

　いつもどっ散らかっていたはずのルノアの部へ屋やは、見違えるほどに片付いていた。自分が脱だつ走そうを決行すれば、この部屋も徹底的に調べられることになる。持っていくべき物はもうＤ＋のコクピットのバックトランクにすべて押し込んであるし、処分しておくべき物といえばチャーミーがハッキングに使った端たん末まつの中身くらいしかなかったのだが、それでも、なんとなく身ぎれいにしておきたいような気分になったのだ。

　長い三つ編みの先を両手でいじっていたチャーミーが、小さく、すい、と息を吸い込んだ。ルノアは判決が下るのを待った。

「──昨日きのう、お話しした、最終プランでベストです」

　ＧＯが出た。

「カグヤの[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]、ルートは北回り、午後七時ヒトキユウマルマルに状じよう況きよう開始。以上、変更ありません」

　うん、とルノアはつぶやき、

「──だけど、ほんとにあんな大げさなのしかなかったの？」

　チャーミーが選んだ船は、オルドリン最上階層の「カグヤ」に係けい留りゆうされている[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]という名の輸送母船だった。コロイド炉ろ心しんタイプの原子力推進システムを搭とう載さいした、全長50メートルにも及ぶデカブツである。

「え、ええ、まあ、」

　ええまあ？──とルノアは顔を上げ、

「あ、だけどだけど、これに追いつける船は、現在の月には一いつ隻せきもありません。それに、ここまで大きな船になっちゃえば、逆にひとりで動かせるんです。シャワーもついてるし」

「──シャワーって？」

「あ、いえその、そういうのもあったほうがいいかなって。ほら、映画とかに出てくる脱だつ走そう兵へいのひとってみんなきたならしいじゃないですか。ああいうの教官もいやでしょ？」

　まあいいや──とルノアは思った。船が大きくて困るということはない。地球の軌き道どう上までたどり着けるならタライ舟でもかまわないのだ。ともあれ[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]はひとりで動かせるのだし、輸送母船ならＤ＋一機を運ぶなど造ぞう作さもないだろうし、足が速いのも頼もしい。この上シャワーまであるのなら文句のつけ様がない。

「──でも、船を調べていて、よくわかったんですけど、ほんとなんですね」

　ふと我に返れば、チャーミーの顔に濃こい曇くもりが浮いていた。

「ほんとに、地球と月って、何もかも途と絶ぜつしちゃってるみたいです。何もかもです。有人の輸送船なんて全然動いてません。リニアガン・ルートの無人コンテナ船だって、もう地球からは何も送られてこなくなっちゃってます。──あの、すごく気味悪い話なんですけど、時々、とんでもなく軌き道どうを外れたコンテナ船が、幽ゆう霊れい船せんみたいに漂ひよう流りゆうしてくることがあるみたいなんです。中身についてはほんとに色々な噂うわさがあるんですけど、大本営が全部先に手を回して回収しちゃうみたいです」

　濃い曇りは、いつしか明白な恐きよう怖ふへと成長していた。

「大本営の情報操作ってほんとすごい、恐こわいくらいです。だってそんなこと、地球から物も情報も入ってきてないなんてこと、まだ誰だれも気がついてないもの。ひょっとしたら大本営って、その気になれば何だって隠かくせるんじゃないかって思います」

　そこでやっと、チャーミーは「あは」と力なく笑い、

「大本営が隠せば、ひょっとしたら、月が真っ二つに割れちゃってもみんな気づかないかも。自分たちがみんな、もうとっくに死んじゃってることにも気づかないで、毎日毎日訓練してるかも」

　恐ろしい冗じよう談だんだった。

　ルノアは心の痛みを感じた。チャーミーを巻き込んだせいで、チャーミーにまで「恐怖の匂におい」に気づかせてしまった。

「だけど、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]みたいな大っきい船を脱走に使えるのも、この状じよう況きようのおかげなんですけどね。半月くらい前に係けい留りゆうされて、そのままずうっとほったらかしにされてる感じだから。そういう船がカグヤには三隻あって、その中でも[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]は、積荷までがほとんど手付かずのままカーゴに残ってるんです。その積荷ごと乗り逃げできるし、その中を探せばたいがいのものはあるはずです」

「──わかった。もういいから」

　もっと話していたかった。しかし、状じよう況きよう開始まであといくらもない。それまでに、ひとりで最後の決意を固める時間がほしかった。

　チャーミーには、迷めい惑わくのかけ通しだった。

　最後の迷惑ついでだ、と思った。ルノアは菊千角をベッドに立てかけ、ポケットを探さぐり、五通の封ふう筒とうを取り出した。部隊の五人ひとりずつに宛あてた手紙だ。昨夜、やるべきことをすべて終えてから、さびしいくらいに片付いてしまったデスクに向かって書いた。今後の訓練での注意点を簡潔に伝えるだけのつもりで書き始めたのだが、結局は生ぬるくて湿しめっぽい内容になってしまった。

「このくらいは大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど、でも念のためだから、読んでそのまま残しておいたりはしないようにって伝えて。燃える紙に書いたから、みんなが読み終わったらあなたが集めて、すぐに燃やしてトイレに流して」

　五通の手紙を受け取ったチャーミーは、顔を伏ふせた。

　ごめんね──と思った。

　そんな役回りは、自分だっていやだった。

　ありがとう、忘れないからね──心ではそう思い、

「あんまりこの部へ屋やにいちゃまずいよ。もう行って」

　いざ口に出したら、そういう言い方にしかならなかった。顔を伏せたまま、チャーミーが何か言いたげに口を開きかけ、結局は何も言わなかった。ルノアも無理に聞こうとは思わなかった。

「北回りのルートの罠わなに火を入れておきます。打ち合わせた通りのタイミングで走り抜けてください。なあんて、教官なら楽勝ですよね」

　うん。

「それじゃ教官。また」

　チャーミーはそう言って敬礼し、ルノアの答礼をきっちりと待ってから、部屋を出ていった。チャーミーの、冷たい感じのしない冷静さがうらやましかった。

　チャーミーがいなくなって、空からっぽに片付いた部屋でルノアはひとりベッドから立ち上がった。水を飲もうと思った。顔も洗いたかった。菊千角を片手に棺かん桶おけシャワーに入ったとき、それまで懸けん命めいに押し隠かくしていた武む者しや震ぶるいが一気に噴ふき出してきた。全身の筋肉が緊きん張ちようと興奮に飛び跳はねている。立っているのもつらい。両手で水がすくえない。

　水を飲むのと顔を洗うのをいっぺんにやった。

　薄うす汚よごれた鏡の中の、自分の顔をじっと見つめた。

　何がしかの罪悪感に耐たえねばならないかと思っていたのに、いざ腹を決めてしまうと、そんな殊しゆ勝しような感情は少しもわいてはこなかった。

　救世軍の行く先にあるものは、人類の存続だと思っていた。

　だからこそ、生き残るためのやり方を、自分は選んだ。

　だからこそ、勝つためのやり方を、ヤマグチ教官は選んだ。

　そして、救世軍が選びつつあるのは、そのいずれでもないような気がする。

　救世軍の行く先には一体何があるのか。それを、確かめに行こうと思う。そのために地球に降りねばならないのなら、自分は地球に降りよう。誰だれにどう阻はばまれようとも。

　潜せん水すい艦かんのハッチのようなゴツい腕うで時計に、ちらりと目を走らせた。

　略式平服の袖そでで、でたらめに顔をぬぐった。

「うん」

　菊千角を手に、ひと言つぶやいて、ひと息に部へ屋やを出た。

　人影のない電気椅い子す通りを足早に歩いた。Ｓ４格納運河のある第二階層まで、エレベータで一気に上がるつもりだった。このまま誰にも出くわさなければそれがベストだし、たぶんそうなるだろうと理由もなく思っていた。左手の菊千角が疎うとましい。こんなもの、いの一番にＤ＋のバックトランクに放り込んでおくべきだったのに。決意の拠より所にするつもりで最後まで手元に残しておいたのだが、こうしてだんびらを下げて歩いている自分の姿というのは見るからに不ふ審しんだと思う。

　薄うす暗ぐらいエレベータホールに足を踏ふみ入れた。

　タイミングのいいことに、エレベータはルノアを待っていてくれたかのように、「４─Ｓ２」というレーザー表示を輝かがやかせて止まっていた。ルノアは足早に駆かけ寄って、「△」のボタンを押してドアを開けた。

　声が漏もれたと思う。

　エレベータの中にカデナがいたのだ。

　あまりの不意打ちに、ルノアは言葉もなくその場に立ち尽つくすばかりだった。固く固くこわばっていたカデナの表情が、ルノアの姿を目にして泣き笑いのように緩ゆるむ。

　カデナはエレベータの内側のパネルにゆっくりと手を伸のばし、ドアが閉じないように「開」のボタンを押し、ルノアをじっと見つめて、こう言った。

「上ですね」

　チャーミーのばかっ……!!

　心の中で毒づく。もはや偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうではあり得ないし、それ以外には考えられない。この計画を知っているのは、自分以外にはチャーミーしかいない。

　つまり、チャーミーは、カデナに問い詰つめられて口を割ったのだ。

　つまり、どう言いつくろっても無む駄だだ。カデナの射いるような視線にルノアはひるんだ。このままエレベータに乗って二人きりになる勇気などなかった。この土ど壇たん場ばになって初めて姿を見せたということは、「バカなことはやめろ」ではなく「自分も連れていけ」と言うつもりに決まっているのだし、もし、もしそうなったら──

「待ってくださあい乗ります乗ります」

　突とつ然ぜんの大声に、ルノアとカデナの身体からだが冷水を浴びせられたように震ふるえた。カデナは上うわ目め遣づかいに視線を上げ、ルノアは背後を振ふり返った。オルドリン教官陣じんのアキレス腱けん──鈴蘭レイラン・ジーナ・エッジクリフ教官は「待って待って」と叫さけびながらばたばたとエレベータホールに駆かけ込んできた。

　そして、そこにいる世にも恐ろしいふたりの姿に目を留めた。

　神様ありがとう、とルノアは思った。鈴蘭をダシにして何とかこの場をごまかしちゃえ誰だれかが一いつ緒しよにいればカデナだって下へ手たに話を持ち出せないはずだし鈴蘭きっとあなたは死んだら間違いなく天国に行けるわ。

　運の悪い奴やつだ、とカデナは思った。わたしいま狂きよう暴ぼうな気分なの自分の足で歩けるうちにとっとと消えるのねさもないとひと口サイズに解体して缶かん詰づめにしてパラシュート付けて世界中の恵まれない国にばらまくわよ。

　鈴蘭レイラン・ジーナ・エッジクリフ教官は、まったく表情を変えず、走ってきたそのままの勢いで回れ右してエレベータホールから姿を消した。
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「教官、あんまり時間がないんでしょう？」

　ルノアは細い息をひとつだけ吐はいて、エレベータに乗り込んだ。カデナはものも言わずに第二階層のボタンを押し、ドアが消毒薬のにおいのする空気を四角く切り取り、その中でルノアとカデナはふたりきりになった。

　静かな縦たてＧ。

　カデナの口を割って出た最初の言葉は、こうだった。

「安心してください、邪じや魔まなんかしたくないし、足手まといにもなりたくありませんから。ただの見送りですから。今は、」

　意外だった。驚おどろいてカデナを振ふり返れば、その横顔は再びがちがちにこわばっていた。

「今この瞬しゆん間かんは、まだ、そういうつもりでいますから」

　うつむき、両手はひざの前で組み合わされていた。その指がまるでタコの足のような絡からまり方をしていた。心の中の内圧を超人的な意思の力で押さえ込んでいる。天使と悪あく魔まが闘たたかっているのが端はたで見ていてもわかる。

　そして、エレベータが第三階層を通りすぎたあたりで、カデナが、

「──でも、だけど、」

　踏ふみにじった。

「ナツキたちによろしくね」

　ひうっ

　カデナが息を呑のむ音が聞こえた。

　あんたがそれを言うか──ルノアの心の中で、大声でそう叫さけぶもうひとりの自分がいた。

　──あんたこそ、あの五人を放り出して好き勝手なことしようとしてるんじゃない。カデナはあんたなんかよりもずっとマトモだから、自分の望みと自分の部隊への責任との間で板ばさみになって、あんたなんかよりもずっと苦しんでるんじゃない。なのに、あんたがそれを言うの？　自分のことは棚たなに上げて、ナツキたちを「人ひと質じち」にしてカデナを責めるわけ？　ふざけんじゃないわよ。あんたにだけはそれを言う資格はないわよ。

「……そうですよね」

　カデナのつぶやきが聞こえた。ルノアは自分のしたことの残ざん酷こくさに慄おののき、カデナの横顔から目をそらした。

「そう……なんですよね。わたし、班長なのに……だめですよね、そんなこと考えちゃ……」

　できることなら、耳もふさいでしまいたかった。

　それっきり、カデナの息の根までが止まったかのような沈ちん黙もくが続いた。

　カデナの心の急所と同じ場所に、ルノアの心の急所もあったのに。そんなことくらい、カデナだってわかっていただろうに。アマルスたちのこと放り出してよく平気でいられますね──そう怒ど鳴なりつけるだけで、ルノアは爪つめも牙きばも無くしてしまっただろうに。

　しかし、カデナはルノアの急所を攻せめず、ルノアはカデナの急所を攻めたのだ。

　エレベータが、第二階層に着いた。

　ドアが開き、ルノアは後ろを振ふり返らずに、足早に通路へと歩み出た。その背中に、今にも消え入りそうな声がかけられた。

「──あの、」

　冷れい酷こくに先回りした。

「約束忘れないって約束でしょ。その約束忘れないって約束するから」

　最低──心の中の声がそう吐はき捨てた。

　これ以上の空から手て形がたはあるまいと自分でも思った。自分の約束はいつだってそうだ。自分は最低であり、最低は最低であって、これ以上何をしたところで、これ以上落ちる穴はもうどこにもなかった。カデナを振りきるために、ルノアはどこまでも冷れい酷こくになろうとした。どこまでやれるか、どこまでひどい奴やつになれるか──そんな、自じ虐ぎやく的てきな快感に浸ひたっていた。

「それじゃ、訓練がんばってね」

　投げつけるように言い置いて、ルノアはカデナに背を向けて歩いた。

　──恐れ入ったわ。ご立派よ。ヤマグチ次官も真まっ青さおの冷酷さよ。さすがに地球帰りの歴戦の勇士はひと味違うわね。前から思ってたんだけどさ、あんた、地球で人が目の前で死ぬの見すぎて普通の感覚が麻ま痺ひしちゃったのよ。これまでにもそういうこと何度もあったけど、今度こそもうだめよ。何教のどの神様もあんたのことなんか許しちゃくれないわよ。死んだら生まれ変わる先は便所こおろぎに決定よ。

　歩きながら、容よう赦しやのない心の中の声に、なすすべもなく耳を傾かたむけていた。

　午後六時四十五分ヒトハチヨンゴウだった。
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　──あれ、そんなはずないんだけどな。最近、Ｄ＋のコンテナに誰だれか入りました？

　Ｓ４格納運河のヒラ作業員から作業班長へ、作業班長から区画管理責任者へ、区画管理責任者から第二階層指揮所へ、第二階層指揮所からオルドリン次官執しつ務む室しつへと、その報告は遙はるかなる指揮系統の宇宙樹を這はい登ってきた。「ひとマス戻もどる」や「一回休み」や「歌を歌う」を散々に繰くり返し、遅おくれに遅れて今になってやっとヤマグチ次官の耳に入った。

　ルノアだ。ヤマグチ次官は直感した。

　Ｄ＋のお預けをくっているのが我が慢まんできなかったのだろう。迂う闊かつだったと思う。あれほどの機体を目の前にぶら下げられたら、ルノアはＩＤを偽ぎ造ぞうしてコンテナに忍しのび込むくらいのことはするだろう。ＩＤの偽造をどうこう言うつもりはない。ないが、やるならもう少しうまくやってほしいと思う。もう少し派手なバレ方をしたら問題になるところだ。

　仕方がない。

　宙ぶらりんにさせておいた、引き渡し作業を進すすめよう。

　これ以上ルノアに妙みような真ま似ねをされるよりはいい。

　その前に、ひと言クギを刺さしておこうとヤマグチ次官は思った。もう訓練終了時刻も過ぎているし、部へ屋やにいるだろうと思って電話をかけた。

　午後六時五十分ヒトハチゴウマルだった。

　ルノアは、雷話に出ない。
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　アホらしい。

　整備学科七群０１０班の一番の下っぱであるイリア・セメロフスキー技術軍ぐん曹そうは、訓練が終了して人ひと気けの絶えた双そう脚きやく砲ほう台だいのドックで今日も居残り作業をしていた。今夜のお仕事は自販機の修理である。同じ部隊のＧ検初段の先せん輩ぱいが今日、コインをただ飲みされたことに腹を立て、耐たい爆ばく隔かく壁へき横の自販機を蹴けり殺してしまったのだ。担たん当とうの整備教官は「整備課なんだから自分たちで直せ」と言った。

　で、それは当然のようにイリア軍曹の仕事と決まった。

　文句たれりーなで修理を終えて、テスト用のダミー軍票で正常作動することを確かめた。取り出し口に転がり出てきた缶かんコーヒーを中に戻もどそうとしてやめた。そのままパネルを閉じて施せ錠じようする。このくらい当然の役やく得とくだ。

　そう思ってプルリングを引き開あけた瞬しゆん間かん。
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　突とつ然ぜんのＧＡＲＰの関節起動音、大量のエアを取り込む気門の咆ほう哮こうにイリア軍曹は飛び上がり、コーヒー缶を放り出して危あやうく腰こしを抜かしそうになった。とっさに振ふり返ったイリア軍曹の目に飛び込んできたのは、すぐそばに聳そびえるＧＡＲＰの巨きよ体たいと、空中にレーザー投影されている「ＧＡＲＰ」のロゴと、めちゃくちゃにバグったそのステイタス表示だった。そしてＧＡＲＰは全身を震ふるわせ、ゆっくりと脚あしを踏ふみ出して、

　突然バランスを崩くずした。

　まるで狙ねらったかのように、イリア軍曹めがけて倒れ込んできた。

　潰つぶされて死ぬ。イリア軍曹はそう思ったが、あまりのことに頭ず脳のうが麻ま痺ひして、逃げることなど考えつかなかった。ＧＡＲＰは耳を聾ろうする大音響とともに転倒し、イリア軍ぐん曹そうはわずか１メートルと少しの差で死を免まぬがれ、尻しりが浮き上がるほどの振しん動どうにひとたまりもなく床ゆかを転がった。

　十七にもなって、ちょっとチビってしまった。

　昆虫の頭部を思わせるセンサーポッドがぎろりと動き、ＧＡＲＰの視覚がその場にへたり込んでいるイリア軍ぐん曹そうの姿を捉とらえた。

　ちょうどいい、とＧＡＲＰは思った。

　外部音声に断固たる決意を込めて、こう宣言した。

『お騒さわがせして申し訳ありません。これより私[image: にじゅういんようふ]GARP.LUNOR.rn.luna[image: にじゅういんようふ]は、我が部隊の教官の脱だつ柵さく行為に同行しこれを幇ほう助じよすべく、私自らの責任に於おいて出しゆつ撃げきします。危険ですので白線の内側までお下がりください』その声の背後にアマルスの内部チャンネルの信号が混じり『このくそバカ野や郎ろうてめーまだ教官がおっ始めもしねーうちに手の内バラしてどうすんだっ!!』それにＧＡＲＰが言い返して『うるさいなちょっとくらいフライングしたっていいじゃないですかこういうのいっぺん言ってみたかったんですよ!!　どのみちわたしが起動すればこの人には気づかれるんだから一いつ緒しよでしょ!?　ねえ、あなただってそう思うでしょ？』

　イリア軍曹はすでに失しつ神しんしていた。

　──くそ。

　横倒しになった発令席で、サイドスティックを握にぎり締しめ、アマルスは網もう膜まく視覚で周囲をぐるぐると見回す。ドックに駆かけ込んでくる者の姿はまだない──今は。

「プリンがぜんぶこぼれちゃったよおアマルスのばかあっ!!」

「だから教官が動き始めるまで起動は待った方がいいって言ったのにっ!!」

　横倒しになったコクピットにアイとマリポの金切り声の抗こう議ぎが上がる。チャーミーはメガネの中にとってもキレイなお花畑を見ており、無む謀ぼうにもシートベルトをしていなかったペスカトーレは左前席で逆さまになっていた。

　ルノアが騒さわぎを起こし始めてからであれば、監かん視し機構のシステムパワーの大部分がそっちに割さかれるから、ＧＡＲＰを電子的に縛しばっているプロテクトをウイルス攻こう撃げきすることもできたし、もっとスムーズな起動もできた。が、アマルスはルノアの行動開始よりも早くＧＡＲＰを動かせる態勢にしておきたかったし、である以上はプロテクトを強引に黙だまらせて無理矢理起動するしかなかった。

　ともかく起動はした。ついでにぶっこけて派手な音も立てた。誰だれかに聞こえなかったはずはない。関節の液化が安定するにはまだいくらか時間がかかるし、液化が安定するまでは気門がエアを取り込む音は止まない。起動した瞬しゆん間かんよりは幾分ましにはなっているものの、アマルスはこの吸気音だけでも隠かくそうと思った。

「こらチャーミーいつまでもボケてんじゃねえっ！　電源バスそっちに回したからさっさと対消滅型熱音響迷彩ブラツクホール・オカリナ動かせ！」

　それにＧＡＲＰが答える。

『それはできません』

　嚙かみつくようにアマルスが咆ほえ返す。

「なんでっ!?」

『転んだ拍ひよう子しに床ゆかにぶつかって壊こわれました』

　ぶち。

　アマルスはキレた。指揮官にあるまじき沸ふつ点てんの低さと言えよう。『ちょっとアマルスさん無茶しないでください！』と叫さけぶＧＡＲＰの声もアイとマリポの悲鳴も無視して、転倒していた機体を乱暴に引き起こした。バージに格納されている他ほかの機体にどかんどかん接触しながら歩き、目の前に立ちふさがる巨きよ大だいなフェンスをぶち破って、廃品置き場ジヤンクヤードにつんのめるように踏ふみ込んだ。

　センサーを蠢うごめかせる。

　あった。

　両りよう腕うでの制せい御ぎよをマリポとペスカトーレから内的に奪うばい取り、廃はい品ひんを装って隠かくしておいた30ミリチェーンガンを右手でつかみ、長い給きゆう弾だんベルトにつながった巨大なドラムマガジンを右上じよう腕わん部ぶ下部のパイロンに下げた。再びフェンスを突つき破って歩き、給きゆう弾だん機きにマガジンを殴なぐりつけるような勢いで接続する。今度はチャーミーから接続系の制せい御ぎよをぶん捕どって兵へい站たん管理のシステムにアクセス、ルノア隊の割当て領域に侵しん入にゆうした。

　動かないはずの給弾機が動いた。

　減損ウラン弾芯有翼鉄鋼弾トランプル・チツプの三千発チェーンが、ドラムマガジンに二秒で給弾ロードされた。

『使用済み弾頭ゴースト・ウオーヘツド』というやつである。もともとは実機演習などで支給され、データ上はその演習で「消費した」ことにして、決けつ闘とう用ようなどの目的で秘ひ匿とくされている「存在しないはずの弾たま」である。そしてアマルスは無む造ぞう作さに30ミリのセフティを外し、当然のことのようにＦＣＳに火を入れた。

　そして、午後七時ヒトキユウマルマルは、誰の上にも平等にやってきた。
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　Ｄ＋の中で、ルノアは下着姿になった。

　空調は動いているはずなのに、コクピットの中の空気は少しも温まらない。歯をがちがち鳴らしながら33型汎用Ｄシエルに着替えた。脱ぬいだ略式平服をシートの隙すき間まに突つっ込み、サイドスティックに引っかけてあったヘッドギアをかぶり、レーザーケーブルをコネクターに接続した。オールパワーアップのスイッチを探して手が泳いだ。無停止システムであるＤ＋に、そんなものはない。

　息を整える。

　空中表示される積層ＡＬＦ画像。見も知らぬメッセージが網もう膜まくに次々と書き込まれる。あるべきボタンがなく、何に使うのかよくわからないレバーがある。クレイプとそう違わないだろうと思っていたが、甘あまかった。何もかもぶっつけだ。ルノアの筋肉の反応を33型汎用Ｄシエルが拾い、その情報が一次反応支援機構ハンテイング・イージスに流れ込んでいく。

「──いくよ」

　つぶやき、ルノアは簡易催さい眠みんの野戦反応ブーターをキックした。

　Ｄ＋がそれにリンクし、数限りないセフティが次々と外れ、緑色の眼球の中の猛もう烈れつな戦意が急速に高まった。突とつ然ぜん、ルノアの網もう膜まくにＤ＋の思考が生なまのままで書き込まれた。生体素子のデバッガーが使用する簡易言語だ。

　弐番結線：［入］──我可動？　我可動？：［切］

　そしてルノアの身体からだを、決して小さくないＧが襲おそった。Ｄ＋はルノアの返事を待たず、目の前に置かれていた菊千角大た刀ちを摑つかみ取り、金属繊せん維いの封ふう印いんを軽々と引き千ち切ぎって身を起こした。

「こらあっ!!」

　ルノアはその動きを制せい御ぎよしようとして、スティックをひねってメインバスにマスターコマンドを突つっ込んだ。おかげで事態は悪化の一いつ途とをたどった。Ｄ＋はコンテナの正面の壁かべに激げき突とつし、その衝しよう撃げきでコンテナのフローターがフレームから外れた。コンテナが不ふ凍とう液えきの上でぐらぐらと揺ゆれる。その度にＤ＋は壁かべにぶつかる。右肩かたにぶつかってきた壁の衝しよう撃げきがスティックにキックバックされ、それを感じたルノアの筋肉が「邪じや魔まだ」と思ってしまい、その反応をＤ＋が拾ってしまった。Ｄ＋が右みぎ腕うでを振ふるい、上じよう腕わん部ぶを壁へき面めんに叩たたきつけた。

「なに勝手なことしてんのよバカあっ!!」

　──まだ？　まだ動いちゃだめなの？

　Ｄ＋が殴なぐりつけた壁は、ひとたまりもなく吹っ飛んで外れた。どっと流れ込んできた不凍液がＤ＋を呑のみ込み、コンテナは横倒しのまま沈み始めた。ルノアはとにかくＤ＋をコンテナの外に出そうとした。その途と端たん、「どば」という水音を聞いた。網膜視覚を切ってコクピットの中を見回す。

　コクピットが浸しん水すいしていた。

　あちこちから、青く着色された不凍液が噴ふき出すような勢いで流れ込んでくる。

「ま、まだ気密処理されてなかったの!?」

　網膜視覚が勝手にＯＮされ、

　弐番結線：［入］──我思既言及其事項：［切］

「言ってないっ!!」

　このままでは溺おぼれ死ぬ。ルノアは必死になってＤ＋を操り、コンテナから運河の水底へともがき出た。クレイプは水中環境での運用などサポートしていない。センサーの画像はぐにゃぐにゃに歪ゆがみ、関節の液化異常を告げるエラーがひとつまたひとつと網膜を埋うめていき、コクピット内に噴ふき出す不凍液がルノアの身体に浴あびせられ、

　どうにでもなれとばかりに、全スラスターをキックした。

　Ｄ＋のコンテナが浮かんでいた貯蔵池は５００立方メートルほどの容積で、他ほかにも七つのコンテナが不ふ凍とう液えきにたゆたっていた。そのＤ＋のコンテナがさっきからサイコロのようにどかんどかん揺ゆれ動いていたわけである。Ｓ４格納運河はその広さの割に普段から作業員がほとんどいない場所だが、数少ない作業員たちは誰だれもが「何事か」と貯蔵池に目を向けていた。

　彼女たちの見ている前で、貯蔵池が爆ばく発はつした。

　貯蔵池と同じ太さの水柱は、格納運河の天てん井じようまで軽々と届いた。七つのコンテナがおもちゃのように宙に舞い、Ｄ＋の格納されていたコンテナなどは水圧に木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだかれ、水みず煙けむりに呑のまれて影も形もなくなってしまった。

　そして、Ｄ＋の烏からす色いろの身体が水柱から飛び出した。

　そのコクピットの中で、ルノアは失神Ｇ・ＬＯＣＫしていた。

　Ｄ＋は空中でぐらりと傾かしぎ、自分の意思でリニアクレーンのケーブルにしがみつこうとして失敗した。あまりといえばあまりの光景に口を開けていた作業員たちが、桟橋バージめがけて落下してくるＤ＋に悲鳴を上げて逃げ惑まどった。ルノアが意識を回復したとき、Ｄ＋はあと数すう瞬しゆんで桟橋に激げき突とつしようとしていた。考えるよりも早く、右みぎ腕うでが着地処理のコマンドを入力していた。

　轟ごう音おん。

　着地の衝しよう撃げきに桟橋は三十度以上も傾かたむき、フォークリフトやケーブルドラムが運河に投げ出された。Ｄ＋は桟橋に半ばめり込んでおり、ルノアはそこから抜け出そうと、パニックを色いろ濃こく引きずりながら悪戦苦く闘とうを続ける。

　すごい──とか、そんなレベルではなかった。

　スラスターをキックした瞬しゆん間かんに自分の意識は消失した。衝撃を感じた記き憶おくすら残っていない。意識下のログには「瞬間最大17Ｇ」という記録が残っているが、そんなものはうそに決まっているとルノアは思う。

　サイドスティックがまるで「意識消失レバー」のように思えた。

　テストパイロットが死ぬはずだ。

　弐番結線：［入］──我感不安汝身体状況、我思我動作過速度激、如何？：［切］

　乗っている機体に心配された。

　ムカついた。

「うるさいわね寝不足なのよあんなのほんとはへっちゃらなのよさっさと索さく敵てき始めなさいすぐにお客が来るわよ!!」

　弐番結線：［入］──笑：［切］

　ルノアは真まっ赤かっかに赤面した。声を限りに叫さけぶ。

「わらうなあっ!!」

　辛かろうじて逃げおおせた作業員たちの目の前で、沈ちん没ぼつしかかった船のように傾けい斜しやしていた桟橋が、ゆっくりとゆっくりと水平に戻もどっていく。

　その中央のあたりでむくりと身を起こす、スラスターの廃熱にまみれた黒い影がある。

　類るい人じん猿えんのような、ひどい猫ねこ背ぜだった。

　ほとんど四つん這ばいに身をかがめ、低く腰こしを落としている。プラネリアムそっくりの動きで頭を揺ゆらし、緑に輝かがやく額ひたいの眼球で敵の姿を探し求めている。ゴリラの如ごとく床ゆかに落とした右手にも、菊文字の巨きよ大だいな軍刀を握にぎる左手にも、鈍にぶく輝かがやく銀色の爪つめがあった。

　その銀色は、興奮したＤ＋が親指と小指の先から１メートル以上もはみ出させた『殺猿爪レイザークロウ』──横おう紋もう筋きん制御された有神経振しん動どうブレードの銀色だった。

　あれは、プラネリアムだ。

　その姿を目にしたひとり残らずが、そう考えた。
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　よって、ヤマグチ次官の元に届いた第一報は、「Ｓ４格納運河にプラネリアム出現」というものだった。時刻は午後七時十二分ヒトキユウヒトフタ。

　これは言うなれば「ホワイトハウスにカダフィ大たい佐さが出た」と叫んで回るのと似たようなレベルの話なのであって、普通なら誰だれしも「最近ちょっとあったかいしね」くらいにしか思わない。どこからどうやって発生するのか、こうした突とつ拍ぴよう子しもない誤報というのは時々あって、ヤマグチ次官も危あやうく意識の上うわっ面つらで軽く流してしまうところだった。

「Ｓ４格納運河に」のひと言が、かろうじてすべり止めとなった。

　これがもし「第二階層に」だったら、ルノアの脱だつ走そう劇げきへの対応は絶望的なまでに遅おくれていただろう。

　そして、一度意識を振ふり向ければ、「プラネリアム」という言葉とＤ＋の姿はあっという間に結びつけることができた。

　すでにその瞬しゆん間かんで、ヤマグチ次官の冷静さはほぼ破は壊かいされていたと言ってよい。時を置かず、次のパンチがヤマグチ次官を捉とらえた。保安中隊の情報送信を管理するシステムが、三基の予備も含めて一挙にダウンした、という悲鳴のような報告だった。

　ウイルス攻こう撃げきらしいという。

　それがルノアの手によるものではないと考える理由は、何ひとつなかった。

　まさに、「まさか」だった。

　ヤマグチ次官は人を走らせ、保安中隊に緊きん急きゆうの出動要よう請せいを伝えた。ふたつ──ルノア・キササゲ大たい尉いを拘こう束そくすることと、第二階層Ｓ４格納運河にあるはずのＤ＋を確保すること。

　もう遅おそいとは思いつつも、そうした。

　ルノアはもうとっくに「動いて」いるはずだった。

　そうするように、自分が教えた。

　そして、ルノアの身み柄がらを押さえるよりもまず、コロニーの外部へと通じている場所を封ふう鎖さしてしまうことが先決だと思い至った。オルドリン最上層の各所に嵐あらしのような連絡を入れた。

　そのことごとくが接続不能だった。

　山のようなファイルを抱かかえ、執しつ務む室しつのドアの前で立ち往生していたヤヨイ・キサラギ准じゆん尉いは、中から飛び出してきたヤマグチ次官とぶつかって、二人してひっくり返った。が、ヤマグチ次官はものも言わずに起き上がり、「一いつ緒しよに来なさい！」と叫さけんで通路を駆かけ出した。

　来なさいと言われたのに、ヤヨイはその場にしゃがみ込んだまま、呆ぼう然ぜんとヤマグチ次官の姿を見送った。

　死ぬほど驚おどろいていたのだ。

　ヤマグチ次官が走っているという、信じられない事実に。
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　オルドリンの様々な場所で、チャーミーの仕掛けが次々と動き始めていた。

　それらは、あるものはロッカー長屋の「呪のろいの13番」の中に、あるものはランドリーに並んでいるクリーナーの陰かげに、またあるものはエレベータのわきの自動販売機の下に隠かくされていた。単純な仕掛けだ。テープで縛しばりつけられた携けい帯たいデータアクセサーと電話基板。その二つはケーブルで接続されており、データアクセサーは内部のタイマーと連動してちっぽけなプログラムをランさせるように命じられていた。

「呪いの13番」の中で、クリーナーの陰かげで、自販機の下で、パケットの送信が始まったことを示すＬＥＤが、決められていた順番通りに、次々と点ともっていく。




　そのチャーミーの仕掛けに、ルノアは十九秒遅おくれていた。

　最上階層へと侵しん入にゆうしたＤ＋が輸送路を走り抜ける。そのコクピットの中で、ルノアはチャーミーから与えられた指示を反はん芻すうし続けていた。

　──保安中隊が出てくるとしたら、七番か八番の大型エレベータからです。

　後に便器の中で燃やされた手書きの地図を指さし、チャーミーは言った。

　──だから、手っ取り早く、カグヤ全体の制せい御ぎよをウイルスで叩たたきます。システムは非常事態モードに入ってすべての隔かく壁へきを自動閉へい鎖さしようとするはずですから、遅おそくとも状じよう況きよう開始から３００秒以内に、カグヤの中まで侵入していてください。

　弐番結線：［入］──我恐我等不着既定場所以内時間：［切］

　そうしたＤ＋の発言にルノアはいちいちムカつく。スラスターを使おうかとも思うが、身体からだがそれを恐こわがる。網もう膜まくのすみに表示されている作戦時間が焦あせりに拍はく車しやをかける。

　くそ度胸を決めた。

　スティックにコマンドを、スラスターに推進剤をぶち込んだ。Ｄ＋が前方に跳はね飛ばされるように加速した。抗こうＧセッティングのシートにルノアの身体からだが埋うまり、墨すみを流したように視界が暗く染まっていく。ワイヤーを壁かべに打ち込んで支道へと曲がり、間抜けな感じに回転する非常灯の黄色い光と、ゆっくりと閉へい鎖さし続けている隔かく壁へきを前方に見た。隔壁と床ゆかとの隙すき間まはもう10メートルもない。

　弐番結線：［入］──我思我等不着既定場所以内時間：［切］

「あんたひとりならそうかもね！」

　ルノアは吐はき捨て、さらに速度を上げた。隔壁に激げき突とつする寸前に姿勢制せい御ぎよを殺し、網もう膜まくを警告メッセージで埋め尽つくす勢いでＤ＋の上体を前方に捨てた。プログラム的には「転倒」状態のまま、機体の足の先までが隔壁の下をすり抜けるタイミングを勘かんだけで読み、右手を床に突つき立てて、片かた腕うでで跳ちよう躍やくし、１．２秒後に嵐あらしの如ごとき着地処理。

「どうだっ!!」

　機動の結果に生じたベクトルを殺し切れず、隔壁をクリアーしたＤ＋は両りよう膝ひざを床に突いたまま、とんでもない速度で床を滑すべり続ける。

　弐番結線：［入］──驚：［切］

　ルノアは勝ち誇ほこった。まるで子供だった。全身をＧに舐なめ尽つくされ、耳の穴からは脳のうミソがあふれそうになっていたが、それをＤ＋に悟さとられまいとして懸けん命めいに強がっていた。スティックを軽く起こし、Ｄ＋の両膝が宙に浮く。それだけのことで、ルノアの鼻からも脳ミソがこぼれ出そうになる。簡易催さい眠みんによって体感覚がある程度は麻ま酔すいされている。そうでなければとても耐たえられるものではない。シートで七しち転てん八ばつ倒とうしているはずだ。

　──コロレフ丘きゆう陵りよう１４７丁目の通路に入ったら、とりあえずはまっすぐに走るだけです。ですが、この通路には支道が全部で七本あって、そのうちの五本が保安中隊の大型突とつ入にゆう経路と連絡しています。いいですか──まず、状じよう況きよう開始後＋３２０で、通路の照明まわり全部をウイルスで殺します。

　通路の照明が消えた。ルノアの網もう膜まくが暗視画像に塗ぬり替えられた。速度はこれっぽっちも落とさない。

　──通路を真っ暗にしてから、＋３５０で第一隔かく壁へき、＋３７０で第二隔壁、最後に＋３９０で第三隔壁を落とします。それまでにコロレフを走り抜けて、カグヤの七番ベイエリアに続くエレベータにまでたどり着いてください。

　闇やみの中、緑の瞳ひとみを輝かがやかせた烏からす色いろの巨きよ体たいが走る。聴覚センサーがサーボの駆く動どう音おんを捉とらえた。隔壁が降り始めている。第一を楽勝で潜くぐり抜け、第二をかなり危あぶなっかしくすり抜け、第三の30メートル手前でスラスターをＯＮした。暗視網膜が耐たい閃せん光こうシールドされ、ベクターノズルのウイングが噴ふん射しや方向を制せい御ぎよしようとして生き物のように蠢うごめいた。

　加速。

　第三隔壁をクリアーした。

　ルノアが肩かたで息をしている。エレベータは目前に迫る。

　──これで、追っ手のほとんどは振ふり切れると思うんです。だけど、これだけやっても不安はやっぱり残りますね。ヤマグチ次官の動き次第なところあるから、行く手に先回りしようとしていた保安中隊が、隔かく壁へきの閉へい鎖さに取り残されているケースもあり得ますから。

　そのとき、

　──あれ、敵？

　Ｄ＋の思考を直じかに聞いた。闇やみに向けて、ＦＣＳ越しに「目」を見開いた。

　会敵。

　エレベータの直前に、保安中隊仕様のプロトクレイプが二機。

　叩たたき潰つぶさなければならない。チャーミーのウイルスはエレベータに電力を二十秒間しか供給してくれない。それまでにあの二機が片付かなかったらアウトだ。

　Ｄ＋は重心を背後にずらし、両足で滑すべるようにして、意外なほどに速度を緩ゆるめた。

　停止した。

　上体を前に倒す。両足をがに股またに、広げられるだけ広げる。菊千角を握にぎる左手の甲こうを床ゆかに落とし、右手の親指と小指から爪つめが長々と伸のびていく。猫ねこ背ぜを一層丸め、相手のひざよりも低い位置から二機をじろりと見回す緑の瞳ひとみが、こう考えた。

　どっちから殺そうかな、と。

　チャーミーがルノア脱だつ走そうの状じよう況きよう開始を午後七時ヒトキユウマルマルと決めたのは、ウイルス攻こう撃げきによる情報遮しや断だんに加え、保安中隊のシフト引ひき継つぎのタイミングにぶつけてさらなる混乱を誘さそうためである。

　そして、その計略は、十分すぎるほどに功こうを奏そうした。

　中隊から最初に出しゆつ撃げきした牝狼群ストライクパツケージは、最上階層へと侵しん入にゆうした後に三つの斥せつ候こう隊たいに散開した。Ｄ＋の正確な位置ははっきりしていなかったが、カグヤにある八つのベイエリアのうち、現在も使用可能な第二、第三、第七のいずれかがＤ＋の目的地であることは疑い様ようもなかった。分隊長ママウルフは「Ｓ４格納運河から一番近い」という単純な理由で第七を本命と見て、二つの斥候隊で第七へと続くエレベータを固め、残るひとつをコロレフ１４７の起点へと急行させた。増援を期待しつつ、囲みへと飛び込んでくるはずのＤ＋を挟きよう撃げきする腹だった。

　そして、斥候隊が予定のポジションへと展開しようとしたその瞬しゆん間かんを狙ねらったかのように、チャーミーのウイルスが隔かく壁へきを次々と落とし始めた。

　部隊はひとたまりもなく分断された。ウイルスは無線の中ちゆう継けいポイントにアクティブノイズを突つっ込み、三つの斥候隊は電波障害の影響をもろにかぶって、無線で互たがいの位置を確認することもできない有あり様さまとなった。各機は散り散りとなって、それでもどうにか隔壁に閉じ込められる前にウイルス圏内を脱出していたが、逃げ遅おくれてコロレフ１４７に取り残されたマヌケが二人だけいた。

　運の悪い奴やつらだった。

　ノヴァリー・フラ・マウロ一等砲ほう手しゆ、十六歳さい。

　フェルミ・レヴィット二等砲手、十四歳。

　二人とも、まだ右回り左向きも満足にできない、牝狼群ストライクパツケージ編成の頭数合わせに引っぱり出されたぴっかぴかの研修生だった。

　コロレフ１４７の暗くら闇やみの中で、二人のプロトクレイプはぴったりと背中を合わせて床ゆかにしゃがみ込んでいた。互たがいのコミュニケータを有線接続し、フェルミ機はバルカンランチャーを構えて周囲を警けい戒かいし、ノヴァリー機は第七へと続くエレベータの電源をなんとかして復活させようとしていた。

　──ねえまだ？　まだエレベータ動かないの？　電源が切断されてるだけなんでしょ？　ほんとにこのエレベータで下の階層に降りられるのかな？　他ほかの道探した方がよくない？　照明弾だん使ってもいい？

　──まだエレベータは動かない。電源バスの他にもブロックされてる箇所があるかもしれない。このエレベータで下に降りられるかどうかはわたしも知らない。だけど無む闇やみにうろうろするよりはずっとマシ。照明弾は絶対使っちゃだめ。

　──ねえ、クレイプＤ＋ってどんなの？　つよい？

　──知らない。

　──ねえ、ルノア・キササゲ大たい尉いって、あのルノア・キササゲ大尉でしょ？

　──口動かさないで目玉動かしな。

　──ねえ、どうしてなのかな、どうしてルノア大

　フェルミの言葉が不意に途切れた。どこかで再び、隔かく壁へきの落ちる音が聞こえた。

　──フェルミ？

　フェルミは答えない。ノヴァリーは背面視覚に意識を振ふり向けた。さっき見たときにはふらふらと落ち着きのなかったフェルミ機のバルカンランチャーが凍こおりついたように動きを止めており、その40メートルほどむこうの闇の中に、緑色の目玉が浮いていた。

　その目玉が、流星の尾のような残像を引いて、冗じよう談たんごとではすまない速度で左へと疾はしった。

「フェルミっ!!」

　ノヴァリーは恐きよう怖ふに冷れい凍とうされてしまったフェルミ機を突つき飛ばし、ディスペンサーの照明弾をあるったけ射出した。マグネシウム色の閃せん光こうが通路を満たし、緑の目の真っ黒なバケモノが四つん這ばいで飛びかかってきたときにはもう何をしようと無む駄だなあがきだった。途方もない衝しよう撃げきがノヴァリーを襲おそい、右足の激痛をノヴァリーは「熱い」と感じた。狭せまいコクピットが自分を押し潰つぶそうとしているかのように歪ゆがみ、シートに身体からだを固定しているエアバッグが破は裂れつする音を聞いた。折れたフレームが右足に突つき刺ささり、そこから噴ふき上がる鮮せん血けつの赤を見た。33型汎用Ｄシエルが傷口を止血しようとして縮み、その圧力を右足に感じ、それを最後にノヴァリーの意識はゆっくりと消失していく。

　フェルミは、Ｄ＋がノヴァリーのクレイプを捕ほ捉そくし、コクピットの正面に右の肘ひじを打ち込んで壁かべに叩たたきつける瞬しゆん間かんを見ていた。何もせずにただ見ていた。恐ろしくて、目をそらすことも、指一本動かすこともできなかった。ノヴァリーのクレイプにのしかかったＤ＋が超ちよう振しん動どうブレードの柄つかに右手をかけたときも、フェルミは何もせずに、ただ見ているだけだった。

　と、Ｄ＋の挙動が乱れた。

　Ｄ＋は超振動ブレードを半分ほど抜いた。が、そこでいきなり刃やいばを鞘さやに収め、頭部をふらふらと揺ゆり動かし、突とつ然ぜんぐらりと上体を傾かたむけて床ゆかに横倒しになった。回路を雑ざつ菌きん汚お染せんされたクレイプの資料映像に似ているとフェルミは思った。横倒しになったＤ＋は床を軋きしませてもがき、立ち上がろうとして立ち上がれずにいる。まるで、Ｄ＋の中に二つの相反する意志が──立ち上がろうとする意志と、立ち上がらせまいとする意志が存在しているかのようだった。少なくともフェルミにはそう見えた。

　突然、Ｄ＋がすべてのスラスターを全力噴ふん射しやした。

　噴射の衝しよう撃げきはフェルミのクレイプをも弾はじき飛ばし、Ｄ＋の身体からだは横に一回転し、とんでもない勢いで床を滑すべって反対側の壁に背中から激げき突とつした。何が起こっているのか、フェルミにはまるでわからなかった。Ｄ＋は身体を壁にめり込ませたまま動かない。あんな加速で壁に激突したら、乗っているパイロットは失神Ｇ・ＬＯＣＫくらいでは済まないだろうとフェルミは思う。死んだかもしれない。

　が、信じ難いことに、Ｄ＋はむくりと身を起こした。

　緑の瞳ひとみが輝かがやきを増していた。Ｄ＋は踊おどるような、それまでにも増して獣けだものじみた動きで改めてノヴァリーのクレイプに飛びかかり、装そう甲こうの裂さけ目に爪つめを立てて機体を引き裂き始めた。腕うでを引きむしり、脊せき柱ちゆうをつかみ出し、飛び散った関節液が通路の床を銀色に染め、Ｄ＋は何かに取り憑つかれたような勢いでノヴァリーのクレイプを解体していく。

　Ｄ＋が何をしようとしているのか、フェルミにもようやくわかった。

　Ｄ＋は、パイロットをほじくり出そうとしているのだ。

　フェルミの網膜には僚りよう機きのステイタスが表示されている。ノヴァリーの33型汎用Ｄシエルが拾った心拍数は、毎分１２０のあたりを上下している。ノヴァリーはまだ生きている。

　しかし、このままでは、ノヴァリーはあの怪かい物ぶつに殺される。

　泣き声と一いつ緒しよに勇気を絞しぼり出した。バルカンランチャーをポイントした瞬しゆん間かん、それまでフェルミのクレイプなど頭から無視していたＤ＋の緑の瞳が、弾はじかれたような動きでフェルミを振ふり向いた。恐きよう怖ふに負けた。ランチャーをパニックトリガーした。いくらフェルミでも外しようのない距きよ離りだった。弾たまはウイルス弾頭ウオーヘツドだ。一発でも命中すれば、遺伝子改良されたウイルスが回路を食い散らかし、どんな多た脚きやく兵器をも三秒で行動不能にする。

　一発どころか、二十七発も命中した。

　その二十七発のうち、Ｄ＋の烏からす色いろの装そう甲こうを貫通できたものは皆無だった。

　悲鳴を上げた。

　Ｄ＋はフェルミのクレイプに体当たりし、両機はもつれ合い、七番ベイエリアへと続くエレベータの扉とびらを突つき破って内部へと転がり込んだ。バルカンランチャーがどこかにはじけ飛んでしまった。Ｄ＋は、今度はフェルミのクレイプを爪つめで分解し始める。耳を聾ろうする轟ごう音おんにフェルミは泣き叫さけび、腰こしのパイロンから電撃警棒スタンロツドを引き抜いて、サイドスティックにでたらめなコマンドを投げ込んで必死に抵抗する。が、あまりにもパワーが違いすぎる。

　そのとき、フェルミは、その声を聞いた。

　聞いたように思った。

　──お願い、答えて！　回路を開けて!!

　驚おどろいて、固く閉じていた目を開けた。網膜視覚の中、目前にあるＤ＋の頭部の、可か視し光こう視覚センサーのひとつが点てん滅めつを繰くり返している。すでにまともな思考など消し飛んでいたフェルミは、「回路を開けて」という言葉の意味もわからぬままに、Ｄ＋の可視光センサーと視線を合わせ、コミュニケータの排はい他たプロテクトを殺していた。

　レーザー通信による音声接続が確立され、フェルミのヘッドギアの中に叫び声が弾はじけた。

『落ち着いて聞いて！　さっきまであなたが仲間と有線会話するのに使ってたケーブルがあるでしょ!?　それをわたしの機体の首の後ろにあるコネクターに接続して、そっちのコントロールを全部「外部」に切り替えて!!　早く!!』

　何が何だかわからない。ケーブルって、そんなものどこに──あった。そうだ、さっきまでノヴァリーと話をするのに使ってたケーブル。電波障害がひどくて無線で話ができなかったから。ノヴァリーのクレイプとつながってたはずのそのケーブルが、今は真ん中のコネクターから外れて、わたしのクレイプの首からたれ下がってぶらんぶらん揺ゆれてる──

　スティックを操り、右手を動かし、そのケーブルを捉とらえた。フェルミは、自分を解かい剖ぼうし続けている怪物の首筋にケーブルのコネクターを接続し、言われた通りに、コクピットの操機信号のすべてを外部に捨てた。

　その瞬しゆん間かん、Ｄ＋のパイロットが、フェルミのクレイプのコントロールを奪うばい取った。

　フェルミのクレイプが左手を突つき上げ、緑の瞳ひとみの視線を手で塞ふさぐようにしてＤ＋の顔をつかみ、そのまま力任せに押し上げた。怒り狂くるったＤ＋はその手を苦もなく払はらい除のけたが、その手が払い除けられるまでの一瞬をＤ＋のパイロットは逃のがさなかった。フェルミのクレイプは右手の電撃警棒スタンロツドを逆手に握にぎり直し、Ｄ＋の後頭部の直下、烏からす色いろの装そう甲こうの隙すき間まにねじ込み、生体素子センサーと脊せき髄ずいバスを接続している回路を高電圧で焼き払った。




　フェルミのクレイプとＤ＋は、エレベータの中で、折り重なって倒れている。身動きひとつしない。

　シートの脱だつ出しゆつレバーを片方だけ引き、歪ゆがんで開かなくなってしまったハッチを爆ばく破は処理して、フェルミはコクピットの外へと這はい出した。Ｄ＋のスラスターの余熱に炙あぶられて、エレベータ内部はまるでオーブンの中のようだった。エレベータから走り出て、すでに人の形をとどめていないノヴァリーのクレイプによじ登る。肋ろつ骨こつフレームの隙すき間まに身体からだを突つっ込み、懸けん命めいにノヴァリーの名前を叫さけぶ。

「──だいじょうぶ、血はもう止まってるし、平気だよ」

　ノヴァリーの声。すぐ目の前にあるコクピット内ない殻かくの裂さけ目にマグライトの光が閃ひらめき、そこからにゅっと突き出たノヴァリーの拳こぶしが親指を立てた。フェルミはその手にとりすがってわあわあ泣いた。

「あの黒いやつは？」

　フェルミは震ふるえる息を懸命に押し殺して言葉を探した。が、一体何がどうなったのか、当のフェルミにもよくわかっていない。そんなことよりも──

「そんなことより、無線は動く？　無線で助けを呼べない？　わたしの方は壊こわれちゃってて」

　そのとき、関節の駆く動どう音おんを背後に聞いたフェルミの背筋が凍こおりついた。ノヴァリーの手にもびくりと緊きん張ちようが走り、

「フェルミ、まさかいまの、」

「──違うよ」

　フェルミはそう言った。ノヴァリーの戸と惑まどいが手に伝わってくる。

　背後を振ふり向いたフェルミが見たものは、エレベータの中でゆっくりと身を起こすＤ＋の姿だった。左ひだり腕うでがまるで動かないらしい──超ちよう振しん動どうブレードを右手で拾い上げ、猫ねこ背ぜの上体を軽く伸のばし、Ｄ＋もまた背後を振り返って、フェルミをまっすぐに見つめた。

　そう──確かに、それまでのＤ＋とは違った。

　動きの中に、「人間」が感じられた。

　ノヴァリーがあの手この手を尽つくしてもびくとも動かなかったエレベータが、突とつ然ぜん、ゆっくりと上昇を始めた。通路のあちこちに転がっていた照明弾だんがひとつ、またひとつと燃え尽つきていく。コロレフ丘きゆう陵りよう１４７丁目の通路は再び闇やみに閉ざされていく。Ｄ＋の瞳ひとみの輝かがやきが闇の向こうに消えてからも、フェルミはノヴァリーの手を握にぎり締しめたまま、今も網膜に焼きついて残る緑色の残像を見つめたまま、同じことを繰くり返し、繰り返し考えていた。

　あの黒い怪かい物ぶつがクレイプＤ＋だったのだろうか──と。

　そして、自分の目の前で、黒い怪物との戦いについに打ち勝ってみせたあのパイロットが、伝説の、ルノア・キササゲ大たい尉いだったのだろうか──と。
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　フェルミとノヴァリーのいた牝狼群ストライクパツケージは、少なくとも指揮所からの指示を真面目に実行しようとしていたし、その意味では実に例外的な部隊だったと言える。

　──ルノア・キササゲ大尉のクレイプＤ＋を、発見次第行動不能にせよ──

　ヤマグチ次官はそういう指示を出した。そして、そういう指示を出したヤマグチ次官からして、本音の部分では、そんなことが可能だとはこれっぽっちも信じてはいなかった。おまけにその指示の中には、どうやっても取り返しのつかないミスが含まれていた。

　ヤマグチ次官は、『ルノア・キササゲ大たい尉い』の名前など、絶対に口にするべきではなかったのだ。

　ヤマグチ次官らしからぬミスだった。敵がルノアであることを知らされた保安中隊は、そのひとり残らずが縮み上がってしまった。無む謀ぼうな指示に対する悪感情が、野火のように中隊を席せつ捲けんした。

　──ったく、冗じよう談だんじゃないわ。今まで実戦部隊ばっかり優遇してあたしらの予算は散々にケチって、コストのかかるデバイスを軒並み引っこ抜いた骸がい骨こつみたいなクレイプしか寄越さなかったくせにさ。ふざけんじゃないわよ、いざとなったら自分は安全な場所で指図するだけで、あたしらにはこんなオンボロで、よりもによってあのルノア・キササゲ大尉と戦えっての？

　ほとんどの部隊は、まともに動こうとしなかった。突とつ如じよとして機体の不調を訴えたり、「あたしは死にたくない」とばかりに命令をシカトする者まで出る始末だった。

　状じよう況きようがまるでつかめなかった。

　チャーミーのウイルスに目も耳も潰つぶされ、出しゆつ撃げきした部隊が時折、思い出したように送ってよこす有線通信だけが頼りだった。Ｄ＋と遭そう遇ぐうした部隊がいるのかどうかもはっきりしない。一度だけ、監かん視しサイト群が「戦せん闘とう音おんらしきもの」を捉とらえたと報告してきたが、それきり、どの部隊からも「やった」とも「やられた」とも報告がなかった。

　──ルノアを失うわけにはいかないのに。

　──絶対に、絶対にルノアを失うわけにはいかないのに。

　ヤマグチ次官は叫さけぶ。

「何を使ってもいいわ!!　殺さなければ何をしてもいいから!!　だから、だからルノアを止めなさい!!」

　薄うす闇やみとＡＬＦの光に満たされた中隊の指揮所で、ヤヨイ・キサラギを含め、その場にいた全員が、あまりと言えばあまりの言葉に思わず振ふり返る。

　ヤマグチ次官は発令席に崩くず折おれる。祈るように両手を組み、その上に額ひたいをあずけている。

　誰だれか、お願いだから、お願いだからルノアを止めて──繰くり返し、そうつぶやいている。
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　以降、一切の妨ぼう害がいはなかった。




　輸送母船[image: にじゅういんようふ]DE GAULEE[image: にじゅういんようふ]は、大おお雑ざつ把ぱに言えば、船本体と五つのカーゴブロックが連結した構造をしている。

　そして、カグヤにある八つのベイエリアはすべて『クローズド・ドック』と呼ばれるタイプで、エアロックやエレベータを介かいさずに、輸送通路から直接船のカーゴに乗り入れることができる。ルノアもこれに救われた。Ｄ＋にはまだ気密処理が施ほどこされていなかったのだし、いざとなったら度胸一発、耳につばでもつけて、エアロックとカーゴを隔へだてる真空をフルスラストで突つっ切る以外になかったのだから。

　Ｄ＋の背後でカーゴのハッチが閉へい鎖さされる音を聞いて、ルノアの身体からだから、すべての力がいっぺんに抜け落ちた。

　──やった。

　疲れ果てていた。頭が風船のようにどんどん膨ふくれていく気がする。肩かたで息をするたびに、右の胸に鋭い痛みが走る。肋ろつ骨こつの二、三本はやられているかもしれない。額ひたいにはコブができており、口の中は血の味しかしない。

　Ｄ＋が、機体を壁かべに突つっ込ませた、あのときだ。

　Ｄ＋は最初からルノアの操そう機きに素直に従っているとはお世辞にも言えなかったが、ルノアがあの二機のクレイプを攻こう撃げきしようとした瞬しゆん間かんから、完全な暴走状態に陥おちいった。マスターコマンドもへちまもなかった、Ｄ＋はクレイプのパイロットを殺すためだけに動いていた──とルノアは思う。暴走を止めるべく、ルノアは生体素子の指示母線そのものを切り離そうとした。それを察知したＤ＋は、自らの身体を大加速で壁かべに激げき突とつさせ、ルノアを失神Ｇ・ＬＯＣＫに追い込んだ。

　ルノアが意識を回復するのがあと少し遅おくれていたら、今ごろ、クレイプのパイロットたちは二人とも、原形も留めぬ死体となっていただろう。

　長くて細いため息がもれた。

　残ざん骸がいとなった仲間のクレイプの上からＤ＋をじっと見つめ返してきた、あのパイロットの姿を思い出す。

　マリポにちょっと似てた──とルノアは思う。

　おそらく、生体素子センサーから来るスレイブコマンドをもっとエレガントに制せい御ぎよするためのソフトウエアか何かがあるのだろう──本当は。自分はそれなしでＤ＋を持ち出してしまったのだ。なんとかしなければいけない。脊せき髄ずいバスをぶっちぎった今でこそＤ＋はおとなしくしているが、暴走を食い止める手段をどうにかして講じなければ、こんなもの、本当の意味で、危なくて乗れたものではない。

　まあいい、それもこれも後だ。

　エアバッグを外し、頭のてっぺんから足の先までに鞭むちを打って、ルノアはうめき声を上げながら身体からだを起こした。コクピットの内ない壁へきにテープで貼はりつけておいたレーザーディスケットを引っぺがす。「文句言わないのこれも演習よ」と言い訳をしてＧＡＲＰに作らせた、この船を動かすためのコマンドが記録されたディスクである。案あんの定じようコクピットハッチは開かず、爆ばく破は処理して機体の外に転がり出た。

　カーゴを横切る間ずっと、怒いかりに燃える緑色の視線を背中に感じていた。

　おぼつかない足取りで、それでも可能な限り急いで、ブリッジを目指した。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULEE[image: にじゅういんようふ]内部の容積の大部分は、カーゴと推進システムとで占められている。どの部へ屋やもどの通路も狭せま苦くるしく、どこへ行くにもあっという間にたどり着く。どこもかしこも０Ｇ運用されることを前提に設計されているから、頭の上に座席があったり足の下に扉とびらがあったりで、ルノアはまるでミラーハウスの中を歩いているかのようなめまいを感じた。行く先々にレーザー表示されている、下向きの矢印と「０・８５」の文字。

　ブリッジのハッチまであと四歩という、そのときだった。

　突とつ然ぜんの横Ｇに、ルノアは狭い通路にひっくり返った。あちこちの身体の痛みなど、驚おどろきのあまりどこかに吹っ飛んでしまった。横Ｇはなおも続き、呆ぼう然ぜんと顔を上げた。「下向き０・８５Ｇ」を示すいくつもの矢印の根元から、横向きの矢印が生はえ伸のびていく。合ごう力りきが計算され、その数値が見る間に上がっていく。

　──船が動いてる!?

　それ以上何を考えるよりもまず、床ゆかから跳はね起きて、ブリッジへと飛び込んだ。

　そして、開あいた口がふさがらなくなった。

「よお、遅おそかったじゃねーかよ」

「知ってます知ってます？　この船シャワーが使えるんですよ」

「ねーねー宇宙で窓あけると死んじゃうってほんと？　そうなの？」

「あの、その、ですから、つまり、旅行はみんなでした方が楽しいですよね」

　しんあいなるぺす、しょうじきなところ、わたしはあなたにはふりまわされてばかりだったきがします、でもいまにしておもうのは、あなたのてんしんらんまんさとどんなつらいことでもわらってのりこえてしまうばいたりてぃが、ぶたいをうごかすおおきなちからのひとつとなっていたのではないかとうひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ。

『あールノア教官、わたくし生まれは蒸気の海育ちは氷の海オルドリン、本日本時刻より本船の操そう舵だを務めます２２２─Ｄ『ＧＡＲＰ』と申します。その旨むね教務課へ連絡、はもうしなくていいのか、えーと、あ、教官がお持ちのそのディスケットにはですね、見た目だけは航法コマンドに偽ぎ装そうしたエッチ画像がいっぱいにつまっておりますから、いかようにもお好きに処分して下さって結構です。いやだってほら、本物を渡すわけにはいかないでしょ？　本物を渡してもし教官が先にこの船にたどり着いたら、我々は置いてけぼりを食わされてしまうわけですから。だからそのつまりですね、わたしは止めたんです。ええ止めましたとも。でもアマルスさんたち聞きゃあしなくてですね、まあ、結果としてこのようなことになったと。教官怒おこってます？　何か言ってくださいよ会話はキャッチボールですからつまり私はなにもルノア教官のことを気味が悪いとかそんなことは考えてもおらず』
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　結果として、であるが、ルノアのあまりにも派手な行動は、ＧＡＲＰの動きを完全にカモフラージュする形となった。

　ルノアのみならず、「ルノア隊」が丸ごと脱だつ走そうしたのだという事実をヤマグチ次官が知ったのは、[image: にじゅういんようふ]DE GAULEE[image: にじゅういんようふ]出港の直後だった。が、この段階でも、まだ打つ手はあったはずである。衛星からのピンポイントレーザー攻こう撃げきとか、対衛星巡航弾頭アンチ・サテライト・クルージング・ウオーヘツドとか。機関部を破は壊かいして航行能力を奪うばってしまえば、あるいはこの土ど壇たん場ばで事態はひっくり返ったかもしれない。が、そこまで乱暴な手段ではルノアたちを皆殺しにしてしまう可能性も高かったし、指示を仰ぐ保安中隊仕官の言葉にもヤマグチ次官は答えず、発令席に身をうずめてうつむくばかりだった。それきり指揮所には口を開く者もなく、投降を呼びかける通信士の言葉と、それに「ばかめばかめ」と答えるペスカトーレの声が響くばかりとなった。その十分後、兵へい站たん部ぶからの悲鳴のような報告が指揮所に入った。訓練用の核かく地じ雷らいが二発も紛ふん失しつしているというのだ。

　ヤマグチ次官が、うつむいたまま、ぽつりとつぶやいた。

「衛星上に記録されている重要なデータを待たい避ひさせなさい。今すぐ」

　時をおかず、[image: にじゅういんようふ]DE GAULEE[image: にじゅういんようふ]から二つのコンテナポッドが射出された。ペスカトーレの声が指揮所に響く。

　れでぃ!!　おぺれーしょんすかんく!!　くらえーＥＭＰばらーじ!!　まーく!!

　月の軌道上に、二つの太陽が出現した。

　ここまでやるか普通──ヤマグチ次官を除く全員の口が、開あいたままふさがらなくなった。

　五指に余る数の衛星が消しよう滅めつし、両手に余る数の衛星が正常な軌き道どうから押し出された。生き残ったものも電磁パルスに回路を焼かれて、太陽を追つい跡せきすることさえできなくなった。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULEE[image: にじゅういんようふ]は加速していく。




　さらにその二十分後、オルドリンの基地司令はサヨコ・ヤマグチ大佐からカミーユ・Ｒ・Ｒ・ブロック大佐へと引き継つがれた。




　さらにその三十分後。ヤマグチ次官は、通路を歩いている。ヤヨイが小走りにならなければついていけないほどの速度で、足早に通路を歩く。待ってください──と、少し恐こわかったけれど、ヤヨイはそう声をかけようとした。それを見み透すかしていたかのように、

「わたしも地球に降りるわ」

　ヤヨイの言葉を呑のみ込み、それとは別の言葉があふれ、

「だ、だって、無理です！　どうやってそんな、」

　ヤマグチ次官は突とつ然ぜん足を止めて振ふり返った。止まりきれなかったヤヨイはその身体からだにぶつかった。あ、すいませ──そう言おうとした瞬しゆん間かん、ヤマグチ次官の大声に心をはり飛ばされた。

「無理でも何でも地球に降りるの!!　何をしてでもルノアたちを連れ戻もどさなきゃ──」

　ヤヨイはその場に凍こおりついた。

　そして、涙なみだが頰ほおを伝い落ちていることに気づき、ヤヨイは自分でも慌あわてた。

　どうして泣いているのか、自分でもわからない。

「──ごめんなさい」

　怒ど鳴なったことを心の底から後こう悔かいしているようなヤマグチ次官のつぶやきを聞いて、ヤヨイの息はなお一層震ふるえを増した。

　何が悲しいのか、自分でもわからなかった。
















　祭りが終わったかのようだった。




　ルノア隊の集団脱だつ走そうは、翌日以降のオルドリンの訓練カリキュラムを完全に麻ま痺ひさせてしまった。

　全訓練部隊に「別命あるまで自室にて待たい機き」という指示が出た。関係者は誰だれも彼かれもが事情聴ちよう取しゆを受け、あらぬ噂うわさが無限増ぞう殖しよくを始めていた。





[image: くぎり]






　チャーミーから事の次第を聞き出して、それから、死ぬのではないかと思うほど悩なやんだ。とうとう何も決められないまま、電気椅い子す通りにエレベータを止めてルノアを待ち伏ぶせした。心のどこかではほのかな期待を抱いだいていた、確かに。

　が、むしろ、きっぱりトドメを刺さしてもらえばこの苦しみにケリがつく──そんな考えが頭に取り憑ついて離れなかったし、結局はその通りになった。

　だからカデナは、めちゃくちゃになった。

　丸一日、なにをする気にもなれなかった。

　個室にこもり、ベッドの上で毛布を頭からかぶって丸くなっている。

「カデナ」

　ナツキの声がしても、ベッドの上の毛布の山はぴくんとも動かない。ナツキはベッドに歩み寄り、人差し指で毛布の山を揺ゆすった。毛布の山は、死にかけたダンゴ虫のような反応しか示さない。

「カデナっ!!」

　ナツキは毛布を無理矢理引っぺがした。その下から現れ出たカデナの顔は、ねばっこい涙なみだでべとべとに濡ぬれていた。

　ナツキは、ふん、と鼻（を鳴らし、）。

「いいザマね。カデナ・メイプルリーフここに死す、ってわけ」

　カデナはナツキを見ようともしない。生せい気きの枯かれ果てた息が口からもれる。言葉として聞くならば、それはこう聞こえた。

「──だって、もう、もうぜんぶどうでもいいんだもん、もうがんばらないもん。訓練なんかもうしないもん」

「ルノア教官がいないから？」

　言葉もなく、うなずきもしなかったが、カデナは明確に肯こう定ていした。

「じゃなんでルノア教官と一いつ緒しよに行かなかったのよ？　いつもの勢いはどこいっちゃったの？」

　カデナの答えは機械的で、感情も計算も噓うそもなかった。

「──わたし班長だもん、部隊ほっぽり出してどこか行っちゃいけないんだもん」

「ルノア教官にそう言われたの？」

　消極的な肯定。

「で今こうして腐くさった死体になってると」

　またも肯定。ナツキに背を向ける。

「腰こし抜け」

　容よう赦しやのない言葉に、カデナの肩かたがびくりと反応した。

「さすがだわ。あのアホを崇すう拝はいしてるだけあって、あんたも人じん後ごに落ちないクズね。あたし、あのルノア・キササゲって女、正直言うと嫌いなの」

　ナツキは手にしていた毛布を、臭くさいものにフタでもするようにカデナの上に投げ出した。

「あの甘あまちゃんぶりが見てて何だか腹立つのよ。そりゃ頭抜けて優秀なのは認めるし、あれだけ優秀なら何を見てもどっち向いても『わたしがいれば』『わたしがいなきゃ』って思っちゃうのもわかんなくはないよ。でもね、わたしに言わせれば、『いつでもどこでも駆かけつけて必ずあなたのお役に立ちます』なんてのはね、自分以外の何者も信じてないことの裏返し。『あいつらならきっと大だい丈じよう夫ぶ』って言葉があの女の辞書にはないわけ。命令されたら何でもやるのが兵隊だけどさ、死ねって言われて死ぬのなんてほんとはそんなに難しいことじゃないのよ。一番難しいのはね、目の前で何が起ころうが、命令されるまで何もしないってこと。死ねって言われた友達を黙だまって見ていることよ」

　投げかけられた毛布の下で、カデナは容よう赦しやのないナツキの言葉を聞いていた。心の中に何かが大量に流れ込んできた。それが何なのかはわからなかった。

　が、何であれ、それはとにかくよく燃えた。

「今日もどこかでＳＯＳ、たとえ火の中水の中、ヒトのメイワク顧かえりみず、了りよう解かい了解さあ行くぞ──ってね。正義のヒーローなんかじゃない。まさに公害よ。始末に負えないわ、そういうアホはいずれ敵が始末してくれるもんなんだけど、あの女の場合、群がるエテ公をみんな叩たたっ殺してほんとに生きて帰ってきちゃうんだもん。バカすぎて捨てられたことにも気づかないでのこのこ戻もどってくる犬みたいよね。あの女から見ればそりゃどいつもこいつもボンクラかもしれない。そんな連中に命をあずける気にはなれなかったのかもしれないし、自分以外の誰だれかの力を信用してたら地球じゃ生き残れなかったのかもしれない。でもね、それならそれで、自分が特別だってことくらい自覚してるべきなのよ。そんな奴やつがよりにもよって教官だってんだからお笑いよ。あれだけ周りに迷めい惑わくかけといて『梓実キササゲ』が聞いて呆あきれるわ現実見てないのよ今の世の中軍法がすべてよ『救世軍』に染まらない奴やつはみぃんな異常者よ。少なくともわたしは、あの女がうちの教官にならなくてよかったって今でも思ってる。あんなのと一いつ緒しよの空気吸ってたら『ルノア』がうつるわ。軍にいるべき人間じゃないのよ」

　ぐっ！

「軍にいるべき人間なんていうイキモノの方が、ほんとはどうかしてるのよっ!!」

　カデナは毛布を跳はね飛ばして飛び起きた。ベッドの上にひざ立ちになり、髪かみを逆立ててナツキをにらみつけ、声を限りに叫さけんだ。

　沈ちん黙もく。

　そして、カデナの顔に微かすかな戸と惑まどいが流れる。

　腕うで組ぐみをして不ふ機き嫌げんそうに自分を見つめているナツキの瞳ひとみの中で、何かが笑ったような気がしたのだ。

　微み塵じんの容赦もなく、ナツキはさらに言う。

「どうせあんたもあの女と同じクチなんでしょ？　そりゃあんたから見ればわたしたち全員ボンクラよね。自分がいなきゃこいつらはてめーのケツもふけないデクのぼーだって、わたしたちのことそう思ってるんでしょ？　だからあの女にちょっと水かけられたくらいのことですごすご引き下がったんでしょ？　何様のつもり？　見損なうのもたいがいにしなさいよ。あんたが誰に憧あこがれようとあんたの勝手だし、そいつと同じ轍てつを踏ふみたいんなら好きにすればいい。でもね、こっちにまでその汚きたないハネ飛ばさないでくれる？　そうやって死ぬまでいじけてなさいよあの女も絶対そういうタイプよ」

　言うだけ言って、ナツキはカデナに背を向けた。

「あーあまったく、あんな奴のどこがいいんだか。顕けん微び鏡きようで見ても憧れるとこないわよ」

　ベッドの上でひざ立ちになっているカデナを残して、ナツキは部へ屋やを出た。

　自室に戻もどり、ベッドに寝転がって、ナツキは本を読み始めた。女にフラれて抜け殻がらになった主人公が酒におぼれて何もかも失う。落ちるところまで落ちて、ついには素すっ裸ぱだかで砂浜に転がっている自分を発見する。突とつ如じよとして再起を誓ちかう主人公。さあいよいよ自分を捨てた女への主人公の血も凍こおる復ふく讐しゆうが始まるのかな、と思ったあたりでナツキはまどろみ始め、中ちゆう華か鍋なべをおたまでがんがん叩たたいているような音に驚おどろいて飛び起きた。

「敵てき襲しゆう警報!!　ナツキ・サカモト一等砲ほう手しゆ!!　直ちに配置に着きなさい!!」

　ナツキはのろのろとベッドにあぐらをかいた。じわりと空腹を感じた。寝ぼけ眼まなこをこすり、寝ぼけ声でぼそりと、

「数と種別」

　食事当番は中華鍋をおたまでがんがん叩くのをやめて、

「フリーズドライベジタブルのビタミンＡ炒いためカルシウムがけ一個。インスタントスープタイプＢのビタミンＣ風一個。他ほかは例によって例の如ごとし」

　昼食は食堂で食べられるからいい。が、夕食は部隊ごとの割り当てが決まっており、毎日食堂でディナーというわけにはいかない。今日は自分たちで食事を作らなければならない週の真まっ只ただ中なかで、そうなるとナツキは日に三度三度、ルノア隊がうらやましくなる。何と言ってもあそこにはチャーミーがいるのだ。ひょっとすると、ルノア隊が人類を救う日も近いかもしれない、とナツキは思う。戦争なんて、うまいもん食ってる奴やつの勝ちに決まっている。

　食事当番が、ふと、

「──ねえ、カデナ知らない？」

　ナツキは背せ伸のびをする。

「部屋のぞいたんだけどいないのよ。ちょっと前にナツキ、カデナの部屋にいたでしょ？　どんな様子だった？　どこ行ったか知らない？」

　ナツキは背伸びをやめる。体内時計をキック。あれから三時間。ナツキは首をぐるぐる回し、細く息を吐はいて天てん井じようを見上げた。

　少し考えて、こう答えた。

「たぶん、トイレじゃないかな」





[image: くぎり]






　その通り。カデナはトイレにいた。氷の海オルドリンから南西に約１０００キロ、アームストロング埋まい設せつコロニー第二階層の外れにあるリニアチューブの駅──『七番フォートレス前』北口の身しん障しよう者しや用のトイレに。便座に座り、壁かべに設置されている緊きん急しゆう連絡用の電話モジュールのパネルを取り外し、通話料金が免めん除じよされていることを示す赤いラインの入ったケーブルを引きずり出し、スクランブル基板を間にいくつも挟はさんでウォーダイヤラーに接続し、ウォーダイヤラーのケーブルをひざの上のデータアクセサーに接続して、そのうちに足の指も使い始めるのではないかと思うほどの勢いでキーを叩たたいていた。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]は大きな船だ。行き先も地球だとわかっている。何も監かん視し衛星でなくとも、月面からの光学観測で追つい跡せきは十分に可能なはずだった。つまり、あの二発の核かく地じ雷らいの目的は衛星を潰つぶすためというよりもむしろ、離陸管制の通信網もうをずたずたにジャミングして、追っ手の船の出港を阻はばむことにあったはずである。地上施設からのアシストを受けずに単体で離陸できる船のうち、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]よりも足の早いものはない──そこまでを、ルノア隊の連中は調べ上げていたのだろう。

　──やるじゃない、ボンクラ五人組のくせに。

　軌き道どう上じようの衛星と同じく、月面上にある施し設せつもまた、降り注いだ電磁パルスの影響を受けて機能を停止したはずである。が、監視衛星を新たに打ち上げるとなったら大事だが、月面の施設を修復するならかかって三時間だ。カデナの予想通り、月面の光学観測サイト群のほとんどはすでに機能を回復しており、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の追跡を再開していた。カデナはそれらのデータを手当たり次第に盗ぬすみ出し、民間企業のレンタルサーバーにタダ乗りして手元に集めた軌道データを検算させ、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の大おお雑ざつ把ぱな軌道を割り出した。

　問題はここからだ。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]はシャトルではない。大型の輸送母船であり、大気圏けん内ないに降下することなどできない。そして、ルノア教官には大気圏降下の手段について何か当てがあるらしいことも、すでにチャーミーから聞き出していた。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の最終的な目的地は、一体どこなのか。

　ルノア教官は、どういう手段で地球に降りるつもりなのだろうか。

　カデナの手が止まっていたのは、五秒間ほどだった。

　ルノア教官は恐らく、軌道上の施設に一度ドッキングするつもりなのだろう。多分それは、すでに廃はい棄きされた無人の衛星、あるいは軌道ステーションの類たぐいであるはずだ。そして、その施設に付ふ随ずいしている脱だつ出しゆつ用の軌道降下ポッドか何かを使って地球に降りるつもりなのだ。

　カデナは大本営のＳ４ライブラリに侵しん入にゆうした。勝手知ったる侵入だった。カデナは自分の勉強のためにこのライブラリをしばしば無断使用しており、防ぼう壁へきには自分用のバックドアも仕掛けてあった。救世軍成立以降に環かん地球軌道上に存在したすべての施設のデータを落とす。総数２７８。この２７８件のうち、すでに軌道を外れて墜つい落らくしてしまったものを除外する。総数42。これら42件のうち、現在も廃棄されずに稼か動どうしている施設を除外する。総数13。これら13件のうち、周回軌道要素が[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の最終軌道と重ならないものを除外する。

　総数１。

　──やった。

　カデナはデータアクセサーを叩たたきつけるように閉じ、三十秒で店じまいをしてトイレを出た。第二階層の市街区の雑ざつ踏とうにその身をまぎれ込ませる。黒のジャンプスーツに身を固めている。大きなダッフルバッグを肩かたにかけ、イヤホンを耳に突つっ込み、ポケットの中のカード型チューナーのダイヤルをゆっくりと回しながら足早に歩いていく。ルノア・キササゲの脱だつ走そう劇げきは早くも漏もれ始めており、いくつかの海かい賊ぞく放送局は感心するほど詳くわしい情報を流している。街路にサイレンが鳴り響き、街路を行き交っていた人々の半数以上が突とつ如じよとして立ち止まり、蒸気の海の方角に向かって祈り始めた。このあたりは新世代イスラムの居住区なのだ。

　──急がなきゃ。

　市街区から最上階層へと登れるルートを探した。頭の中で大まかな軌き道どうを暗算しながら、何人もの係官を煙けむに巻き、いくつものＩＤチェックをデータアクセサーひとつで突とつ破ぱした。これまでの十七年の人生の中でもかつてなかったほどに、本当に真しん剣けんに己の能力を駆く使しするカデナを阻はばむことができるものなど、何もなかった。

[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]は二時間ほど前に再加速し、月の軌道から大きく跳はね出して、太陽に向かっている。その身を太陽の中に隠かくして光学観測をやりにくくする腹だ。十分に距きよ離りを稼かせいでから地球へと方向転換する。デカい船をかっぱらっただけあって、ずいぶんな大名旅行だ。大量の推進剤と大出力のエンジンにモノを言わせた変則的なコースである。

　そして、カデナの勝算は、そこにあった。

　今すぐ月を離はなれて最短コースで地球に向かえば──ホーマン・トランスファー軌道でまっすぐ地球へと落っこちていけば、かなりの確率で先回りできる。

　目指すはアームストロング最上階層、無人コンテナ船投射用のリニアガン施し設せつ。

　カデナは本気だった。

　やれる。

　過信ではない。データアクセサーと防寒具と、慎しん重ちような軌道のチェックと、最後までくじけないだけの勇気さえあれば。５トンにも満たないちっぽけなコンテナ船の、立ち上がることもできないほど狭せまい生命維持モジュールにじっと身を潜ひそめて、38万キロの宇宙空間を横切ることが自分にはできる。

　最上階層のベイエリアは閑かん散さんとしていた。

　──地球が沈ちん黙もくしてるんです、物も情報も、何も入ってきていないらしいんです──

　チャーミーの言葉を思い出す。そして、それが真実であることをカデナは身体からだで感じた。が、誰だれにも見み咎とがめられないのは、カデナにとっては都合のいいことだった。

「──ぜったい追いついてやる」

　カデナはひとりつぶやき、ベイエリアの輸送路を足早に歩いていく。
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　ルノアとＤ＋は、すっかり仲が悪くなっていた。

　緑の瞳ひとみにとって、脊せき髄ずいバスを切断されている状態というのは「閉じ込められている」感覚に近いものらしい。

　──ここから出せ。

　ルノアの顔を見るたびに、Ｄ＋はそう言った。

「──最初に約束したよね。わたしの言うこと聞かなかったらあの刀を取り上げて、あんたを見捨ててどっか行っちゃうからね、って。忘れたなんて言わせないわよ。今すぐカーゴのハッチ開けて、あんたを宇宙に放り出してやろうか？」

　──できもしないくせに。やれるもんならやってみろ。

「あのとき、どうしてわたしのコマンドに逆らったのよ？」

　──あの二機は「敵」だった。ぼくは敵を殺すために生まれてきたのに、生まれて初めて敵を殺せるチャンスだったのに、お前は邪じや魔まをした。

「誰だれにそんなこと教わったのよ？　あんたの役目はわたしのアシストでしょ？」

　──違う。ぼくの役目は敵を殺すことだ。お前の役目こそぼくのアシストだ。

　Ｄ＋は頑かたくなに言い張った。オモチャを取り上げられて怒おこっている子供に似にていた。

　ルノアはＤ＋の神経経路を解かい析せきして、緑の瞳ひとみを縛しばるためのプログラムを書こうとしたが、生体素子のコントロール系にブラックボックス化された部分が多すぎて結局うまくいかなかった。

　そして、ついに、ルノアは緑の瞳を「封ふう印いんし続ける」という決断を下した。

　代用のコントロール手段が見つかるまで、脊髄バスの再接続は見合わせる。

　損傷箇所はそのまま修復し、バイパス母線を設定してコクピットにつなぎ、Ｄ＋のコントロール権をすべてルノアが握にぎる。こうなると、Ｄ＋はプロトクレイプとそう違わない性能しか発揮できなくなってしまう。

　が、やむを得ない。

　妥だ協きようするしかない。

　緑の瞳を解放したら、Ｄ＋は何をするかわからないのだ。しかしこの先、Ｄ＋の能力が極きよく限げんまで必要とされる状じよう況きようが発生しないという保ほ証しようはどこにもない。もし、そういう状況が発生したら、そのときは、

　そのときは──

　ルノアは今、Ｄ＋のコクピットの中の無重力に身体からだを浮かべ、サイドスティックに絶ぜつ縁えんテープをぐるぐる巻きつけている。

　このテープの下には、ルノアが増設したジャンパーケーブルがある。

　テープを外し、このケーブルを切断すれば、脊せき髄ずいバスの接続を切り落としているターミネーターの電源が落ちる。ターミネーターの電源が落ちれば脊髄バスが自動的に再接続され、緑の瞳ひとみは復活する。

　──憶おぼえてろよ。ぼくがここから出たときが、お前の死ぬときだ。

　ルノアはポケットから極ごく太ぶとのマジックを取り出し、巻きつけたテープの上に「ＮＯ!!」と書き込んだ。つぶやく。

「じゃあ、ずっとそこにいな」

　そのとき、

「ほんとだ。教官って独りごと言うの好きなんですね」

　マリポの声だった。ルノアは背後を振ふり向き、修復されたコクピットハッチの向こうに浮いているマリポの姿を目にした。あちこちに緩かん衝しよう材ざいの入った、もこもこした感じのツナギを着ている。無重力状態に不慣れな乗員のための「安全服」というやつだ。ルノアを含めた全員が同じものを着ていたが、マリポの場合はやっぱり一番小さいサイズを着てもぶかぶかだった。

「Ｄ＋とお話ししてたんですか？　もう名前つけました？」

　ルノアはマリポの顔をじっとりと見つめ、いきなりその顔色が真っ黒になり、マリポに背を向け、宙に浮いたままひざを抱かかえて背中を丸めた。実に見事な「基本受じゆ刑けい姿勢Ａ」であった。

　るーるるるーるーるーるるるーるー。

「あ、あの教官、その、」

　マリポは言葉に迷ってしまう。

　オルドリンを脱だつ走そうしたあの日、この五人とも今日限りだと思い込んでいたルノアは不覚にも涙なみだを見せてしまった。おまけに恥はずかしい手紙まで渡してしまった。そして、そのことを散さん々ざんにからかわれ、騙だまし騙されのゴタゴタがそこにぐちゃぐちゃにからみついて、ルノアはすっかり人間不信に陥おちいってしまったのだった。

　真っ黒な顔で、ぼそぼそぐじぐじとつぶやく。

　ちゃーみーがわるいんだもん。ぜったい誰だれにもないしょだよって約束したのに、みんなにしゃべっちゃうんだもん。そりゃーわたしだってみんなのことだましてたけどさ、みんなだってわたしのことだましてたんだからおあいこだもん。なのにさ、なのにみんな笑うんだもん、わたしあのとき、ほんとにこれが最後かもって思ったのに、だから手紙書いたのに、

「ちょ、ちょっと教官、ペスみたいな喋しやべり方やめてくださいよ。だからつまり、アマルスさんなんかが教官のことからかったりするのは、あれは一種のテレ隠かくしなんです。あの人っていつもそうじゃないですか。アマルスさんだって、あれでホントは内心喜んでたりするんです。あの手紙で、教官がわたしたちのことどんなに大事に思ってくれてたかって、みんなよくわかったと思うし。ね？　そもそも、教官と一いつ緒しよに地球へ降りるんだって真っ先に言い出したのアマルスさんだもん」

　マリポは夢む中ちゆうで言いつくろった。ルノアは顔の上半分だけで振ふり向き、

「──ほんと？」

「ほんとですほんとですそうに決まってます。ですから教官そんないつまでも落ち込んでないで、そうだ、もうすぐご飯はんの用意ができるってチャーミーさん言ってましたよ。ご飯食べれば元気が出ます。ね？」

　うん、とルノアはうなずき、少しだけ明るい表情になって、コクピットから漂ただよい出ようとした。その瞬しゆん間かん、コクピットの外で、何者かがブキミに笑った。

　ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ。

　ペスカトーレに決まっていた。

　さーアイちゃん朗読の時間です。教官の心に届くように大きな声で読んでみて。読めないところは先生が教えてあげるから。

「えとねーえとねー!!　しんあいなるアイ、わたしはまず、あなたにあやまらなくてはいけません！」

　うぉっしゃーあやまれーぺこぺこあやまれぇー!!

「わたしはずいぶんながいこと、あなたのことをかわいいだけのおんなのこだとおもっていました！　そーだよアイちゃんかわいいもん！」

　そーだぁーアイちゃんはかわいいぞぉー!!

「あなたがかくれたところでひといちばいのどりょくをしていることを、まだまだきょうかんとしてみじゅくなわたしは、すぐにきづくことができなかったのです！　うそぉー教官ひどーいアイちゃんがんばりやさんなのに！」

　なにをぉーゆるせねぇーこらぁーきこえるかぁー!!

　マリポのすぐ背後に、アイとペスカトーレとラジカセが浮いていた。アイはルノアの手紙を大声で読み上げ、ペスカトーレはそれにわけのわからない合いの手を入れ、ラジカセのスピーカーからは「仰あおげば尊し」が流れていた。

「こらあーあんたたちっ!!」

　マリポが背後を振ふり返って怒ど鳴なり、ワイヤーを振り回して二人を追いかける。アイは「きゃはははははははははは」と笑いながら逃げ回る。ペスカトーレはけけけけけけけけけけけけけと笑いながら逃げ回る。三人とも０Ｇでのワイヤーワークが未熟すぎて、結果としてマリポは二人を捕つかまえることがどうしてもできない。

「ああっ教官だめですだめですひざを抱かかえたら負けです気にしちゃだめですこれも愛情表現なんですっ！　ちょっと待ちなさいよあんたたちもーいーかげんにしなさいよ教官がまた自分のカラにこもっちゃうでしょっ!!」

　るーるるーるるーるーるるるるーるーるーるるー。
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　ＧＡＲＰが予定していた地球までのフライト所要時間は１１２時間である。アホなマネをいつまでもやっていられるはずもなく、やるべきことはいくらでもあり、地球は刻一刻と近づいてきた。

　まず、何をおいても済ませておかなければならないのが、環境適応催さい眠みんの焼き込みと、攻こう性せい微び生せい物ぶつコロニーの移植だった。ルノアは別として、生まれて初めて地球に降りる五人にとってこの二つは必ひつ須すだ。重力の違い、空気エアの違い、清潔さの違い──これらに対する心的、身体的な防ぼう御ぎよはどうしても必要になる。こうした技術はジュリエット計画の施せ行こう以前から確立しており、今日では環境の激変からくるストレスは適応催眠でほぼ完全に吸収できるし、注射一本で体内に「用心棒」を雇やとい、ほぼ全すべての感染症から身を守ることができる。

　もっとも、アイにその一本の注射をするのはとんでもない大仕事だったのだけれど。

　次いで、地球に降下するときのための準備も整えておく必要があった。チャーミーの情報通り、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]のカーゴの中には大量の兵器や物資があって、探せばたいがいの物は見つかった。中でも、トランスポータ──双そう脚きやく砲ほう台だいキャリア──が積み込まれていたことは大きかった。これがなければアマルスたちは、双脚砲台に加えて自前のトランスポータをも担かついで脱だつ走そうしなければならなかったはずであり、その場合、脱走自体が成功していたかどうかは極きわめて疑わしい。

　そのトランスポータに、必要な物資が山と積み込まれた。地球に降下した後もしばらくは、このトランスポータがルノア隊の「家」となるはずだ。

　さらに、ルノアを講師とする実にドロナワな集中講義が行われた。重力降下理論、北米管区の地理、気候、ルノアが知る限り最新の敵性目標分布状じよう況きよう、サバイバル技術全般などなどなど。果たしてどこまで役に立つのかは講師のルノアでさえ疑問だったが、状況のなせる業わざか、五人は比較的真面目に講義を受けていた。

　そして、「この話」もしておかなければいけない、とルノアは思った。

　思ったルノアが無む謀ぼうだった。

「──とね、今日の講義は、男性兵士についてです。おとこの人の話」

「んだそりゃ。なもん要するについてるかついてねえかってだけの違いだろ」

「……あの、教官、その、わたし知ってるんです。だ、だから、つまり、ええと、ずっと前に友達にビデオ見せられたことあるんです、その、」

「きゃ──────やだ──────うそぉ──────!!」

「お、落ち着いてアイ、つまりね、おしべとめしべとコウノトリがね、」

　意見具ぐ申しん！　こういう話は教官殿どのの実体験をお話しいただくのが最も理解しやすいかと愚ぐ考こうします！　教官てめぇ地球でオトコ作りゃあがったな白状しやがれであります！

　地球は刻一刻と近づいてきた。

　１１２時間は嵐あらしのように過ぎ去り、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の航海は終わりを告げ、ＧＡＲＰはそのドッキングプローブを軌き道どうステーション「雷らい嘉か」へと接続した。




　祭りが、再び始まろうとしていた。
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「──なんですか、その、軌道猟りよう兵へいって」

　逆さまのマリポの顔が振ふり返る。「雷嘉」の内部は無重力だ。

「月から地球に降りた兵力が地球の残存勢力と合流して救世軍の母体になった──って、それは知ってるでしょ」

「は、はい」

　マリポの返事は一いつ瞬しゆんだけ遅おくれた。本当は知らなかったのだが見み栄えを張ったのだ。

「当時はまだ『救世軍』って名前も付いてなかったわけだけど、その寄り合い所じよ帯たいは、けっこう無茶をしたわけ。当時の地球は、それこそ数え切れないくらいたくさんの集団がバラバラにプラネリアムと戦ってる状じよう況きようだったから、そういうのを次々と併へい合ごうしていくんだけど、そのやり方が強ごう引いんだったらしいの。おとなしく仲間になるならそれでよしなんだけど、逆らうようなら弓鉄砲を突つきつけて無理矢理言うことを聞かせる。それでもだめならやっつけちゃう」

「──ひでえな」

　アマルスがつぶやく。ルノアは続ける。

「今だって、人類が一応は一致団結してプラネリアムと戦ってもこのざまでしょ。その一致団結を大急ぎで実現しなくちゃいけなかったんだから、仕方のない面もあったと思う。わたしたちは、救世軍が地球と月を統一している今の状況を当たり前って思うけど、そうなる以前の、しかもめちゃくちゃだった時代の話だから」

　ルノアはひとつ息を吸い込み、

「その、言うことを聞かない敵対組織をやっつける任務を専門にしていた部隊、っていうのがあったの。それが『軌道猟兵』。プラネリアムじゃなくて、人間相手の戦争が専門の部隊。もちろん今はもうないし、救世軍は軌道猟兵が存在したことを今でも認めてないけどね。でも、地球じゃみんなが知ってる名前だった。えらく腕うで利ききの兵隊がいるとするじゃない？　するとね、すぐにこんなこと言われるのよ──『あいつもしかしたら、元・軌道猟兵じゃねえのか？』って。人間を相手にするってことはお互たがいの手の内がわかってるってことだし、その上で勝たなきゃいけないんだもんね。一いつ騎き当とう千せんの連中だったみたい」

「じゃあ、ここが──」

　チャーミーが不安げに周囲を見回す。今ルノアたちがいるのは、雷らい嘉かの最さい外がい殻かくの第一エアロックの中だ。明かりといえば、それぞれが手にしているマグライトの光だけ。

「そう。この『雷嘉』は、連中の秘密基地。軌き道どう猟りよう兵へいっていうのも、連中は衛星軌道上から強きよう襲しゆうポッドで相手の陣じん地ちに襲おそいかかる戦法が得意で、そこからついた名前。プラネリアムのマネをしたんだって言われてるけどね」

「つまんねえ話だ」

　アマルスは不快感もあらわに顔をしかめた。今の時代、人間同士が殺し合うことほど、不経済で不道徳で不ふ愉ゆ快かいな話はないのだ。

『ルノア教官』

　ギアのレシーバーにＧＡＲＰの声。

「なに」

『施設内のチェックが終了しました。強襲ポッドも使用可能です』




　それから、施設内の必要なシステムのパワーアップに二時間、[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]のカーゴひとつを丸ごと外して強襲ポッドに格納する作業に五時間が潰つぶれた。

　強襲ポッドでの降下地点は、旧メキシコ国境よりもまだ南、かつては「東シエラマドレ」と呼ばれていた山脈の東あたりになりそうだった。もっと北米総司令部フオートワースに近いどこかに降下したいのは山々なのだが、『雷嘉』の周回軌道が赤道に近すぎて、北ほく緯い三十度以上の地点を目指すのはどう考えても危険だった。あまり高緯度を狙ねらうと、その結果発生する誤差が無視できなくなってくるのだ。「できるだけ北に降りたい」と「誤差はできるだけ少なくして安全に降りたい」という二に律りつ背はい反はんする希望を秤はかりにかけた結果が「東シエラマドレ」だった。それでも１キロや２キロの誤差は生じる可能性はある。ポッドの堅けん牢ろうさと地形観測システムのルックダウン能力に賭かけるしかない。

　ルノア隊が降下に使用する七番強襲ポッドは、コールサインを「日に本ほん号ごう」という。




「教官」

「なに」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか、これ」

「これ？」

「この強襲ポッドです」

「ああ、うん、そうね、大丈夫よ、きっと」

「──。教官」

「なに」

「モニター、オフにしていいですか」

「え、どうして」

「だって、あんな所へ降りるなんて、なんだか信じられなくて──あの青いの、太平洋、なんですよね。あのずっと向こうのどこかに、まっすぐじゃなくて、地球を半周して落ちてくんですよね」

「そう──よね」

「月のあの穴ぼこに落ちたときよりも、ずっと長い距きよ離り落ちないといけないんですよね。しかも、気流とか、摩ま擦さつ熱ねつとかあるんですよね」

「──消そうか」

「はい」

　ぷち。

　沈ちん黙もく。

「教官」

「なに」

「黙だまってちゃやです。なにかお話ししてください」

　この実にうっとうしい会話の舞台は、強きよう襲しゆうポッド内の兵員モジュールである。喋しやべっているのはルノアとマリポだ。目の前には一応コクピット的な設備はあるが、ルノアたちがここでしなければならないことなど普通はなにもない。ここにあるのはすべて緊きん急きゆう対処用のサブシステムで、ポッドは自動的にプログラム通りの軌き道どうを描いて目標地点めがけて落ちていく。何事もなければ。

　──お話といわれても。

　正直、ルノアがお話ししてもらいたいくらいだった。何と言っても、自分は月面降下演習でおしっこもらした凶きよう状じよう持ちである。あのときのことを思い出すと、今でも顔が赤くなる。ルノアだって恐こわいのだ。しかし、間違っても、今それを顔に出すわけにはいかない。

　こっそりと見回すと、耐Ｇシートにくくりつけられている面々は、どいつもこいつも再生紙の如き顔色をしている。ただひとりペスカトーレだけは相変わらずで、大口を開あけ、目め隠かくしまでして寝っこけていた。なんであれ乗り物に乗ると、まるでそれが義務であるかのようにペスカトーレは瞬しゆん間かん的てきに寝てしまう。さすがである。

　ルノアはそれ以上目のやり場がなくなって視線を戻もどし、こっそりとため息をついた。その瞬しゆん間かん、このところは忘れていられた比重の重い思考がよみがえってきた。

　自分たちはこれから、「シナリオ13」をも上回る恐きよう怖ふの中へ降下しようとしているのかもしれないのだ。

　無理して明るい声を取り繕つくろった。

「あ、あのさ、下に着いたら、きっとすごい歓かん迎げいされるわよ。中ちゆう米べいの前線基地なんて、女の子なんかエロ本でしか見たことないって連中ばっかりだから」

　墓ぼ穴けつであった。取り返しのつかない沈ちん黙もくが兵員モジュールを支配した。

「なあ」

　アマルスである。

「なに」

「ビニール袋、ないかな」

「え？」

「さっきから……なんか、気分悪くってさ」

　そう言って、アマルスは青いというより白い顔をうつむかせ、こみ上げてくるものを必死になって飲み下す。ルノアはあわてた。０Ｇでのゲロは危険だ。気管に詰つまって窒ちつ息そくしたりする。

「ちょ、ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ!?　我が慢まんできる!?」

「……だめかも」

「チャーミー、さっきファーストエイドキット渡したでしょ、あの中に──！」

　チャーミーはものも言わずに、足元に固定されたバッグのファスナーを引き開け、即効性の神経麻ま酔すいのアンプルと加圧式の注射器を引っぱり出した。それを見たアマルスがなにか言おうとしたが、チャーミーはニードルプラグをアマルスの太ふと股ももに押しつけ、問答無用でトリガーを引いた。

　即効性という言葉に噓うそはなかった。

　アマルスの顔が、笑い出す一いつ瞬しゆん前のような表情で固定された。

「ありがと」

「いえ──」

　そのとき、兵員モジュール内の照明が無熱自然光から赤色灯へと切り替わり、レシーバーの中に降下管制システムの合成音声が響いた。時代を感じる機械くさい声だった。

『ククリナイフより日に本ほん号ごうへ。最終電源の切り替えを終了しました。降下ルートの気流、気圧確認済み。絶好の降下日び和よりです』

「こちらは三十分も前から準備完了。いつでもどうぞ」

『了りよう解かい。』

　そこで「ばち」というノイズが走り、ククリナイフとの更新が唐とう突とつに途と絶だえた。画面の表示を見るが、ＡＬＦの色素が死にかけていて文字を判別しにくい。何かの確認作業をしているのだろうという見当はつくものの、それでも十分に気味が悪く、やめてよね──と思いながら、

「ククリナイフ、なにか問題でも？」

『──いえ。こちらのミスロードです。三十秒カウントダウン送ります。ご武運を。』

　視界の中に赤いデジタル数字が出現し、三十秒を刻みはじめた。これが０になったとき、ポッドは地じ獄ごくへとまっさかさまに落下していく。兵員モジュールの中、誰だれも口を開く者はいない。ただ、緊きん張ちようしきったような息いき遣づかいだけ。

　そのとき、

　──？

　ルノアは周りをきょろきょろと見回した。隣となりのシートのマリポに向かって、

「なに？」

「はい？」

「……今なにか言わなかった？」

「いえ？」

　気のせいか──緊張してるんだなやっぱ、ルノアはそう結論する。目玉の中のカウントダウンが十秒を切ったとき、がつん、ごん、という振しん動どうがそれほど遠くないところから伝わってきた。ほんとうに大だい丈じよう夫ぶなのかな──そんな目で、アマルスとペスカトーレをのぞく四人は、見るからにポンコツなモジュール内を不安げに見回す。

　本来、そんな音がしてはいけないということなど、誰だれも知らなかった。

　０。

　目玉の中の数字が消えた。係けい留りゆうフックの外れる音。どれほど恐ろしい加速がかかるのかと身構えていた四人は、エレベータにも劣おとるようなマイルドなＧに拍ひよう子し抜けした。軌き道どう強きよう襲しゆうポッド「日に本ほん号ごう」は、スラスターを細かく噴ふん射しやし、外科手術的な微び調ちよう整せいを繰くり返しながら、その外見からは想像もできないエンレガントな加速で、プログラムされた落下軌き道どうをたどりはじめた。

　そして、それが起こった。

　突とつ然ぜん、兵員モジュールを悲鳴のような警報音が満たした。落下が始まってまだ十秒とたってはいなかった。眠ねむっているペスカトーレと眠らされているアマルスを除いた四人は、心臓をわしづかみされた気分だった。ククリナイフが再接続してきて、

『日本号、こちらククリナイフ、それは、』

　言葉を探しあぐね、その貧相な語ご彙いからかろうじて拾い上げた言葉をつぎはぎして、こう言った。

『予定、外の行動です。それは、なんですか？』

　ククリナイフの言葉はまったくの意味不明であり、ルノアは瞬しゆん間かん的てきにパニックに陥おちいった。

「な、なんなんですかってなにがよ!?」

『軌道降下服フオールドレスの乗員に告ぐ、こちらククリナイフ。チャンネル12、暗号コード76に準じゆん拠きよする接続を設定して、所属と姓名を申告してください。繰くり返します。暗号コード76に準拠する接続を設定して、所属と姓せい名めいを申告してください』

　軌道降下服!?

「ちょっと待ってなんの話!?」

『日に本ほん号ごうへ、こちらククリナイフ。光学センサーで確認した情報を転送します。すぐにジャンプスラストして周回軌き道どうに戻もど』

　再び「ばち」という音がして合成音声が途と絶だえ、雷らい嘉かから捉とらえた望遠映像がＡＬＦに表示された。いくら色素がへたっていても、それが日本号の船体の一部を超望遠で捉えたものであることくらいはわかった。

　そして、そのＡＬＦの画像の中の、日本号の係けい留りゆうフック基部に、軌道降下服を着た何者かがしがみついていた。

　その映像そのものだけを見れば、それは何かの冗じよう談だんのような、かなり間抜けな光景だった。

　が、その場にいた四人は、啞あ然ぜんとするヒマもなかった。そして、メンテ用の外部ソケットからの有線接続。ノイズ混じりの、どうしようもないくらい聞き覚えのある声。

『きょうか──────ん!!　わたしも行きます──────!!』

　叩たたきつけるようにモニターをＯＮ。カメラを次々と切り替える。係留フック基部──いた。確かにいた。「電嘉」のシンボルマークが肩かたの部分にペイントされた、軌道降下服のずんぐりむっくりのシルエット。機外作業用のハーケンを何本も撃うち込み、短い手足で懸けん命めいにしがみついている。

　じわり、と「日本号」の加速が増した。

　わけがわからなかった。ルノアはレシーバーに叫さけぶ。

「カデナっ!!　なにやってんのそんな所で!!」

　機外カメラのアクティブランプに気づいたのか、カデナが画面の方を向いた。単眼のセンサーと耐たい熱ねつ装そう甲こうの、どこか虫を思わせる顔。

『やっぱり一いつ緒しよに行くって決めたんです!!　何て言われても絶対ついていきます!!』

　カデナの着ている軌道降下服は、大たい気き圏けん突とつ入にゆう機能を有する一種の宇宙服である。といっても、どこもかしこも耐熱装甲で固められていて動きづらいことこの上なく、まともな機外作業などできはしない。本来は、破は滅めつ的てきな事故に襲おそわれたシャトルのパイロットが地球へと脱だつ出しゆつ降下するための装備だ。スクエアパラシュートとバリュートとチャチなスラスター、それに軌道計算のための電卓の親玉のようなコンピュータ──これらを駆く使しして、単独で安全に降下できると言われている。

　どうしよう──!?

　頭の中はめちゃくちゃだった。「ジャンプスラストして軌道に戻もど」というククリナイフのパイロットの言葉を思い出すが、モニターに表示されている対地高度対気速度その他諸々が、そんなのはもう手て遅おくれであることを告げている。すでにポッドは上層大気に接触し始めていて、モジュールは細かい振しん動どうに包まれていた。

　そして突とつ然ぜんの横Ｇ。エアブレーキングの効率を上げるための、スラスターによる姿勢制せい御ぎよ。

　モニターの中の軌道降下服がぐらりと揺ゆらいだ。右手が外れ、何本ものハーケンが弾はじけ飛び、発光素材でできたワイヤーが黄色く光る蛇へびのように真空を泳いだ。

「カデナ!!」

　カデナはしばらく答えなかった。レシーバーを切って、音声コントロールでシステムのスレイブ比を調整しているのか、それとも恐きよう怖ふに声もないのか。多分その両方だろう。

「や──────もういや──────かえる──────!!」

　突とつ然ぜん、アイが火がついたように泣きはじめた。今までやけにおとなしかったのは、唇くちびるも青ざめるほどビビっていたからである。ポッドに乗り込む前に、ルノアに薬を飲むかと──つまり、麻ま酔すい薬やくで眠ねむったまま降下すれば恐こわくないよと──やさしく尋たずねられたときは、意地を張って強きよう硬こうに首を横に振ふったものだった。ここまで黙だまって耐たえたのは、アイにしては立派なものである。しかし、いまの横Ｇでついに壊こわれたらしい。逆にマリポとチャーミーは、ビビりすぎてもはや声も出ない。ルノアの「月面降下おもらし事件」を内心面白がっていたことを、二人は心の中で真しん剣けんに詫わびた。

『──平気です。わたしのことは気にしないで予定のルートで降下してください。わたしは落っこちても大だい丈じよう夫ぶですから』

「なんでゆれるの──────ゆれるのいや──────おろして──────!!」

「冗じよう談だんじゃないわ！　そんなスーツ役に立つかどうかわかんないのよ!?　振ふり落とされたら海の真ん中に落ちるかもしれないのよ!?　いますぐ戻もどりなさい!!　ククリナイフ！、」
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　いまさら戻もどれるわけもないし、降下管制システムにしたところでこの期に及んでは手の出しようはあるまい──わかってはいても、ルノアはククリナイフの名を叫さけばすにはいられなかった。

　ルノアの叫びにククリナイフは答えず、カデナは答えた。

『いやです!!　一いつ緒しよに行けないのなら死んだ方がましです!!　スーツの電源を切って飛び降ります!!』

　モジュールを包む振しん動どうは、着実に、不ぶ気き味みに大きくなっていく。上層大気の乱流に巻き込まれたのか、突とつ然ぜんポッドがどどどどどどどどと揺ゆれた。その間ずっとアイは「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」と謝り続けた。

『教官だって、ルノア教官だって、あの同行演習のときに、任務を放ほう棄きしてアマルスたちのところへ行ったじゃないですか!!　わたしも行くんです!!　教官と一緒に!!』

　ノイズが半分を占めるカデナの言葉を、ルノアはもう聞いてはいなかった。あといくらもしないうちに流星現象が始まる。時間がない。軌き道どう降下理論の記き憶おくを、ルノアは必死になってほじくり返す。

「ゔ[image: あ゛]──────んきょうか──────んおろして──────!!」

　緊きん急きゆう用のボタンをカバーごとぶっ叩たたいた。なにかまともな考えがあったわけではない。あんなうさん臭くさいスーツにカデナの命をあずけたくない──ただそれだけだった。視界の中の表示がすべて手動操作用に切り替わる。とにかく、バリュートだけでも展開すれば、カデナにかかる熱圧力ヒートストレスは低く抑おさえられる──多分。もはや一刻の猶ゆう予よもなかった。流星現象の影響で、通信が完全に死に絶える前に。カデナにこちらの考えを伝えられるうちに。

「カデナ!!　今バリュートを展開するからスラスターを使ってその中に飛び込みなさい!!　次にありったけのハーケンで身体からだをポッドに固定する!!　わかったわね!?」

　返事はノイズだけ。

　網膜表示の操作系を夢中で見回す。

　わけがわからなかった。

　もうやけくそだった。全部ＯＮした。




　軌き道どう強きよう襲しゆうポッド「日に本ほん号ごう」は、バリュートとパラシュートを同時に展開し、スタビライザーでラジオ体操をし、冷れい却きやく系けいをフル稼か動どうさせ、ありとあらゆる信号弾だんを花火のようにばらまきながら、地球大たい気き圏けんへと突とつ入にゆうしていった。この降下が結局ひとりの死者も出さなかったのは、まさに奇き跡せきと言える。

　マイナスにマイナスを掛ければプラスになるのと同じ理り屈くつなのかもしれない。
















　まず、ＧＡＲＰは[image: にじゅういんようふ]DE GAULLE[image: にじゅういんようふ]の操船に、慎しん重ちようになりすぎていた。十時間も前から接せつ舷げんの準備を始めており、以降はドッキングプローブのことしか頭になかった。まあ、宇宙船を操そう縦じゆうするなどＧＡＲＰにとっても初めての経験だったのだし、無理もない部分はある。

　しかし、あまりにも周囲に無む警けい戒かいすぎたとは言える。カデナの乗ったコンテナ船はもうとっくに環かん地球軌き道どうにたどり着いており、赤道上をぐるぐる回って『雷らい嘉か』を探していたというのに、そのことにＧＡＲＰはついに気づかなかったのだから。

　そして、タイミングが悪かった。

　カデナがもう少し早く『雷嘉』に到着していれば、何も問題は発生しなかっただろう。あるいは、いっそのこと到着がもう少し遅おくれていたら、同じルノアを追うにしろ、カデナも無茶はせずに、もっと別な方法で地球へ降りていたはずだ。

　カデナがコンテナ船の貧弱なセンサーでようやく『雷嘉』を発見したのは、今まさにルノア隊が地球降下のための準備を終えた、ちょうどその頃ころだったのである。

　無線も通じなかった──というか、通じてはいた。『雷嘉』の人ひとりいない中央指揮所で、『聞こえますか教官!?　わたしです！　わたしはここです！　待ってください、わたしも一いつ緒しよに連れていってください!!』というカデナの悲痛な声が響くばかりだったのだ。ククリナイフはあくまで降下管制システムであったし、ＧＡＲＰほど融ゆう通ずうのきく知能を持ち合わせてはいなかったし。

　──自分はまた置いていかれる。

　──ここでルノア教官に追いつけなかったら、とんでもなく引き離される。

　そしてカデナはやけになった。

『雷らい嘉か』にドッキングして、内部に駆かけ込んだ。「日に本ほん号ごう」はすでに兵員モジュールをロックし、ククリナイフの合図マークを待つばかりだった。もうだめだ、もう間に合わない──カデナがあきらめかけたそのとき、軌道降下服フオールドレスのハンガーのマークが目に入った。

　──絶対に追いついてやる。

　目に入ってしまったのだった。
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「教官♡、お食事の用意ができました」

「てめー！　『教官♡』じゃねーだろ!!　誰だれのせいでこうなったと思ってんだ!!　ふざけるなら人の迷惑にならねーところでやれ!!」

　そーだそーだ。

「ふざけてなんかないわよ!!　それにねー、あなたたちだけじゃ教官に無用な苦労をおかけすることは目に見えてるわ！」
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　そーだそーだ。

「あんたが一番ご苦労かけてんじゃない!!　なによさっきから聞いてれば教官教官って！　言っとくけどルノア教官はあたしたちの教官なんですからねーだ!!」

「きゃ──────!!　蜘蛛くもくもくもくもくもおっきいくも──────!!　や──────虫嫌い──────!!」

「アイ、蜘蛛は虫じゃないのよ。もうお洗濯物かわいたかしら。あらおなべが噴いてる」

　るーるるーるーるーるるるー。




　念のために申し添そえておくのであるが、降下軌き道どうは思いっきりズレた。

「不時着」は軌道強きよう襲しゆうポッドの義務である。しかし、「墜つい落らく」となると話は別だ。安全基準を遙はるかに超えた壮そう絶ぜつな降下であった。日に本ほん号ごうは、耐たえ難きを耐え、忍しのび難きを忍んだ。最終減速の後、対地高度が20メートルを割った時点で推進剤が底をついた。一辺が１００メートル以上ある巨きよ大だいなスクエアパラシュートは焼け焦こげ、今展開している四つが予備の最後の一組であり、こんなボロ雑ぞう巾きんのような代しろ物もので揚よう力りよくを得ようなどとは虫のよすぎる話だった。電源が落ち、姿勢制せい御ぎよスラスターが沈ちん黙もくしたとき対地高度は17メートル、落下速度は時速30キロ、北北西に時速１８０キロの横滑りスライドがあった。

　10年たっても消えないような傷きず痕あとが、２００メートルにわたって大地に深々と刻きざみつけられた。日本号、壮絶な最後であった。

　笑い出す一いつ瞬しゆん前に表情を固定したまま、アマルスの頭はがっくんがっくん揺ゆれていた。

　信じがたいことに、ペスカトーレは最後まで起きなかった。




　現在のルノアたちの周囲の状じよう況きようを描写しよう。

　ジャングルだ。

　西インド諸島警けい戒かい区く・中ちゆう米べい連れん合ごうユカタン半島、旧グアテマラ国境付近。

　樹高30メートルを超える、城のような巨きよ木ぼくがごろごろしている。バケツをひっくり返したような雨が毎日降る。近くにアカホエザルの群れがいるらしく、時には何十頭もがいっぺんに、ものすごい声で、一時間以上もぶっ通しで吠ほえ続ける。夜中にこれをやられると、とても眠ねむれたものではない。

　そして、巨木が折り重なってできる闇やみの奥には、それ以外の猿も潜ひそんでいるはずだった。
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　とりあえず、できることからやる。

　真理である。

　腕うで組ぐみをしているルノアと、整列している五人。アマルス、マリポ、アイ、ペスカトーレ、カデナ。全員とは少し違うツナギに身を固め、心しん底そこうんざりしたツラを並べ、ガニマタで直立不動という奇き怪かいな光景。

「というわけで、きのうの作業の続き。本日の作業予定範はん囲いはポッド西側、例によって30メートル平方の範囲を３セット。質問は？」

「質問っていうかさ」

　情けなさそうに己のガニマタな両足を見下ろす。押し殺した声は恨うらみ節ぶし。アマルス。

　ルノアは視線で先を促うながす。

「なんで毎日毎日このメンツなんだよ。こんな面倒、もとはといやあ誰だれかさんがヘンなオモチャばら撒まいたのがわりーんじゃねーかよ。たまには自分で汗あせ流せよな」

「え、だ、だってそれは、くじ引きで決めたんじゃない。チャーミーは通信にかかりっきりだし、索さく敵てき要員は絶対必要だし」

　ルノアはあらぬ方向に視線をそらし、へらーっという笑いを浮かべて言い訳する。こめかみをつたう汗あせは彼女の良心なのかもしれない。

　地球に落っこちてきたあの日から、ルノア隊は不時着地点から一歩も動けないでいる。

　降下中、ルノアにフラグを片かたっ端ぱしからパニックオンされた強きよう襲しゆうポッドのプログラムは、やれといわれたことをすべて消化した。着地地点の防衛は、その最後のシークエンスだった。着地寸前、防衛機構のディスペンサーは、不時着地点の周囲に無む慮りよ数すう百発の地じ雷らいをばら撒いた。これだけならまだよかったのだが、不時着の影響で、地雷に敵味方識別信号ＩＦＦを送信するためのシステムが正常作動しなくなってしまったのだ。

　つまり、自分でばら撒いた地雷で身動きがとれないという、おマヌケな事態に陥おちいっているのである。

「あのな、これ足すっげー疲れるんだぞ。この防熱服ヒート・ステルス・ギア、いっぺん着てみろよ。すっげー暑いぞ。きのうこーんなでっかいムカデが背中に落っこちてきてさ、」

「ちょっと、こんなところでごちゃごちゃ言ってても始まらないでしょ？　こうして立ってるだけでも暑いんだから、早く始めて今日の分早く終わらせよ」

　カデナのその言葉にも、珍めずらしくアマルスは反論しない。ルノアの安あん堵どと感謝の眼まな差ざしを向けられて、カデナはもじもじと視線をそらした。ガニマタの自分が恥はずかしいらしい。

　全員の足元に装着されたがんじきの如ごとき装備──ガニマタの原因はこれである。

「如き」と言ったが、その機能はまさにがんじきそのもの。「低圧ブーツ」と呼ばれる。要するに、足の接地面積を極きよく端たんに大きくすることで、地雷を踏ふんでもセンサーの作動圧を超えないようにするのだ。この上に防熱服ヒート・ステルス・ギアを着用し、物理学的にも熱光学的にも地雷から身をくらますのである。

　はあ、とため息ひとつ。足元に置かれた殺猿ライフルバナナをよっこらしょと肩かたにかついで、アマルスはやぶれかぶれの敬礼をした。

「アマルス・ヒホン伍ご長ちよう以下四名、これより地じ雷らい処理にあたります。終了予定時刻は不明」

　答礼し、各々の装備を背負ってのっしのっしと歩いていく五人の背中を見送りながら、ルノアはがくっと肩かたを落とした。

　──ごめん。




　トランスポータのブリッジ。通信士のシートに座り、チャーミーは難しい顔をしてコンソールをいじっている。室内は外と大して変わらない気温、汗あせまみれの顔には疲ひ労ろうの色が濃こい。

「チャーミー、どう？」

　天てん井じようのハッチを開あけて、ルノアが逆さまに顔をのぞかせた。チャーミーは振ふり返り、力ない笑みを浮かべる。

「相変わらずです。あの──わたしの勉強不足なのかもしれませんけど、」

　それだけでルノアには、チャーミーの言いたいことがわかってしまう。

「いくらプラネリアムが電波に敏びん感かんだからって、こんな徹てつ底ていした電波封ふう鎖さすることってあるんですか？　いくらなんでもおかしいですよこれ、四日間観測して、なんの電波も飛んでないなんて。ついさっき通信衛星コムサツトにコンタクトできたんですが、」

　さらっと言ってのけたチャーミーの最後の言葉にルノアは驚おどろき、ハッチから床ゆかに飛び降りて、

「できたの!?　じゃ、月への連絡は」

「だめでした。その衛星、まともに機能してないんです」

　わかってたんだけどね多分そんなことじゃないかって期待なんかしてなかったわよぜーんぜん平気、ルノアはそんな顔をつくろって、でも内心はがっくりして、

「やっぱりか──」

「ちょっと思いついて確かめたんですけど、ＧＰＳももうだめです。昨日きのう、現在位置割り出しに使った衛星に、今試しにアクセスしようとしてみたら、やっぱりだめなんです。考えられないですよね、地上管理設備がやられたって、衛星なんて故障しない限り太陽電池とかで機能するはずじゃないですか」

　その通りだ。ルノアは別の可能性を思いつく。

「生成晶からの電波障害、ってことないかな？　ここらにどでかい集積でもあればさ、ひょっとして──」

　それならそれで由ゆ々ゆしき事態なのだが、チャーミーは消極的にうなずいて、

「ええ、それらしい反応は、確かにあります。ほんの微かすかなものですけど。それが電波を妨ぼう害がいしている面もあると思います。でも、衛星回線までおかしくなっちゃうなんて、ちょっとあり得ないと思うんだけどな……なんだか、昨夜のうちに、衛星が全部墜つい落らくしちゃったみたいです」

　そんなバカな。他ほかに納得のいく説明が、必ずあるはずだ──ルノアはそう思う。

　でも、一体どんな？

　そして、チャーミーのつぶやきが、ルノアの背中を凍こごえさせた。

「まるで、まるで──地球には、わたしたちだけしかいないみたい」

　突とつ然ぜん、マナッドの顔が脳のう裏りに浮かんだ。堰せきを切ったように、ルノアの口から言葉があふれ出た。

「だーいじょうぶよ！　きっと、後になったらなーんだっていうような、そんなオチよきっと。どっかそのへんでものすごい電子戦でもやってるんじゃない？　電波封ふう鎖さもそのせいよきっと。そうそう」




　ここには「地面」などない。足元にあるのは、入り組んだ巨きよ大だいな木の根に地衣類がびっしりとかぶさった、身体からだが隠かくれてしまうくらいのでこぼこの広がりだ。

　遙はるかな高みから、こずえの隙すき間まをレーザーのように射抜いてくる焼けつくような陽光。強きよう烈れつな湿しつ度ど、まるで空気が水でできているようだ。少しでも動けば汗あせがほとばしり、体内の水分が音を立てて失われていくように思われる。顔にまといつく虫、足元で蠢うごめく虫、枝から落ちてくる虫。絶え間のない何かの鳴き声、それが鳥であるのか獣けものであるのか、それともそれ以外の何かであるのか──それすら判断がつかない。五メートルにも満たない視界、その暗がりの向こうに潜ひそんでいるのは自分の想像力。形のない、もやもやとした恐きよう怖ふの塊かたまり。

　マリポは今、名も知らぬ大木の陰かげにぼけっと座り、あまりの暑さに舌を出してあえいでいる。どこを見ても何かがいる。これら一つ残らずが生き物だなんて信じられない。はじめのうちは何かに触さわったりするだけで病気になりそうな気がしたが、最近では木の根元にべったり腰こしを下ろしてこのザマである。慣れたのではない。毎日毎日のあまりの疲労困こん憊ぱいに、なにもかもどうでもよくなってしまったのだ。

　暑い。すごく暑い。漂ひよう白はくされたような月の空気エアに慣れた身には、この濃のう密みつな空気はほとんど味付けがされているような気さえする。重力の違いはそれほど気にならないのだが、ひと作業終えると、筋肉に石のような疲労が重く残る。身体からだは正直だ。適応催さい眠みんを受けていなかったら、肉体的だけでなく精神的にも、何倍ものショックがあったに違いない。

　──重力が大きい方が背は伸のびるんだって死んだダンナが言ってたけど、ほんとねー。

　ずっと前に聞いたＰＸのおばさんのその言葉をマリポは忘れてはいない。毎晩毎晩、一人になるとこっそり壁かべにしるしをつけて身長を計っている。まだ、背は伸びていない。ひざの上に置いた60ミリランチャーを地面に立て、その上に両手を置いて、そのまた上にあごを乗せた。

「ねー、あとどれくらいなんだっけ？」

　誰だれにともなくそう尋たずねた。一番近くにいたのはカデナ。地面に這はいつくばり、磁じ気き探知式の地じ雷らいセンサーと銃剣バヨネツトという古式ゆかしいやり方で、数センチ刻みで這い進みながら、顔も上げずに答えた。

「あの強きよう襲しゆうポッドに搭とう載さいされてた地じ雷らいディスペンサー、あれ、高度ゼロで投射距きよ離りが最大３００メートルってところじゃないかしら。バリュートの滑かつ空くう距離も考えれば、ちょうど半分、ってところかな……」

　うんざりする。今日は四日目だ。あと四日もこの作業を続けなければならないのか。

　右う翼よく監かん視しのポジションについている今はまだいい。しかし、持ち場は三十分ごとに交代する約束である。この環境下での探し屋スイーパーは地じ獄ごくだ。今地面を這はいつくばっているはカデナ、アマルス、アイの三人。ペスカトーレはバナナかついで左さ翼よく監かん視し中ちゆうであるが、あれは誰だれがどう見ても寝ている。よくこんな所で寝られるものだと、マリポは怒おこるより感心する。

　突とつ然ぜん、アイがものすごい声を上げた。全員が、瞬しゆん間かん的てきに極きよく限げんまで緊きん張ちようした。

「きゃあああああああ──────虫むしむしむしむしむし────や────!!」

　アイは銃剣バヨネツトを放り出し、恐るべきことに、地じ雷らい原げんの中をやみくもな方向に走りだそうとした。誰もが声なき声を上げようとした瞬間、アイの低圧ブーツが全員の命を救った。右足で左足を踏ふんずけ、べちゃっ、と顔からコケ、ひくっ、ひくっ、と息を詰つまらせ、火山の噴ふん火かのように泣き始める。アブラゼミの鳴き声にも似た、暑さを倍増させる泣き声だ。誰も助け起こしもしなければ、うるさい黙だまれと怒ど鳴なりもしない。他人のために使う体力など一いつ滴てきもない。

　今の時代、地雷の撤てつ去きよなど普通、もっと景気よく短時間で片付くものだ。炸さく薬やくワイヤーで一いつ挙きよに誘ゆう爆ばくさせてしまうとか、専用の車両で地面を耕しながら一挙に突とつ破ぱするとか。

　が、日に本ほん号ごうがばら撒まいてしまった地雷には、そういう方法が通用しないのだ。

　ルノア隊を取り囲んでいる地雷のほとんどはコルダイト炸薬型の無指向性破片地雷──踏むと、三秒数え、ジャンプしてどかん──だから、大した問題にはならないが、ヤバいのはそれ以外、ネットワーク形成型の広域地雷ワイドエリア・マインである。このタイプの地雷原は、少数の親機と無数のセンサーによって構築される。これらは普段は電波のでの字も出さずになりを潜ひそめているが、センサーが圧力や熱によって獲え物ものを感知すると、データを受け取った親機が獲物めがけてミサイルをぶち込んでくるという凶きよう悪あくな代しろ物ものであった。つまり、親機すべてが始末されるか、ルート上のセンサーが完全に取り除かれるまでは、地雷を完全に撤てつ去きよしたことにならないのだ。しかも、敷ふ設せつ方法はジャングルへの空中散布。木にひっかかっているセンサーもあるかもしれない。炸薬ワイヤーなどでは、とても処理しきれるものではなかった。ついでに言えば、日に本ほん号ごうに搭とう載さいされていた広域地雷・親機は十六基。現時点で、これらはすべてルノア小隊の周囲、半径６００メートルの範はん囲いのどこかで営業中である。一つの親機に搭載されているミサイルは五発。センサーの数など考えたくもなかった。

　不時着の寸前、ポッドより西の１キロ足らずに、道らしきものをカデナが目もく撃げきしている。親機はともかく、進路上にあるセンサーをすべて除去し、道までのルートを確保しなければならないのだった。

　げっそり。

　誰だれにもかまってもらえないアイが、仕方なく、という感じで泣き止もうとしていたとき、マリポのヘッドギアがアラームを鳴らした。来た。ついに来てしまった。三十分が過ぎたのだ。

　その音を聞きつけたカデナが、ガニマタでよっこらしょと立ち上がって、うーんと背せ伸のびをした。地面にスプレーされた安全地帯のラインを横切って、のっしのっしと歩いてくる。手にした銃じゆう剣けんをくるりとスピンさせて、グリップの方をマリポに向けて差し出した。

「あーきつかった。はい、あなたの番」

　マリポは暗あん澹たんたる気分。卑ひ屈くつな声で、

「──なんかうれしそうね」

「あったりまえじゃない。なんならずっとわたしが見張りやってあげてもいいわよ」

　クソ暑い陽気のせいか、はたまたカルシウムが足りないせいか、マリポは意地悪な、誰だれかに難なん癖くせつけてからんでやりたいような、そんな気分になっていた。

「ふん、なによ。ルノア教官の見てるところじゃ言われもしないのに掃除なんかしちゃってさ」

　汗あせだくのカデナの顔が、ぱっと赤くなった。

「う、うるさいっ！　とっとと代わりなさいよあなたの番なんだから！」

　そのとき、この暑さの中、なぜか汗もかかずに熟じゆく睡すいしていたペスカトーレが、ぱちっと目を開あけた。

　地面に這はいつくばったまま、アマルスが言った。

「──おい、なんだいまの音」

　ようやく泣き止んだアイはその言葉に振ふり返るが、マリポとカデナは聞いちゃあいない。

「はいはい代わりますですよー。でも後で教官に言いつけてやろっかなー。カデナは教官の前じゃいい子ぶってるけど、そんなのにだまされちゃだめですよーって」

「ふ、ふんだいーわよ好きにすれば？　ルノア教官はそんなのなんとも思わないに決まってるもの」

　アマルスはジャングルの奥の薄うす闇やみに視線を固定している。ペスカトーレは木によりかかったまま、バナナのボルトをゆっくりと引いた。セフティを外すほどの確信は、まだなかった。

「あっそー。そですかそですかさよーでございますか」

「──ったくもーいちいち腹立つわね！　やる気!?」

「っせーぞてめーら！」

　アマルスの鋭するどい声が、ようやく二人の耳に届いた。そして、今度は全員がその音を聞いた。

　どこかオイルの足りない感じのする、機械的な音。

　続いて、地面を伝わってくる、微かすかな振しん動どう。地鳴りのような音。

　マリポとカデナは反射的に地面に伏ふせた。それを見たアイがあわてて真ま似ねした。再び地鳴り、周囲の木が揺ゆれ、葉のこすれ合う音。また機械音。これと似た音を、どこかで聞いたことがある──マリポは記き憶おくを探さぐる。そして、それはかなり最近の引き出しの中に見つかった。

　哨しよう戒かい任務同行演習。ぼろぼろにやられたＧＡＲＰ。死んだ関節が、まだ生きている関節の回転に引きずられて動くとき、装そう甲こうがこすれ合ってあんな音がするのだ。

　とっさにアマルスを見た。アマルスの顔にも「お前もそう思うか」と書いてあった。

　──双そう脚きやく砲ほう台だいが。味方が来たのだ。自分たちを助けに。

　なにも考えられなくなってしまったマリポは、自分たちが逃走兵であることも周囲が地じ雷らいまみれであることも忘れ、立ち上がって走りだそうとした。

　アマルスとカデナが同時に怒ど鳴なった。

「待て!!」

「待ちなさい!!」

　カデナに背後から押し倒された。ひと抱かかえもあるような木の枝にあごをぶつけた。ジャングルの奥をにらみつけたまま、カデナが耳元でささやく。

「なんだかおかしいわ。正常な関節の音じゃないもの」

「……戦せん闘とうで損傷した機が、こっちを見つけたのかも、」

「戦闘なんかがあったらその時点でこっちが気づいているはずよ」

「……味方とはぐれて、」

「無線でなにも言ってこないのはどうして？」

「それは、故障、」

「信号弾だんは？　拡声器は？」

　そのとき、金属音とは別の方向、それほど遠くないところで、赤い大きな鳥の群れが一いつ斉せいに飛び立った。木が押し倒される音。

　ペスカトーレが、セフティを外した。

　近づいてくるそれが足音だと知ったとき、マリポは手に持っていたランチャーをカデナに渡し、全速力で地面を這はいずった。腰こしのホルダーにくくりつけられたランチャー二本をアマルスとアイに渡し、最後の一本を自分が握にぎりしめる。

　足音は、もうすぐそこまで来ていた。木が押し倒される。こっちに来る。

　どさっ。どさっ。

　二足歩行している。地球生まれの地上生物で、二本の足で歩き、しかもこんなにでかいやつなどいない。もう間違いない──プラネリアムだ。

　どしゃっ。

　足。５メートルと離はなれていない。五人の視線はその足をたどって上へ。

　妙みように顔の長いハボックだった。一定周期で飛行形態、歩行形態の間を揺ゆれ動く変態野や郎ろう。今はあんよの時期らしい。右みぎ腕うでの肘ひじから先がない。胴どう体たい、腰こしの辺りに柄つかのなくなった超ちよう振しん動どうブレードの刃やいばが左から右へと貫通したままになっている。傷口はどちらも相当に古く、完全に治ち癒ゆしていた。かなりの古ふる強つわ者もののようだ。

　そいつはそこで立ち止まった。酔よっ払ぱらいのような動作で、右へ左へと頭を振ふる。

　五人とも、武装をハボックの頭部にポイントして息を殺していた。こうなってしまうと、恐きよう怖ふもくそもなかった。目の前の光景に、リアリティがまったく感じられない。ここで五人が全ぜん弾だんをこいつにぶち込めば、こいつだけはなんとか殺せる。しかし、この距きよ離りでランチャーを使うのはかなりのバクチだし、ペスカトーレのバナナの弾たまはすべて化学弾頭ケミカル・ウオーヘツドだった。この大きさのハボックなら、五発撃うち込んだとして、無力化されるまで五秒。もっと距離があるならともかく、今のこの状じよう況きようでは、五秒あればこいつは五人どころか五十人を殺してみせるだろう。

　それに、あの謎なぞの機械音──。

　別の足音が近づいてくる。ほどなく二体目のハボックが現れた。絶望に２を掛けてもやはり絶望は絶望だった。相変わらず、それは恐怖としては──少なくとも、不快な感覚としては感じられなかった。感情が麻ま痺ひしている。ただ、このままでは自分たちは遅おそかれ早かれ間違いなく死ぬ、という漠ばく然ぜんとした認識だけがある。マリポは振しん動どうを感じた。地面が揺ゆれているのかと思ったら、自分の足が、他人ひとに見せて自じ慢まんしたくなるくらいの激しさで震ふるえていた。

　二体目は、立ち止まらずに歩き去る。強きよう襲しゆうポッドの方向へ向かって、ただし、身をかがめ、四つんばいになった攻こう撃げき姿勢で。そいつの足音が急に聞こえなくなった。一体目は、やはり目の前に居座っている。まるで、物音にじっと耳をすませているような。

　──ルノア教官は……!?

　マリポはカデナの肩かたをつついた。振り返ったカデナに、顔の横で右手の親指と小指を立て、ポッドの方角を指さす。「援えん護ご」を示す無音語ジヤイヴ。声を出さずに、簡単な指示を相手に伝えるためのものだ。こんなもの、習ったときは無用の長物と思っていた。

（ルノア教官の援護はあるか？）

　カデナは「わからない」と首を横に振った。ポッドの方角を指さし、拳こぶしを握にぎり、ハボックを指さして、親指で首を搔かき切るしぐさ。

（援護を期待はするな。こいつを殺やろう）

　マリポは驚おどろいて激しく首を振った。カデナは指で宙に円を描き、拳を握り、手のひらを二回横に振り、ハボックを指さし、首を搔き切り、こめかみにさわり、親指で背後を示す。

（状況は好転しない。こいつを片づければ、逃げることもできるかもしれない）

　マリポはまた首を振る。アイが会話に割り込んできた。手のひらを下にして押さえつけるような動作を二回、こめかみにさわり、親指で背後を示す。

（気づかれなければ、いま逃げることができるかもしれない）

　マリポとカデナがそろって首を振る。激しい動作で、

（不可能。断じて不可能。よけいな口出しするな）

（否定。話の邪じや魔ま）

　アイが怒おこった。声もなくやり返す。

（ひどい侮ぶ辱じよく。いつもそう。自分は有能）

　アマルスが指で宙に円を描き、拳こぶしを振ふり、手のひらで大きく空くうを切り、親指を地面に向ける。

（なにやってんだ。だまれ）

（聞いてよアマルス。この二人ひどいのよ）

（あんたが余計な口出しするからいけないのよ。いいマリポ、危険だけどランチャーを使うしかないわ。そうすればルノア教官もこっちに気づくし）

（そのあとみんなで仲良くあの世行き？　そんなのだめ。ぜったいだめ！）

（あーんまたわたしを無視するー。うえーん二人ともこっち見てよー）

（お前らいいかげんにしろ！　今どういう状じよう況きようにあるのかわかってんのか!?）

（わかってるからこうして意見言ってるんじゃない!!　それともなに!?　あなたに何かいい考えがあるっていうの!?）

（こっちからは手の打ちようがないだろ!?　今はここで息をひそめていれば──）

（やられるの待つだけ!?　少しでも可能性が高い方にかけようって根性はないの!?　それでもあなたルノア教官の部下!?）

（どんな考えでもあんたの玉ぎよく砕さい志向よりはマシよ！　とにかく攻こう撃げきなんて絶対だめだからね!!）

（あっそーだいーこと考えちゃった！　みんなあったまわるーいヘッドギアの無線でルノア教官に助けてって言えばいいんじゃないきゃーあたしっててんさーい）
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　それまでアイの方など見てもいなかったくせに、突とつ然ぜん三人はすごい顔で振ふり向いて手足をばたばたさせた。

（てめーんなマネしやがったらぶっ殺してやるからな!!　エテ公にゃ電波を感知する感覚器があるってことくらい知らねーのか!?）

（あんたは黙だまってなさいもうなんにも考えなくていいからそこにじっと座ってなさいあんたには紙おむつとおしゃぶりがお似合いよ!!）

（さっきからどういうつもりふざけてんの!?　知らないなら教えてあげるけどあたしたちは生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにいるのよ!?　わかったんなら邪じや魔ましないで!!）

　なぜ身振り手振りだけでこうも流りゆう暢ちように喋しやべれるのか。そういう難しい話はさておき、アイは横よこっ面つらをひっぱたかれたような顔をして、ぐじゅっとハナをすすった。今にも泣き出しそうに顔が歪ゆがむ。それを見た三人は再び大あわてでばたばたと踊おどる。

（ったくもーすぐそうやって泣く悪かった悪かった言いすぎた頼たのむから泣くな！）

（わーごめんなさいお願いだから泣くのだけはやめてなんでもするから!?）

（あっ！　そ、そうだ！　ねえアイ、わたしの部へ屋やに貼はってある寝たきり刑事デカのカレンダーあげるからあんたあれ欲しがってたでしょ!?　だから泣くのやめて！）

　アイはマリポのを見て、ひくっと泣き声を止めた。息を詰つめて見守る三人。

　アイが自分の耳を指さした。

（ほんと？）

（ほんとほんとほんとほんと!!）

　とっさに口走った言葉なのだろうし、別にマリポを責めるわけではないのだが、「わたしの部屋に貼ってあるカレンダー」である。つまり、「氷の海オルドリン埋まい設せつコロニー内学がく寮りよう区画ルノア隊ユニットの中のわたしの部屋に貼ってあるカレンダー」なのである。そしてこいつらは全員が脱だつ走そう兵であり、「わたしの部屋」から38万キロも離れたジャングルの中でエテ公と面つらを突き合わせているのだ。この先、この連中が果たして再びオルドリンの敷居をまたぐことがあるかは極めて疑わしく、その意味ではマリポの連呼した「ほんと」は果てしなく「うそ」に近い。

　が、そんなことに気がつくアイではなかった。

（わーい！　約束だからね絶対だからね！）

　ペスカトーレの視線が左に泳ぐ。

　──敵は全部で三体、それは多分間違いない。それにしても、わからないことだらけ。なんでこいつら地じ雷らいに引っかからない？　目の前のこいつ、なんで動かない？　二体目の奴やつが前衛の自殺兵で、こいつがその次？　じゃ、本命ボスはあの正体不明の機械音、か。指揮個体はたぶんそれ──

　突とつ然ぜんの機械音が、熱くて湿しめった空気を切り裂さいた。すぐ近く。

　手足で会話していた連中が、飛び上がって武器をつかむ。ペスカトーレが左手だけで「静かに」と言った。ハボックが小さく咆ほえる。周波数が低すぎて耳には聞こえず、ただその振しん動どうだけを感じた。ハボックが歩きはじめる。強きよう襲しゆうポッドの方向。攻こう撃げき姿勢。

　左から、双そう脚きやく砲ほう台だいの歩行音が急速に近づいてきた。しかし、決定的に何かがおかしい。普通こんな音はしない。木がバキバキとへし折られ、なにか巨きよ大だいなものが薄うす闇やみの向こうに姿を見せる。

　シルエットは、確かに双脚砲台だった。

　目の前を通り過ぎていく。ぼこぼこにへこんだ、傷だらけの、苔こけの生はえた装そう甲こう。しかし、やはり違う。どこかがおかしい。なぜあんなに射しや撃げき補助脚きやくが長い？　胸から垂たれ下がっているケーブルのようなものは何だ？

　双脚砲台が立ち止まった。センサーポッドの駆く動どう音おん。チカチカと瞬またたく光。

　レーザーでこっちを索さく敵てきしている。

　──やばい……!!

　永遠と思えるような時間が過ぎた。

　双脚砲台の影、右みぎ腕うでが動いた。なにか持っている。セフティの解除音、恐きよう怖ふの顎あごは今度こそ全員を捉とらえる。

　──やられる!!

　立ち上がり、ペスカトーレが撃うった。秒間三発。バナナの弾たまなど、装甲を貫通すらしないだろうとわかっていた。アマルスが、マリポが、アイが、カデナが、まばたきのような動きで四方に散る。ランチャーを構え、到底間に合いはしないことなど覚かく悟ごの上で──

　突然、右手で爆ばく発はつが起こった。双脚砲台のセンサーが、再びぐるりと回った。




　最初の奴やつは地じ雷らい原げんの際きわで、もう十四秒も前に菊千角で始末した。二体目に気づかれていないことには絶対の自信があった。音源は三つ、ならば次は派手にやれる。フットペダルをキック、感圧スティックに十七種類のコマンドを一気に入力。

　二体目を撃げき破はするまでの２・７秒間、ルノアの全身にかかり続けたＧは瞬しゆん間かん最大で７・８に達した。ＦＣＳは悪あく魔まのような悪知恵を発揮して射線を補正する。機体が新型なら弾も新型。２２２チェーン。最初の２発が非貫徹弾ハンマー。最後の２発が熱破砕弾カツター、こいつは弾速あしが早いので二番目に命中する。そして真ん中の２発が真打ち低速胸郭反射弾リフレクター。砕くだかれた甲こう殻かく表面を滑すべって体内に侵しん入にゆう、閉へい鎖さ的てきな構造のプラネリアム胸きよう郭かく内に飛び込んで肋ろつ骨こつで跳ちよう弾だん、運動エネルギーを消費し尽つくすその瞬しゆん間かんまで中身をかき回すというマッドな代しろ物もの。同時に撃うったランチャーの炸さく裂れつ弾だんは、奴にとっては死者への鞭むち以外の何物でもなかっただろうが、ルノアにとっては、アマルスたちに気づいてもらうための「花火」という意味がある。ＦＣＳが三体目を捕ほ捉そく。もうバレバレ、こいつが指揮個体に間違いない。ちょっとでかいのが気になる。

　無む謀ぼうにも空中で姿勢を制せい御ぎよ。吹っ飛ぶようになくなっていく推進剤。ルノアは心のどこかで「楽しい」と感じる。視界が赤く染まり、それに反応して網膜表示が黒く変色する。地じ雷らい原げんなんて恐こわくない。アマルスたちが「掃除」をしていた場所がどこにあるかなんて、目をつぶっていても指させる。そこで勝負をかける。空気の層に断絶が発生し、Ｄ＋は水蒸気の雲ヴエイパー・トレイルを引きながら、見えない壁かべに衝しよう突とつしたかのように跳ちよう躍やく。




　双そう脚きやく砲ほう台だいが、右手のランチャーをを上空に向けて撃うった。一秒も続かなかった。ジャミング。排莢口のスライドが開き、ローダーベルトが外れる。アマルスとカデナがランチャーをトリガーした。一発が木に阻はばまれ、一発が右足に命中した。どっちがどっちの弾たまだったのかなんてわからなかった。アマルスが叫さけぶ。

「撃ちまくれ!!　撃ちまくって、」

　逃げるぞ。そう言おうとしたアマルスが、口を開あけたまま凍こおりついた。撃てといわれたのに、誰だれも撃たなかった。爆ばく煙えんが晴れる。ずいぶん見通しのよくなったジャングル、その向こうにいた、双脚砲台に似た何かの姿が、はっきりと見えた。




　爆ばく発はつに気づいた瞬しゆん間かん、射しや撃げきをあきらめてランチャーを捨てた。菊千角を抜刀マウント。両手で逆さか手てに構え、知らない方が幸せな速度で、ルノアは三体目めがけて落下した。

　そして、それを見た。

　双脚砲台だった。ぼろぼろの、まるで残ざん骸がいのような。射撃補助脚きやくの代わりに尻しつ尾ぽが生はえていた。左右のマニピュレータの内側に、ねじくれた二本の腕うでがあった。そこらじゅうから感覚触しよく手しゆが垂たれ下がり、おまけにコクピット部分の両側とその右下に、

　プラネリアムの顔が生えていた。

　着地と同時に双脚砲台に衝突した。四本の腕うでがＤ＋につかみかかる。衝しよう撃げきで朦もう朧ろうとしているルノアの耳に、装そう甲こうが軋きしむ音と警告音。

　双脚砲台のコクピット上部装甲、オプション装備のバルカンランチャー。

　撃つ気だ。

　──こいつ、装甲の隙すき間まに潜もぐり込んでるだけじゃない！　システムを制せい御ぎよしてる!!

　スラスター三つをオーバーロード寸前まで噴ふん射しや、そいつが見ているはずの赤外映像を塗ぬりつぶし、右みぎ腕うでだけを自由にした。菊千角が閃ひらめき、そいつの腕すべてが切断された。右下のプラネリアムの顔が、苦痛に歪ゆがんだようにルノアには思え、

　菊千角を、その顔のど真ん中に突つっ込んだ。

　振しん動どうで分子が遊ゆう離りし、刀身の周囲の肉が溶とけて噴ふん出しゆつした。ルノアはレシーバーに向かって叫ぶ。

「総員レデイース、全ぜん状じよう況きようを放ほう棄きして待たい避ひ!!　強きゆう襲しゆうポッドに向かって全力で走れ!!」言うだけ言ってすぐさまチャンネルを切り換え、「ＧＡＲＰ！　奴やつが見える!?」

『はいはい、見えてますですよ。しっかしなんですかあれ？　めちゃくちゃ不ふ愉ゆ快かいな物体なんですけど』

　スラスターをキックした。あるったけの推進剤を使い尽つくして、ルノアは上空後方に跳はねた。身体からだ中じゆうがぺったんこになりそうだ。

「わたしの座標とそっちの計測値を三角測量してリニアガンで砲ほう撃げきしろ!!」

『了りよう解かい。免責宣言Ｄ＆Ｄ読まなきゃだめですか？』

「いいから撃うて!!」

　カーゴに格納されたままのＧＡＲＰは、ロボットバルカンで壁かべに穴を開あけ、人知を超こえた照準速度でペレットをトリガーした。




　密林の向こうに、爆ばく煙えんが立ち昇っている。

　五人は爆ばく風ふうから命からがら逃げおおせた。その目の前に落っこちてきたＤ＋が、着地を今度こそミスった。姿勢制せい御ぎよが自動的に補助をかけ、前のめりに倒れかけたところで両りよう膝ひざをついた。

　──ここから出せ。

　コクピットの中で、ルノアはサイドスティックにすがり、上体をくの字に折ってうつむいている。指一本動かすのもつらい。内臓を全部どこかに捨ててきてしまったような気がした。

「──三体全部で、何秒かかってる？」

　肩かたで息をつき、ルノアは尋ねる。が、Ｄ＋は答えない。

「教えてよそのくらい。数えてたんでしょ？」

　──ちゃんと数えてなかった。二十七秒と十五分の二くらい。

　ルノアはシートに身体からだを横たえ、投げやりに、

「あんただけなら何秒でやれる？」

　Ｄ＋は少しだけ考えてから答えた。

　──六秒。

「あんたとわたしと両方がいれば、何秒くらいでやれるのかな」

　即答した。

　──一秒。

「うそ」

　──一秒。ぼくが自由になったときにお前が一いつ緒しよにいたら、ぼくは一秒でお前をやる。
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　夕方のスコールが、密林から戦せん闘とうの臭においを消し去った。

　色々な意味で、危あぶないことは危ない。しかし、「気分よ」というルノアのひと言で、外で夕食を摂とることに話が決まった。

　強きよう襲しゆうポッドの昇降ハッチのすぐ外にたき火を焚たいて輪になった。日が落ちるとかなり涼すずしい。ペスカトーレ以外はあまり食が進んでいない。昼間見た「あいつ」の姿は、今も目に焼きついて離れなかった。

　フォークをレーションの缶かんに戻もどし、カデナがつぶやいた。

「ずっと考えてたんですけど──あのヤドカリ野や郎ろうのせいですね。あんなのが三体もいて地じ雷らいにひとつも引っかからないなんて、絶対おかしいって思ってたけど、あいつ……多分、ＩＦＦまで発行して、地雷に自分ともう二体を味方だって思い込ませてたんですよ、きっと……」

　それは絶対に正しい──しかし、ルノアはそこで別の疑問に突つき当たる。

　缶の中身をフォークでつつきながら、カデナは続けた。

「でも、システムの中身を理解できてたってことになりますよね、それ……。神経接続とか、その辺はおいておくとしても、プログラムの中身なんてどうやって解かい析せきしたのかしら……そんな知能があるなんて、あの行動を見る限り考えられないんだけど……」

　しばらく、炎ほのおの爆はぜる音のみが場を支配した。アマルスが、

「理解してたわけじゃなくて、あっちこっちうろついてるうちにさ、経験的に憶おぼえたんじゃねーかな。このへんぐっと力りきんで、こっちをビリビリってやると、地面がいきなり爆ばく発はつしたりしねーって」

　なんかありそうにない話だな──と、言っておきながらアマルスも思った。はたしてどれだけの偶ぐう然ぜんが積み重なれば、そんな複雑で微び妙みような操作を学習できるのか。

　コーヒーが嫌いなチャーミーが、ティーポットを掲げて、

「他ほかにお茶飲む人、います？」

　ルノアとペスカトーレが手を上げた。手から手へと渡されるティーポットを見つめながら、チャーミーがふと、

「そうだ──あれかもしれませんよあれ。なんて言うんでしたっけ、──っと、そう、異星人説、とか、確かそんな、」

　マリポが正解を口にする。

「生物兵器説？」

「そう！　それです」

　まあ、穴の少ない説明なのかもしれない。あいつは異星人の作った新型で、知能も若じやつ干かん高く、ケーブルや光ファイバーに神経接続をかけることも可能だと。

　しかし、そんな新型がなんの役に立つのだろう、とルノアは思う。ひと目見てそう思ったし、戦ってみてもやっぱりそうだった。弱いのだ。あれなら普通の自殺個体のほうがずっとましだ。まさか、たかが地じ雷らいのためにあんなものを作ったとも思えない。異星人の考えることなど人間にはわかりはしない、と言ってしまえばそれまでだ──

「あの説、わたしはちょっとね……」

　カデナはそう言って、少しだけ笑った。物理学博士らしいな、とルノアは思う。

　ルノアから手渡されたポットをマリポがペスカトーレに渡した。ひと口すすると、紅茶の中にコーヒーの匂においが混じっていた。

「わあ……」

　アイが口をぽかっと開あけて真上を見つめている。皆それにならった。

　宇宙があった。

「すっごい星……ねえ、月はどれ？」

　アイが無む邪じや気きに質問する。

「──え？　見たことないの？」

「うん。昼間は星見れないし、夜外出るなんて恐こわいもん。おしっことかはね、携けい帯たい用ようの処理バッグでしてるの」

　エバって言うことではないだろうが、ともかくカデナは時計をちらりと見て、

「まだ見えないよ。あと一時間くらいたたないと」

「どうして？」

「昇ってこないもの」

「どこへ？」

　あー、つまりね、とカデナは説明を頭の中で組み立て始めたとき、アイが叫さけんだ。

「あー！　いまなにか、星がさって動いた！」

　天を見上げたまま、チャーミーが笑顔を浮かべる。

「アイ、それ多分、流れ星よ」

　アマルスも天を見上げて、

「どっかのバカがまた落っこちてきたんじゃねーのか？」

「あら、それだって立派な流れ星じゃない。アイ、流れ星が消えちゃう前にね、願い事を三回心の中で唱となえると、願いが叶かなうの」

　アイは視線をチャーミーに戻もどして、目をぱちくりさせる。

「だって、そんなの無理だよ。すっごい早くて、すぐ消えちゃったもん。ぴゅって」

　ルノアのとなり、マリポがコーヒーに息を吹きかけ、上うわ目め遺づかいに上空を見上げて、

「でも、ほんとにすごいですね……これが見られただけでも来てよかったな。どうして地球って、空気の層があるのにこんなにきれいに星が見えるんですか？　月なんて、なんにもないのに太陽と地球しか見えないじゃないですか。ただ真っ黒で」

「え？　さ、さあ……」

　カデナが代わりに答えた。

「地球や太陽が明るすぎるから。地球でも昼間には太陽のせいで星が見えないでしょ？　月の場合も空はまっ黒だけどそれと一いつ緒しよ。月の裏側に行けば、きっとこれよりもっとすごい星空が見えると思うわ」

　へえ──と感心したのは、アマルスだった。

「お前、妙みようなこと知ってんな」

　そう？　とカデナはまんざらでもない様子。

「お前、やっぱすげえよ」

　そう言われると、一気に身構えてしまうカデナだった。

「なによ、どういう意味？」

「いや、マジな話。あたしらみんな、普通の学校なんてろくに行ってないような奴やつばっかだろ？　学校なんてオルドリンが初めてで、しかも教わるのはドンパチがらみのことばっかしでさ。やっぱ──お前すげえ奴だよ」

　カデナは複雑な表情でアマルスを見つめた。アマルスは、カップの中のコーヒーを見つめていた。

「あ！　じゃあさ、じゃあ、月では流れ星って見れないの？」

　アイがいきなり大声を出した。カデナがその声に我に返って、

「……ああ、そうね、空気ないし」

　アイは、新発見の科学的事実を公表するかのように、勢い込んで言った。

「それならさ、みんなで地球に住めばいいじゃん！　月にいる人みんな！　それでね、みんなで早口お祈りの練習するの！　プラネリアムをどっかにやっちゃってくださいって！　流れ星ってすぐ消えちゃうけど、みんなで一生懸けん命めい練習すれば誰だれかができるようになるかもしれないじゃない？　月になんか住んじゃだめなんだよきっと。流れ星見れないし、願い事もできないもの」
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　強きよう襲しゆうポッド内部、昼なお暗いカーゴエリア。ろうそくの明かりで下から照らされ、生なま首くびのように闇やみにぽっかりと浮かぶペスカトーレの顔は、はっきり言ってホラーだ。

「ほれ、ちゃんとろうそく用意してやったんだからな。すっげえのやれよ」

　ヘルメット。

「なんだそれ」

　この話の題名。

「いいから、とっとと始めろ」

　ヘルメット。

「だから、それはいいって」




　かつてオルドリンには〈真空環境作業〉って科目があった。今はない。その理由がこのお話。今よりさかのぼること数年、さる教官が訓練生に居残り訓練を命じた。科目は〈真空環境作業〉簡易モジュール設営作業。その訓練生はできが悪く、教官はついに腹を立てて、できるまで戻もどってくるなと言い置いて、月面に彼女ひとりを残して引き上げてしまった。

　そして、ひとりで作業をしていた彼女は事故に、ワイヤーストライクに遭あって死んだ。死体はワイヤーに切り裂さかれ、宇宙服ごとバラバラになっていたという。




「なんか狙ねらった話だなあ」

　くくくくくくく。ここからが本番。




　その科目はオルドリンから消えた。責任を問われ、教官は免許を剝はく奪だつされて、作業要員に降格された。ある日、彼女が部へ屋やに戻ると、電話が鳴っていた。聞けば、とあるエアロックに異常があるので、今すぐ修理して欲しいという。エアロックへと向かう彼女。着いてみると、見たところなんの異常もない。ただ、ひどく汚よごれ、損傷した一着の宇宙服が床ゆかの上に。ヘルメットは取り外されて、向こう側を向けて床ゆかに置かれている。処分しようと宇宙服を手に取る。そのとき、いずこからか人の声。

　出して。出して。

　エアロックには誰だれもいない。不ふ審しんに思った彼女、早く片づけて帰ろうとヘルメットを手に取る。重い。見れば中に事故で死んだ訓練生の生なま首くびが詰つまっていてその首がくわっとこちらをにらみつけ教官ここから出してくださいお願いです早くここから出して!!




　きゃあああああああああああああ!!という悲鳴を上げたのはアイだった。そしてそのままの勢いで、ああああああああーはははははははははと笑った。誰もが、怖こわがっているというよりは、ペスカトーレの大声とアイの悲鳴に驚おどろいている。マリポがあはははと笑って、

「あーびっくりしたぁ反則だよそういうの。急に大きい声出すのとかさ」

　カデナの顔にも笑みが浮かんでいる。うーんと首をかしげ、

「それ、オルドリンじゃなくてどっか他ほかの場所の話にすべきね。〈真空環境作業〉なんて科目、はじめからなかったことくらいすぐバレちゃうもの」

　怖こわくなかった？

「いまさん、ってところだな」

「そうですか？　わたしは怖かったですけど」

　チャーミーが言っても、ちっとも怖こわがっているように見えない。

　じゃあ次はとっておきの隠かくし玉。

「ダメだダメだどけどけ。つぎはあたしだ。気の弱い奴やつはオムツしとけ」

　そのとき、ルノアが言った。

「バカバカし。もう寝る」

　マリポがえーっという顔をして、

「もう寝るんですか？　きょうかーんってばだめです寝ちゃったらつまんないです」

　ルノアはもうシュラフにもぐり込んでしまった。腕うでも顔もシュラフの中に突つっ込み、ファスナーを一番上まで閉める。マリポはペスカトーレを振ふり向いて、

「ペスのバカ。あんな話するから、教官気を悪くしちゃったじゃない」

　サナギのようになったシュラフの中から不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。

「明日あしたはいよいよ移動するんだから。あなたたちも早く寝なきゃだめよ」

「つまんねー奴。いーやほっとけほっとけ。いいか、これはあたしが族だったころの……」




　もちろん、ルノアは寝てなどいなかった。

　怪かい談だん大会はそれから二時間ほど続いたが、ルノアはシュラフの中でぎんぎんに目を見開いて、全部の話を最初から最後までばっちり聞いてしまった。今、シュラフの外は静せい寂じやくだけ。みんな寝てしまったらしい。ルノアひとりを残して。

　頭の中で想像力が荒れ狂くるっていた。このシュラフの外には、なにかこの世ならぬものがいるのではないか。突とつ然ぜん何者かの手がシュラフ越しに身体からだをつかみ、死人の声で話しかけてくるのではないか。ルノアは泣きそうになって耳をふさいだ。わたしまだ起きてるのに、みんな寝ちゃうなんてひどい！

　教官出してくださいここから出してお願い教官出して出して教官教官きょうかーん

　今や、シュラフの外の何者かは、ルノアにとっては「実体」を得た何者かであった。起きていることをそいつに気づかれてしまっては最後なのである。もう身動きもできない。そいつは一晩中居座るつもりなのだろうか。そんなの絶対困る。だって──

　恐れていた事態がやってきた。一度そのことを考えてしまったらもうだめだった。

　ルノアは、尿によう意いをもよおしてしまったのだ。

　絶望と恐きよう怖ふの板ばさみであった。なんといっても「しょんべんルノア」である。あの屈くつ辱じよく再びなど、到底耐たえ難いものがあるが、恐こわくて身じろぎすらできない。それに、強きよう襲しゆうポッドにはトイレがない。格納されているトランスポータには一応それらしきものが装備されてはいるが、すべての電源が落ちている今は使えない。

　パンツの中か、処理バッグか、外に出てするか。

　シュラフから顔を出すのには、途と方ほうもない勇気が必要だった。ルノアはそのまま、恐る恐る、イモムシのように床ゆかを這はいずりはじめる。




　誰だれかがマリポの肩かたをゆさゆさと揺ゆり動かしている。んー、と不ふ機き嫌げんな声を上げ、顔をしかめてマリポは薄うす目めを開ける。

「──教官？　どうしたんですか？」

　むにゃむにゃした声。まだ半分寝ているらしく、見る間に目が閉じていく。ルノアはおろおろと周囲を見回し、声を潜ひそめて、

「あっ、マリポ、ねえってば」

　ゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさゆさ

「起きました。起きました起きましたから。……なにかあったんですか？」

　他ほかの面々は死体のように寝ている。自分だけ起こされたことに、マリポは不思議そうな顔をする。ルノアはシュラフから出て、マリポのすぐ横にしゃがみ込んでいた。

「……あ、あのね、」

「？」

　ルノアはうつむいて、もじもじとひざを動かした。上うわ目め遣づかいにマリポを見て、

「おしっこ、行きたくない……？」




　昇降ハッチを開あけると大きな音がするし、みんなが目を覚ましてしまいそうだったので、ダストハッチをくぐり抜けて外に出た。

　マリポのマグライトの明かりの中、ハッチから這はい出して地面に降り立ったルノアは、すぐにマリポの手をにぎった。マリポはちょっと照れたが、自分がルノアに対してこれほど優位に立っている今の状じよう況きようはなかなかに痛快。

「教官にもかわいいところあるんですね」

　ルノアは恥はずかしそうにうつむいて、こわごわと辺りをうかがう。月明かりに照らされたジャングルは、ライトなしでも物の形がわかるくらいには明るかった。ふたりとも武装していた。マリポはショルダーに大口径のハンドガンを吊つっているだけだったが、これとてルノアが持っていけと強きよう硬こうに主張したものである。当のルノアの片手には、タンク型のドラムマガジンと巨きよ大だいなサプレッサーのついた、見るからに凶きよう悪あくなサブマシンガンが握にぎられているのだった。

　と、マリポがいきなり低い声でうひひひひひひと笑って、

「そのときその老ろう婆ばは振ふり向いて『次はあんたよねぇ～～』と──」

　ルノアはシベリアまで聞こえそうな悲鳴を上げた。マシンガンを取り落とし、頭を抱かかえ込むように腕うで全体で耳をふさいでその場にしゃがみ込む。

「やだやだやだやだやだやだやだやだ!!」

　ルノアのあまりの強きよう烈れつな反応にマリポのほうもびっくりして、あわててルノアをなだめにかかった。

「すみませんごめんなさいごめんなさい！　早く済ませて戻もどりましょ、ね？」

　マシンガンを拾い上げる。これは危あぶないからわたしが持とうと決める。マリポはルノアの手を引きずるようにして先に立って歩き出した。ルノアは半ベソをかきながら、両手でマリポの手を握にぎってついてくる。やっぱりアイみたいに処理バックですればよかったと、そんなことを思いながら。いくらもいかないうちにルノアはマリポの手を引いて立ち止まり、

「ここでいいよ、あんまり先に行くと地じ雷らいがあって危あぶないし」

　地雷原などまだ先なのだが、今のルノアにそんなことをとやかく言っても不ふ毛もうである。しゃがみ込んだルノアに背を向け、「近くにいますから」と言って歩き出そうとするマリポの上着のすそをルノアの手ががっしとつかんだ。今度はマリポが悲鳴を上げた。

「待ってどこ行くの!?」

「ちょ、教官！　だ、だって、」

　婉えん曲きよくな表現をしようとして、うまい言葉がみつからなかった。

「……音、聞こえちゃうじゃないですか」

「……。いいもん」

　ルノアは実に強きよう硬こうであった。マリポは情けなくなってしまって、

「わかりました、わかりましたから、早くしてください」

「……ごめんね」

「いえ、いいですけど」

　情けない。これが本当にあのルノア・キササゲ大たい尉いなのだろうかと、そんなことをちらりと思う。

　ふと、なぜ教官はついてきてもらう相手に自分を選んだのか、という疑問が浮かぶ。

　これは微び妙みような問題だ。ルノアが自分のことをそれくらい信頼してくれているということなのか、こいつになんか何見られてもいいやと軽んじられているのか。

「……教官、もう済みました？」

「……もうちょっと」

　ほどなく、背後でルノアが立ち上がる気け配はいがした。ズボンを上げようとしているのだが、その間も片手はマリポの上着を握にぎって離はなさないので、ひどくもたもたしている。

　そのとき、マリポは頭上からの光がじわりと増すのを感じた。何気なく視線を上げ、

「きょ、教官!!　あ、あれ、なんですかあれ!?」

　いきなりルノアがマリポの腰こしにしがみついてきて、マリポは危うく押し倒されそうになった。

「もうやだ──!!　撃うて撃て早くやっつけてやっつけて!!」

「あ、ちょっと、違うんです教官！　そういうんじゃなくて、あれ、あれ見てください！」

　ルノアは顔面をマリポの腰にぎゅーっと押しつけ、

「やだ！　やだやだ絶対見ない!!」

　ルノアの説得には、たっぷり五分を要した。やっと顔を上げたルノアに、マリポは上空を指さして見せる。周囲がひどく明るいことにルノアはようやく気づく。

　マリポの指から38万４４００キロメートルの上空に、月があった。

　月が、緑色に輝かがやいていた。

　次第にその輝きが増していくさまが、目で見てはっきりとわかる。上空の雲に昼間のような陰いん影えいが生じ、地面にはうっすらと影ができる。見知らぬ月を、ルノアは声もなく見つめる。マリポがつぶやく。

「あれ、変ですよね……ゆうべも、その前の夜も、その前も、あんなふうじゃなかったもの……」

　二人の腰こしが発信音を立てた。ルノアはベルトのホルダーに吊つるしていたヘッドギアを外して、レシーバーを耳に当てる。チャーミーの声。ものすごいノイズが混じっていた。

『教官！　今どこにい……か!?』

「外、あ、あのね、月、月が──」

『なん……よく聞……』

　搬はん入にゆうハッチが開き、マグライトの光と一いつ緒しよにカデナが飛び出してきた。

「見つけた！　きょうか」

[image: ]

　カデナは二人の有あり様さまを見つめた。マリポの腰こしに抱だきついているルノア、しかもしかも、ルノアのズボンは半分ずり落ちている。

「──あの、ここでなにを？」

　続いてアマルスがハッチから身を乗り出す。ルノアはあわてて立ち上がり、ズボンをきちんとはき直した。マリポがぴょんぴょん跳はねるようにして頭上を指さし、

「カデナ！　あの、あの月！　あんなふうになることってあるの!?」

　カデナはマリポのマシンガンを見つめ、用心深く視線を外して上空を見上げた。そのまま動かなくなった。

「なにこれ……」




　全員が外に出て来た。月を見つめている。緑の輝かがやきは、次第に弱まりつつある。

　チャーミーが、つぶやくように言った。

「通信機の警報で飛び起きたんです。月からのラインがようやく回復したのかって思ったら……発信源は多分月みたいなんですけど、ホイッスラーを何万倍にも増ぞう幅ふくしたみたいな、わけがわからないもので……そしたら、これ……」

　月は、普段の明るさに戻もどりつつあった。しかし、その色は、エメラルドのような緑。

「あー!!」

　アイが叫さけぶ。北の空を指さした。

　さっきまではなかったものが、そこにあった。

　カデナがその名をつぶやき、ルノアはうなずいた。二人とて、今の今まで、実際にそんなものを見たことがあるわけではない。ただ、知識で知っているだけ。

「……オーロラですよね、あれ……」

　刻々と形を変える、緑色の光の帯。































　ルノア隊は、西へ向かった。




　ヤドカリ野や郎ろうのＩＦＦには作戦終了コマンドまでがくっついていた。すべての地じ雷らいは永久に無効化されていた。トランスポータは難なく１キロ先の「道」までたどり着き、七人と一機は軌き道どう強きよう襲しゆうポッド「日に本ほん号ごう」に敬礼して別れを告げた。

　ＧＰＳの古いデータを信じるならば、現在位置はン・カイ防空守備隊ＫＫ66空軍基地の東、約１００キロ。そして、カデナが降下中に確認した「道」とは、かろうじてどこまでも続いているように見えるジャングルの隙すき間ま、とでも言うべきものだった。自分たちは逃走兵である──そんな考えは、もう誰だれにとってもあまり意味のないものになり始めていた。とにかく、情報が欲しかった。無線は通じない。誰も来てくれない。自分たちが動くしかなかった。ジャングルの中をのろのろと進む。道を塞ふさぐ倒木を撤てつ去きよし、丸一日がかりで泥でい流りゆうを渡り、エテ公の襲しゆう撃げきにおびえながら。

　行けども行けどもジャングルであった。

　死んだ方がましと思えるくらいの高温多た湿しつ。どんなに気をつけていても、どこからか入り込んでトラブルを量産する微び細さいな生物。うようよいるであろう雑ざつ菌きん。雨、雨、また雨。

　誰だれよりも早くこの環境に適応したのは、やはりペスカトーレであった。彼女はいち早く野生化した。以前にも増してまともな受け答えをしなくなった。トランスポータのあちこちに、マーカーで奇き怪かいな落書きをする。どうやら縄なわ張ばりを主張しているらしい。日が落ちると、顔にくまどりの化け粧しようをほどこし、長大なサバイバルナイフを口にくわえてジャングルの闇やみを音もなく疾しつ走そうする。捕食行動である。はじめはカエルやヘビだった獲え物ものは日に日に巨きよ大だい化かし、ついには自分の倍もあるような野ブタを仕留めてくるようになった。ルノアのことを群れのボスだと思っているらしく、仕留めた獲物をルノアに差し出して、床ゆかにひっくり返って腹を見せるのだ。レーションの備び蓄ちくなどたかが知れていたし、まあこれはこれで重要な食料調達と言えた。近ごろでは完全に夜行性になり、日中はトランスポータの中に作った巣の中にこもっている。明かりを向けられるとウホウホ言いながら暗がりに逃のがれる。恐こわいからやめてほしい。三日前、ついにアイが餌え付づけに成功した。今はおすわりとお手を教えている。

　苦労と苦労の隙すき間まには、楽しいことも少しだけあった。食用に適するかどうかはＧＡＲＰが分ぶん析せきしてくれたし、慣れてしまえばカエルもヘビも、ベロベロトゲトゲ魚もまっかっか鳥も野ブタも、月で口にしたことのあるどんなものよりうまかった。地球は見知らぬ惑わく星せいであった。巨大な滝たきと、その流れ落ちる水の壁かべから出たり入ったりしている鳥を見た。底知れぬ崖がけ、眼下に広がる緑の大地は確かに丸く、霧きりに霞かすんでいた。あるったけの容器をかき集めて雨水を溜め、スコールの後の、ジャングルに沈む夕日に息をのんだ。




　二週間かかった。ようやくたどり着いたそこは、無人の廃はい虚きよだった。





[image: くぎり]






　ン・カイ防空守備隊ＫＫ66空軍基地は、襲しゆう撃げきを受けたわけでもなく、放ほう棄きされたわけでもない。それは確かだ。いくつか残っていた戦せん闘とうの痕こん跡せきはごく小規模なものだったし、すべての装備が手付かずのまま残されていた。無線、信号弾だん、有線通信、拡声器。なんの返答もなかった。

　たったの七人では一日かけても基地の半分ほどを探たん索さくするのがやっとだったが、もはやそのことは確実と思われた。

　ここには、ただ、人だけがいない。




　全員へのチャンネルをオープンしたレシーバーに「戻もどれ」と命じて、ルノアはトランスポータのコクピットハッチの上に大だいの字じに寝転がった。

　もうすぐ日が落ちる。

　マリー・セレスト号だな、まるで──ルノアは思う。

　色々な想像をしてみる。最初に思いついたのは、なにか──そう、ガスとか細さい菌きんの事故があって、全員がどこかに避ひ難なんしたのではないか、そういう可能性。しかしそれなら、ＧＡＲＰが10キロも先からその痕こん跡せきを嗅かぎつけていなければおかしい。

　実はこの基地の連中はオリンピック級のヒマ人で、みんなでどこかに隠かくれている──というのはどうだろう。最新のステルスデバイスを駆く使しして。ＧＡＲＰのセンサーすらごまかして。うん。さっきのよりはありそう──とルノアは思った。そして、解けない謎なぞと絶望に打ちひしがれたわたしたちが眠ねむっている間にこっそり出てきて、トランスポータの周りで盛大なパーティーの準備をするのだ。朝起きると祝しゆく砲ほうが轟とどろき、カラースモークを引いて戦せん闘とう機きが飛び交い、居並ぶ野や郎ろうどもは全員でかっ鼻と髭ひげのついたしましま模様のメガネをしていて、声をそろえてこう叫さけぶのだ。

「SURPRISE!!」

　腰こしにつけたヘッドギアが呼び出し音を鳴らした。ルノアは身体からだを起こして、コクピットハッチを開けた。




「西側の兵へい舎しや二つは、全部見てまわりました。電源も一部生きてるところがあって、水も出ます。個室の様子も、やっぱり、つい最近まで人がいた、っていう感じでした。つけっぱなしになってるラジオとか。あそこの部へ屋やなんて、気持ち悪かったよね──」

　マリポは、一いつ緒しよに兵舎を探たん索さくをしたチャーミーに同意を求めた。チャーミーがうなずく。

「最初はなんの音かわからなかったんですけど──部屋に入ってみたら、電話が鳴ってるんです。インターホンが。なんだか恐こわくなっちゃって……それでも、その電話に出てみたんです。声とか音とか、なんにも聞こえなくて、調べてみたら、四つ向こうの部屋からでした。回線つながったまま、受話器が床ゆかに転がってたんです」

　なんともいえない沈ちん黙もくがトランスポータの作戦室を満たした。ルノアはそれを振ふり払うように、

「アマルスとペスカトーレ」

　アマルスの火の点ついていないタバコがぴくりと反応する。その隣となりでペスカトーレが「くろしろかみつき」の切り身を挟はさんだサンドイッチをガバガバ食っている。この基地に到着した途と端たん、こいつは人の心を取り戻もどしていた。

「こっちも似たようなもん。全部の個室とその関連設備、倉庫、防空施設、全部もぬけの殻から。書類とかそういうの、片かたっ端ぱしからのぞいてみたんだけどさ、最後の日付がまちまちなんだよな」

　アマルスはそう言って、持ってきた書類をテーブルに投げた。ルノアはその一番上の一枚を手に取る。納品記録。最新の日付は七月十八日。

「それが一番新しいやつ。でも、端たん末まつのデータ更新記録の中には、もっと新しいのもあった。ここでなにがあったにしてもさ、一度に、一いつ瞬しゆんでどうにかなっちまったんじゃないと思う。一通り見てのカンだけど──ここ、ずいぶん前から、『崩くずれ』始めるずっと前から、基地としての機能を失ってたような気がする」

　ルノアはアマルスの顔を見つめるが、アマルスは表情を固く閉じてその内側を読ませなかった。

「──それと、気になるもんがあった。倉庫の便所の落書きなんだけどさ、すげーんだ。壁かべやら床ゆかやら天てん井じようやら、もうびっしり。全部自殺教がらみの、いついつ死ぬからみんなで見に来いだの、当方三人誰だれか殺してくれだの、そんなんばっかし。まるで寄せ書きみたいだった。あれはさすがにあたしもビビったね。で、床の真ん中にでかい字で、」

　そこでアマルスの勇気がくじけた。歯の間から息を吸い込み、言い訳でもするような調子で、

「シナリオ13、八月一日、変革の日──って」

　その言葉は、その場の温度を五度は下げた。

「──あたしの記き憶おく違いでなければさ、あれ──ギリギリで八月一日だよな。月が緑色に光ったのって……」

「それ、こっちにもあったよねカデナ」

　そう言ったのはアイ。カデナの顔は幾分青ざめている。ほとんど口を動かさずに、

「壁にスプレーで書いてあったんです。『８・１』って。いくつもありました。司令部ＧＱの建物、半分倒とう壊かいしてたじゃないですか。危なくて入れない所もあったんですけど、あそこにＡＢＣ用の対たい爆ばくシェルターがあって、」

　そこでカデナは言いよどみ、

「そこ、誰かがつい最近まで立てこもってたみたいな様子なんです」

　誰も何も言わない。

「壁が破は壊かいされてて、中に入れたんですけど、」

「そう。カデナったらわたしには中見せてくれなかったんだよ。わたしだって中見たかったのに、『さあ交代して』って言ったら、『あなたは見なくてもいい』だって。言われた通りちゃんと外見張ってたのに」

　アイがそう言ってほっぺたを膨ふくらませた。カデナが続ける。

「多分二人か三人……でも、やっぱり誰もいなくて、死体もなくて、壁に、血の、血の人ひと型がたが、すごい力で叩たたきつけられたみたいに……でも、死体が、死体はなくて……」

　アイの表情が凍こおりつき、「そんだけ？　なーんだ」と強がってみせる。

　──ラセレーナ、

　あなたが言いたかったことって、こういうこと？　あなたはこれを見せたかったの？

　カデナはうつむいている。よくやったね、そう慰なぐさめてやりたいのは山々だった。しかし、ルノアは聞かずにはいられない。

「つい最近まで、って……？」

「きのうとか、ひょっとしたら何時間か前まで」

　アマルスがたまりかねたように大声を出した。

「なんだよそれ!?　当てずっぽうでいい加減なこと言うんじゃねーよ!!　なんの根こん拠きよがあって──」

　カデナの言うことだ。根拠などあるに決まっていた。そんなことはアマルスにだってわかっていた。うつむき、肩かたに力を込め、叫さけぶようにカデナは言った。

「だって、だって!!　魔ま法ほう瓶びんの中のコーヒーが、まだ温かかったんだもん!!」




　とりあえず、物資が手付かずのまま残っていたのはありがたかった。トランスポータには、今まで消費した分以上の物資を補給することができた。滑かつ走そう路ろの真ん中に移動した。ここなら、周囲を見渡すことができる。

　夜。

　二人ずつ、交代で索さく敵てき要員に立てることにした。エテ公は夜間に動くことが多い。

　ブリッジのドライバーシートに座り、濃こいコーヒーをすすっていたルノアの背後で、ハッチの開く音がした。チャーミーの声。

「ルノア教官。お話があります」

　一いつ瞬しゆんだけの沈ちん黙もくの後、ルノアは答えた。視線は窓の外の闇やみに向いたまま。

「なに」

「ラセレーナ大たい尉いの、例の」

「うん」

「ラセレーナ大尉のファイルのことなんですけど、あれからずっと、時間があるときには色々いじってみてたんです」

　ルノアはコーヒーをまたひと口すすり、うん、とつぶやく。

　チャーミーは、あらかじめ練習したような口調で言った。

「それで、色々考えたんですけど、今になって思うんですけど、救世軍の情報統制って、月・地球間の通信を検けん閲えつ監かん視しするシステムって、本当は、普通に知られているよりもずうっと厳重なものだったんじゃないでしょうか。お互たがい都合の悪い情報は絶対に通さない、っていう。ラセレーナ大尉がタイマーを使って端たん末まつに自動発信させたのもそのせいです多分。きっとラセレーナ大尉は、同じステルスファイルを仕込んだメールを、時間差を設定して、囮おとりと一いつ緒しよにいくつもいくつも送っていたんですよ、きっと。他ほかのは全部監視システムに迎げい撃げきされちゃったけど、そのうちのたったひとつ──教官の受け取ったあのファイルだけが、月までたどり着いたんです」

　チャーミーは、そこで薄うすく笑った。

「ラセレーナ大たい尉いのこと大嫌いだって言ってましたよね。でも、少なくとも電情戦の分野に関しては、この人すごく優秀です」

　ルノアは意地悪く言った。

「あなたよりも？」

　チャーミーの笑みが不ふ敵てきなものに変わって、

「わたしほどじゃありません」

「安心した」

「それに──あのファイルの構造とか、そういうの見ていると、なんとなくわかるんです。この人、すごく真しん剣けんだなって。このファイルが最後の手段って感じだなって。この人、ルノア教官が最後の頼たのみの綱つなで、ルノア教官の実力をものすごく信しん頼らいしてるんだなって」

　ルノアは予想もしない不意打ちを食らったような顔をした。「あはっ」と笑って、窓の外に視線を戻もどした。「まっさか」と言って、ルノアはコーヒーをすすり、窓の外の闇やみを見つめた。

　ガラスが黒く塗ぬられているような闇。

　考えて、ルノアはチャーミーに言った。

「──違うよ。やっぱり信頼されてないよわたし。──あいつ多分、真相を全部教えちゃったら、わたしがビビっちゃって地球へ来ないだろうって思ったのよ。だからファイルにあれっぽっちの情報しか載せなかったのよ。ざけんなよったく。そんなに来てほしいのなら『決着をつけよう。来い』って書けばいいのにさ。テレポートしてでも行ってやるわよ」

　チャーミーが笑った。そのとき、ルノアのレシーバーにアマルスの声が響いた。

『起きてるか？』

　ルノアはチャーミーに目を向けてヘッドギアを指さし、レシーバーに答えた。

「なに」

『お客。すげえ団体さんらしいぜ』




『ＭＡＪＤに大規模な反応がありました。この施設の地下60メートルと推定されますが概算に過ぎません。予想される生成晶数三十ないし四十。典型的な繁はん殖しよく地ち集積としては小規模なものですが、反応の強度から見て羽う化か直前と思われます。戦せん闘とうの痕こん跡せきが見られることを考え合わせれば、もう羽化している個体もいると考えるべきでしょう』

　冷静なＧＡＲＰの声が苛いら立だたしい。一日かけて基地の半分しか探たん索さくできなかったことのツケがこんな形でまわってくるとは、誰だれも考えていなかった。

　ＧＡＲＰの音響測定で、ようやく判明した事実。

　ＫＫ66空軍基地は、広大な地下区画を有していたのだ。破壊され残ったステルスエフェクターが半はん端ぱに動いているらしく、ＧＡＲＰも今の今になるまで気づかなかった。そして、そこに羽う化か直前の生成晶がひしめいている。その真上で、自分たちは一夜を明かそうとしていたのである。背筋の寒くなるような状じよう況きよう。

　しかし、別の見方をすれば、これはチャンスだ。

『音響測定で、地下区画の大まかな構造は判明しました。大規模な損傷が広こう範はん囲いにわたって見られます。恐らく、この基地でごく最近あったはずの戦せん闘とうは、地上よりも地下区画を主として行われたはずです。こちらから仕掛けるなら、要所に爆ばく薬やくを仕掛けて地下区画の上部構造全体を沈ちん下かさせて生き埋うめにするのが最上の策さくでしょう。しかし、地下区画のかなり奥まで潜せん入にゆうしなければなりません。逃げるというのもひとつの手ですが、周囲はジャングルですし、これだけの数が羽化直前であることを考えれば、感知され、追いつかれる可能性の方が高いです。』

　ＧＡＲＰは言葉を切った。

『全すべての状況を放ほう棄き、撤てつ退たいすることを提案します。せっかくの空軍基地と手付かずの装備です。ルノア教官は地球勤務の経験をお持ちだと聞きます。その頃ころに、大たい気き圏けん内航空機の操そう縦じゆう訓練を受けたことはありませんか？』

　ある。

「──何が言いたいの？」

『──あのＤ＋に振ふり回されて生きていられるあなただ。きっとうまくやれます。操縦をアシストするプログラムはもう作ってありますから──』

　全員が──カデナでさえも──ＧＡＲＰの言わんとすることを理解して息を呑のんだ。

　ルノアが吠ほえた。

「ちっとも変わってないわねまたそういう話!?　かっこいいわ涙なみだ出ちゃうわよ自分のことは気にしないで逃げてくださいってわけ!?　双脚砲台あんた無しでどこへ逃げろって言うのよ逃げなきゃいけない方の気持ちも考えなさいよ!!」

『我々だけで繁はん殖しよく地ち集積と戦うなど無む謀ぼうの極きわみです。お願いです。無む駄だに命を危険にさらすような真ま似ねはやめてください。わたしなら大だい丈じよう夫ぶ、きっと生き残ってみせますよ』

　理性を失った。ルノアはＧＡＲＰのコクピット内の壁かべを走っているレーザーファイバーのパイプを力任せに蹴けりつけた。できたへこみをぐりぐりと踏ふみにじり、銃ワーウルフを抜いて、足をかけたままのパイプに銃じゆう口こうを押しつける。

　そのパイプの中を走っているレーザーケーブルのいくつかは、流体脊せき髄ずいに直接「光」を供給している。ここに銃じゆう弾だんの一発もぶち込めば、例え件くだんのケーブルが傷つかなかったとしても、たちまち回路が雑ざつ菌きんに汚お染せんされ、光の供給を断たれた流体脊髄は三十分以上もかかって死亡する。

　拳けん銃じゆうで双そう脚きやく砲ほう台だいを屠ほふり得る、そのケーブルは唯一の急所だった。

　誰だれもが、声をなくした。

「ＧＡＲＰ。最優先コマンドだ。お前の行動基準、『作戦価値に関する優先順位』に言げん及きゆうしている条文すべてに対して永久に変更を加えろ。『流体脊髄維持管理』と『乗員の生命の保護』は完全に等価だ。この件に関する撤てつ回かいは永久にない。加えて、自己判断に対する罰ばつ則そく規定を新規登録。先の変更指示を意識的にジャンプして行動した場合、命令無視、装備損そん壊かい、上官侮ぶ辱じよく罪ざい、以上三つの罪状により、小隊長ならびに現場責任者の権限においてわたしが貴様を処しよ刑けいする。絶対にやるからな。以上だ。わかったか？」

　ＧＡＲＰは静かに答えた。

『──わかりました』

　ルノアはパイプから足を下ろした。銃じゆうをホルスターに戻もどし、荒い息をこらえた。

　こいつがもう少し知恵をつけていたら、今のようにストレートに話を持ちかけるのではなく、禁止行動規定の条文の抜け道を駆く使しし、必要なら禁則事項である噓うそもついて、自分たちをだまして飛行機に乗せるくらいはやったかもしれない。

　あのときのように。

　もう、あんな思いは絶対にごめんだった。

　背中に六人の視線を感じた。

　これでよかったのか──？　そんなことは、後でゆっくり考えることにする。ゆっくりと六人を振ふり返り、

「文句ある？」

　アマルスが長々とタバコの煙けむりを吐はいて、

「あるかよ。見み損そこなうな」

　誰だれもが口々に同意した。士し気きだけは高かった。

「ＧＡＲＰ、怒おこってる？」

『まさか。見損なわないでください。そうと決まれば、とっととエテ公どもを地じ獄ごくにぶち込んでズラかりましょう。敵は時間です』

「残り時間は？　推測でいいから」

『シミュレーションエンジンは７キロセカンドと言っていますがあてにはなりません。集積した生成晶は一度に羽う化かする性質がありますから、間に合わなかったら最後です』

「地下構造の推測図」

　全員の網もう膜まくに、定規で書いた蟻ありの巣のような３Ｄ映像が表示された。その中に浮かぶ三つのマーク。爆ばく薬やくの推すい奨しよう設置点だ。

「うわあ狭せますぎ！　これじゃ双そう脚きやく砲ほう台だいどころかクレイプだって入れない通路ばっかりじゃない！」

　マリポが叫さけぶ。『そんなこと言われたって──設計した奴やつに怒ってくださいよ』とＧＡＲＰがぶつぶつ言う。

「いいことだろ？　もし見つかっても、デカブツはすぐには追ってこれねーってことじゃんか。モスキートだけ相手にすりゃいいわけだ。──こりゃ鉄てつ砲ぽうかついでハニーアントでやるしかねーな」

　タバコの煙けむりを吐はきながら、アマルスが言う。網もう膜まく映像に集中している者独特の、どこかうつろな目つき。その言葉には、「この仕事はあたしのものだ」と決めてかかっているふしがあった。

　そして、ルノアはそう長くは迷わなかった。

「カデナ、憶おぼえた？」

「待てよ」

　そう言ったのはアマルスだ。が、ルノアはまったく取り合わない。カデナは網膜映像からルノアへと視線を移した。

　覚かく悟ごを決めた目をしていた。

「ＧＡＲＰ、ハニーアントの準備。他ほかの者は双そう脚きやく砲ほう台だいを作戦起動。わたしはＤ＋で出る。滑かつ走そう路ろのわきの大型エレベータで第二階層まで降りて、くっついて行けるところまで援えん護ごするわよ」

「待てよ!!」

　大声でそう言ったのはアマルスだ。

「ハニーアントでなんでカデナなんだよ！」

「ハニーアントだとどうしてあなたなのよ。あなた操そう脚きやく長ちようでしょ？」

「カデナだって操脚長だろ!!」

「あなたは双脚砲台の指揮。双脚砲台はカデナの援護。わかった？」

　有う無むを言わせなかった。ルノアは冷ややかな声で答えた。

「始めるわよ」




　ここが空軍基地でなければ、もう少し話は違ったかもしれない。急な斜面を降下していく大型エレベータで第二階層まで降りたら、双脚砲台はもうそこから先へは進めなかった。もちろんアマルスは今もまったく納得してはおらず、背中にアマルスの怨おん念ねんをありありと感じながら、ルノアはフットペダルをキックした。移動形態のＤ＋は、ハニーアントを先導して闇やみへと分け入っていく。背面視界の赤外映像、片手射しや撃げき用のアシストホルダーに固定したバナナを背中に回し、ボディアーマーに身を固め、ヘルメットとマスクと暗視ゴーグルで頭をおおったカデナ。

『やっと二人っきりになれましたね』

　有線通信である。ハニーアントとＤ＋は５メートルのケーブルでつながって、速度を合わせてのろのろと進んでいる。Ｄ＋からは別のケーブルが伸のびていて、その先をたどれば双脚砲台の右足の、３キロメートル分のケーブルリールにたどり着く。もちろんエテ公どもに聞かれないために、こんな面倒なことをしている。

　と、ルノアの視界の中に、Ｓ２コネクトのマークが表示された。

『教官、ひとつ教えてほしいんですけど』

　このカデナの声は、Ｄ＋をスルーされないので、双そう脚きやく砲ほう台だいには聞こえていない。ルノアはそっちのラインに乗り換えて、

「なに」

『８・１のことです』

　知らないわよそんなの、こんなときにまた難しいことを──とルノアは苦笑する。

『あの夜、教官、あんなところでマリポと一いつ緒しよになにしてたんですか？』

「へ……ええっ!?　あれは、その、」

『教えてくださいよ。死し刑けい囚しゆうの最後の希望は聞いてあげるのがルールです』

　おどけた口調だったが、どこかがマジだった。

　ルノアは瞬しゆん間かん的てきにめちゃくちゃに悩み、

　──どーせわたしはしょんべんルノアよ。

　ＮＳラインに戻もどった。

「マリポ。聞こえる？」

『やらしー教官。なに内ない緒しよ話なんてしてんですか』

「あのね、カデナが戻ってきたら、カデナの質問にひとつだけ、正直に答えてくれない？」

『は!?』
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「お願いっ」

『──わかりました。いいですよ』

　Ｓ２ラインに、

「これでいい？」

『死んでも生きて返ってきます』

　マリポに下げ駄たを預けてしまった──わたしってずるい、とルノアは思う。

　やがて、第三階層へと続くエレベータが見えた。Ｄ＋が援えん護ごできるのもここまでだった。カデナがＤ＋をゆっくりと追い抜いていき、格子の扉とびらを手で開けて、ハニーアントごとエレベータに乗り入れる。

「少しでもヤバいと思ったら逃げなさい。これが駄目でもまだ、この基地からズラかるって手もあるんだからね」

『わかってます。教官も、お気をつけて』

　カデナがＤ＋からハニーアントに接続されているケーブルを引き抜いた。ルノアの視界の中の、ハニーアントへのラインが丸ごと消えた。

　格子が閉じた。エレベータが動き始め、カデナの姿は闇やみに沈んだ。
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『１─１に到達。通路の公共端たん末まつから接続。聞こえますか？　……了りよう解かい。これより最初の設置点の１─Ｂに向かいます。次の交信は２─１』




　確かにそうだ──ルノアは思う。

　ハニーアントならアマルスだろう。ハニーアントでウイリー走行５００メートルなどというアホな記録を持っているのはオルドリンでもアマルスだけだ。しかし、アマルスは六人のうちの最常識人であり、階級も一番上であり、なにより姉あね御ご肌はだである。自分に代わって他ほかの者を指揮できる誰だれかを、ルノアはどうしても温存しておく必要があった。カデナは他のメンツとの付き合いがまだ浅いし、どこか「指揮官」という器ではない。そして、総合力では誰よりも上だ。ルノアよりも。

　──わたしはまた繰くり返している。

　ルノアは赤外映像の中、ハニーアントから外され、死んだように床ゆかに投げ出されているケーブルを見つめた。冷静に計算している自分への嫌けん悪お。指揮官の宿命。部下の命を秤はかりにかけて、どちらが軽いか確かめている。

　脱だつ走そうなんて、やっぱりやめておけばよかったんだ──そう思った。

　ラセレーナのことなんか、放っておけばよかったんだ。

　教官になんか、ならなければよかったんだ。

　救世軍になんか、入らなければよかったんだ。

　こんな無茶苦茶な世の中に、生まれてきたりしなければよかったんだ。




『２─１に到達。接続方法は前回と同様。１─Ｂでの敷ふ設せつ作業成功、ここへの移動中、ルート外の通路の１００メートルくらい奥に光を確認しました。黎赫反応放射光マツカンドルー・レデイエイシヨンだと思われます。２─１を含む範囲まで、生成晶の推測展開範囲を拡大してください。２─２、２─３を経由しつつ移動、第四階層に降りて２─Ｂに向かいます。次の交信は２─２』




　部品を交換してうまくいくくらいなら苦労はしない──それはわかる。

　発令席のシートにふんぞり返り、アマルスは網もう膜まく映像の地下区画構造図を目で追う。

　自分はＧＡＲＰの操そう脚きやく長ちようだ。そしてカデナはＶＯＧＵＳの操脚長。この二者の間に、互ご換かん性せいは有りそうで実はほとんど無い。カデナは知らないだろう──ＧＡＲＰの発令席の、サイドスティックのサブトリガーは何度修理しても調子が悪くて、操作にちょっとしたコツが要ることを。マリポは右側方銃手ライトガンナーのくせに利きき目めが左で、左回りのときは射しや角かくも狭せまくなるし、命中率もほんの少しだけ落ちることを。チャーミーは通信兵としてはベストだが回線のチャンネル変更だけはなぜか苦手で、ヤバいときはこっちでやらないと間に合わないことがあるのを。アイの作業効率が木曜日にだけ落ちるのは「寝たきり刑事デカ」の放送日だからだ。ペスカトーレが存外キレる奴やつでこの隊の隠かくれた副官であることには、ルノアでさえ気づいているかどうか。

　自分の死は部隊全員の死を呼ぶ。アマルスは、胸を張ってそう言える。

　だから、カデナなのだ。それで、アマルスは納得しようとした。

　理屈で納得できるくらいなら苦労はしない。




『２─２に戻もどりました。現在位置２─２です。２─３への移動は、通路の損傷が激しすぎて不可能です。これよりルートをＲ１からＲ２に変更します。現在位置からＲ２の２─４に向かいますが、２─４到着前に使える端たん末まつを発見したらそこから連絡します』




「カデナ、なにも言ってこなくなっちゃったね」

　アイが心配そうな声を出した。珍めずらしい。状じよう況きようを正しく把は握あくしてまともな感想を述べた。と思ったらそのまんまの続きで、

「あー今思い出したけどマリポ寝たきり刑事デカのカレンダーのこと忘れてない？　忘れちゃだめだよ約束なんだから」

「覚えてるよ」

　と答えながら、内心「ちっ」とか思うマリポ。

　さっき、教官とカデナはなに話してたんだろう、とマリポは思う。質問になんでも答えろって、どういうことだろう。そして、マリポはあることに気づいて戦せん慄りつした。身長何センチ？──そんなこと聞かれたら、なんと答えればよいのか。正直に答えると約束してしまった。いや、数字を尋ねられるくらいならまだいい。ペダルに足が届かないからブーツに詰つめ物してるってほんと？──そうこられたら最後だ。

　遅おそい。カデナはまだなにも言ってこない。カデナは心音モニターをつけているし、警告コードが聞こえないということは、無ぶ事じなのだろう。多分。今のところは。




『３─１に到達。２─Ｂの周囲に、羽う化かしたあとの生成晶の残ざん骸がいがいくつも』




　そこでカデナの声が唐とう突とつに途と絶だえた。微かすかに物音、そして完全な沈ちん黙もく。

「──カデナ？」

　ルノアは呼びかけた。沈黙がそれに答えた。呼びかけを繰くり返すうちに高まるパニックを、自分ではどうすることもできなかった。接続そのものが切れていないことは間違いないのだ。なら、なぜ答えてくれない？

　ＧＡＲＰが自分の名を呼んでいることに気づかず、気づいてからも無視してカデナの名を叫さけび続け、

『ルノア教官！　教官!!　彼女は無事です!!』

　ついに無視しきれなくなって、

「なんでそんなことわかるのよ!?」

『彼女はいま、音声で交信ができる状じよう況きようにありません。数秒前に、フレキシブル・キーボード入力の圧あつ縮しゆく通信を受信しました。彼女は隠かくれています。前方５メートルをモスキートが通過中だそうです』

　全員が呼吸すら忘れた。




『──無事です』

　そこでまた声が途切れた。荒い息がレシーバーにかかる。

『──すみません。３─Ｂに向かいます。三つ目を敷ふ設せつ後、離り脱だつルートに入ります。次の交信はＥ─１』




　なにかに急せき立てられるようにアイは喋しやべり続けている。まるで、どうしてもそうしなければならない理由でもあるようだった。

「これから五分おきに言うからね、カレンダーのこと忘れちゃだめだよって。わたしがそれ言うの忘れてたら、忘れてるよって教えてね。それでおあいこ」

　カデナはいいな──マリポはそう思う。これだけの任務を任されるくらいルノアから信頼されていることが──ではない。これだけの任務を任されて、怖こわがる様子ひとつ見せないその勇気をマリポはうらやましいと思うのだ。今のカデナの立場に置かれたら、自分など声も足もどうしようもないくらい震ふるえてしまって、なんの役にも立たないかもしれない。カデナの勇気は、やはりその優秀さに裏打ちされたものなのだろうと思う。自分がそんなに優秀でいられるのは、空想の中だけだ。

　その空想の中では、マリポはカデナくらいの身長で、カデナくらい優秀で、カデナのようになにをやらせてもうまくやる。

　そうだ。カデナは無ぶ事じに戻もどってくる。なら、準備をしておいた方がいい。ＮＳラインに、

「ルノア教官、カデナがわたしに聞きたいことってなんですか？」

　ルノアがそれに答えようと──あるいははぐらかそうとして、口を開きかけたとき。

『成功クリア。Ｅ─１に到達。三個所のＢポイントの敷ふ設せつ作業すべて終了。教官、ご褒ほう美びくださいね♡』

　そして、「これよりエレベータで第三階層に戻り、Ｅ─２を経由して出発地点に帰着となります。次の交信はＥ─２」──そう続き、接続が切られるはずだった。




　そうはならなかった。




　ルノアも、アマルスも、マリポも、アイも、チャーミーも、ペスカトーレも、ＧＡＲＰですらも、大音量すぎてマイクに収まりきらずにひび割れたその音が「爆ばく音おん」であるとは思わなかった。

　続いて、バナナの射しや撃げき音おんが聞こえた。三発。全員が事の重大さに気づいたのはこの瞬しゆん間かんだった。

　後にアマルスは、この一いつ瞬しゆん後にカデナが「あれ？」と言うのを確かに聞いたと主張する。が、ＧＡＲＰの聴覚記録を解かい析せきしても、その声を捉とらえることはできなかった。

　さらに数すう瞬しゆんが過ぎたころになると、今も聞こえるこのノイズじみた音が「爆音の残響」であることに誰だれもがようやく気づき始めた。炎ほのおが燃える音と、何か固い物が床ゆかを転がる音と、二速歩行する「何者か」が走り去っていくような足音も聞こえた。そして、

「──手は？」

　それが、全員が「聞いた」と意見が一致する最初のカデナの声だ。

　そして、その次の瞬間になってようやくカデナは悲鳴を上げ始めた。身体からだに残された傷の痛みに苦しんでいる悲鳴ではないように思われた。もっと切実な、今まさに耐たえ難い苦痛を与えられているときのような、焼けた鉄の棒を身体に押し付けられている人間が上げるような、そういう悲鳴だった。カデナの身体が壁かべや床にぶつかる音も聞こえた。

　悲鳴は、五秒間ほども続き、それからは、荒い息いき遣づかいが聞こえるだけとなる。

　その息遣いが、今も続いている。




連れん鎖さ羽う化か反応

敵性目標

001, 002, 003, 004, 005, 006, 007, 008, 009, 010, 011, 012, 013, 014, 015, 016, 017, 018, 019, 020, 021, 022, 023, 024, 025, 026, 027, 028, 029, 030, 031, 032, 033, 034, 035, 036, 037, 038, 039, 040, 041, 042, 043, 044, 045, 046, 047, 048, 049, 050, 051, 052, 053, 054, 055, 056, 057, 058, 059, 060, 061, 062, 063, 064, 065, 066, 067, 068, 069, 070, 071, 072, 073, 074, 075, 076, 077, 078, 079, 080, 081, 082, 083, 084, 085, 086, 087, 088, 089, 090, 091, 092, 093, 094, 095, 096, 097, 098, 099, 100, 101, 102, 103, 104, 105, 106, 107, 108, 109, 110, 111, 112, 113, 114, 115, 116, 117, 118, 119, 120, 121, 122, 123, 124, 125, 126, 127, 128, 129, 130, 131, 132, 133, 134, 135, 136, 137, 138, 139, 140, 141, 142, 143, 144, 145, 146, 147, 148

を探知　その他ほかの未確認目標多数

緊きん急きゆう離り脱だつ勧かん告こく……長ちよう距きよ離り砲ほう戦せんを推すい奨しよう




　全員の網膜に、絶望が表示された。

「おいＧＡＲＰポンコツ、外にアーマーギアとバナナ出せ」

　もうアマルスはシートのハーネスを外している。発令席のすべてのトリガーをＧＡＲＰにあずけ、ヘッドギアのプラグを引き抜き、

「ちょっと！　どこへ──」

　マリポが叫さけぶ。アマルスは腰こしを手て探さぐりし、そこにあるべきワーウルフのホルスターがないことに今さら気づいて、見せかけだけだった冷静さが瓦が解かいした。狭せまいシートの中では腰に当たって痛いので、いつも外していたのだ。身を乗り出してチャーミーのをひったくる。

「あ!!　アマルスさ」

「離脱ルートの貨物エレベータで第三層まで降りる。ここからならそう遠くない」

「そんな!!　待って、教官!!」

　ウルフをベルトにねじ込み、頭の上のバーを両手でつかみ、蹴けり開あけた天てん井じようのハッチを逆さか上あがりのようにくぐって一気にＧＡＲＰの頭の上に出る。

「無茶です!!　アマルスさん!!」

　チャーミーの声が追いかけてくる。無視。叩たたきつけるようにハッチを閉じる。そのとき、ヘッドギアのレシーバーの中にルノアの声。

『戻もどりなさいアマルス!!』

　アマルスの網膜に無線接続ワイヤレス・コネクトのマーク。当然だ、いま誰だれかの声が聞こえたらそれは無線に決まっている。さっきアマルスはケーブルを引っこ抜いてしまったのだから。たまりかねて、

「電波で喋しやべんなバカなに考えてんだ!!」

『うるさい!!　あなたは黙だまって離り脱だつ支援の準備！　念のためにエレベータをＧＡＲＰの電源で動かせるようにしておいて！』

「てめえ！　あいつ見捨てんのか!?」

　そう言ってから、ルノアの声の背後に聞こえるその音の正しよう体たいに気づく。

　コクピットハッチの開放音だった。

「おい待てよ──」

『離脱ルートよりこっちの方が近いわ。カデナの救出にはわたしが行くから』

「待てったら!!　丸まる腰ごしで行く気かよ!?　おい!?」

　それきり、ルノアは答えない。




　エレベータは、いやになるくらいのろくさと上がってきた。格子戸を開け、ルノアはそのちっぽけな箱に飛び乗ってボタンを叩たたく。微かすかに漂ただよう硝しよう煙えんの臭においに身体からだ中じゆうが凍こおる。

　完全に丸腰。

　エレベータが動きはじめる。今にも止まりそうにのろい。救いがたくのろい。じっとしていられずに、壁かべをがんがん蹴けりつけ、何発も頭ず突つきを入れる。

　──やっぱりわたしが行けばよかったんだ！　わたしが、わたしが、わたしが!!

　いつもだ。いつだってそうだった。わたしはかすり傷も負わない。だけど、そのときにはもう、わたしの隣となりにいたわたしの好きな誰かは生きてはいない。わたしが誰かに心を許すと、その誰かには何かが痙けい攣れんのように感染して、ゆっくりと死に至る毒薬のように運命を狂くるわせていく。いつだってそうだったのに、わかっていたのに！　わたしは絶対に死なない。わたしは絶望と自己嫌けん悪おと後こう悔かいの観測点だから。声が聞こえる──お前はひとりぼっちで、いつまでもそうやって戦い続けろと。友達の臓ぞう物もつにまみれて苦しみ続けろと。わたしが行けばよかった！　ごめん、ごめんねカデナ！

『教官──教官？、なに、そんなところで、なにしてるんです……？』

　レシーバーに聞こえるその声が、アマルスでもなくマリポでもなくアイでもなくチャーミーでもなくペスカトーレでもないことに、かなりの間気づかなかった。

「──カデナ!?」

『あ……やっぱり教官だ。あは、教官、』

　網膜に表示されている無線接続ワイアレス・コネクトのマーク。ルノアの脳のうミソが蒸発した。カデナはヘッドギアのリンカーをＯＮにしている。エテ公どもが電波を嗅かぎつけ、糞くそにたかる蝿はえのように集まってくる。ルノアの声はもう悲鳴だった。あたまのなかはもうめちゃくちゃだった。

「だめ！　カデナ!!　リンカーを切って！　今そっちへ行くからもう喋しやべらないで!!」

　ルノアはひと言も答えるべきではなかった。浅くて早い呼吸の底で、カデナはルノアの声を聞いて嬉うれしそうに笑った。

『ずるい……教官ずるい、そんなのずるなんだから、ひとりで見に行くなんて……あの、あの映画、わたしと……わたしと、いっしょに、見に行くって……約束したじゃないですか、』

「……カデナ？」

『待って、待ってくだ……、わたしも行きます、そっち、今……そっち、約束』

　多分、そのときルノアは常軌を逸していたのだろう。これ以上喋り続けることがどんな事態を招くか、そんなことはもう頭の中には無かった。

「カデナ違う!!　そいつはわたしじゃない!!　次の映画には、次の映画には必ず一いつ緒しよに行くから、だから──」

　まただ。また、守れない約束。

　もう、カデナは何も聞いてはいない。ルノアは絶対に死なない。そして、ルノアを死なせようとしないその何者かは、決してカデナのリンカーをＯＦＦにしようとはしない。カデナの声を聞かせ続ける。カデナに喋らせ続ける。

『約束わすれない、って……約束をまもって、約束、待って……あ……あれ、？、わたし……足がしびれて、』
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「だめそこを動かないでお願い!!　絶対だから、もう命でも何でも賭かけるから、約束するから、一いつ緒しよに映画に行くって約束するから!!」

『寒いですね……、今日、ほんとに、寒い──うで。くんで。きょう』

　エレベータの中でルノアは暴れた。この、どうしようもないくらい遅おそいエレベータのワイヤーが切れてしまえば、あっという間に第三階層に着ける──本気でそう思った。レシーバーの中、カデナが立ち上がろうとしては失敗して転ぶ音が何度も何度も聞こえた。

『教官に、内密のお話があって──カデナ、カデナ……メイプルリーフ。多た脚きやく機き甲こう戦略学科第２群……Ｓ20班。206700001-01LS』

　それからずっと、カデナは所属、階級と認識番号を何度も何度も何度も何度も繰くり返した。

『──我はここに、集つどいたる人々の前に、教官。内密のお話があって参り……ました、206700……001-01LS』

　全員がカデナの声を聞いていた。

『我は、ここに、集いたる……人々の前に、厳おごそかに、軍神に、』

　そしてカデナは、「オルドリン女性戦士誓せい詞し」をつぶやき始めた。

『……生しよう涯がいを、戦友と……戦友と……我が任務つとめを、忠実に尽つくさ……』

　アマルスはギアの防ぼう炎えんシールを閉じる。バナナのグリップをつかんで走る。カデナのためでもルノアのためでもない。自分の正気を保つためだった。

『……幾万の敵を、敵を……階級に、奢おごらず、慢まん心しんにとら、捉とらわれる、ことなく……』

　マリポがヘッドギアをむしりとって、耳を塞ふさいだ。

『、我は、我が命の限り……、我が、……高く、せんこと……』

　アイは言葉も無かった。ペスカトーレがあの通信をエテ公の警けい戒かい波はに迷彩しろと怒ど鳴なり、チャーミーが自動人形のようにその言葉に従った。

　ルノアを乗せたエレベータは、まだ第三階層に着かなかった。

　第三階層には、永久に着かないのかもしれなかった。

『我は、心より……戦友を、戦友、戦友……助け、我が手に……託たくされ、……人々の、幸の、身を捧ささげん……戦友』

　任官式。入学セレモニー、オルドリン中央式典ホール。明かりの消された広大な広間、蝋ろう燭そくの光、脇わきに抱かかえた制せい帽ぼう、儀ぎ礼れい用ようの両刃短槍ブラツクボルト。暗がりに浮かぶ最上位礼装、一糸乱れぬ動作で、一いつ斉せいに敬礼する藍あい色いろの海。




　第三階層に、着いた。

　ルノアはエレベータを飛び出す。なんの警けい戒かいもしない。自分は、自分だけは絶対に死なないのだ。通路を走る。いくつもの爆ばく音おん、床ゆかを走る振しん動どう。通路にはすでに煙けむりが漂ただよいはじめている。何度も道を間違う。カデナの姿を求めて、ルノアは感度を最大に上げた熱と暗あん視しの合成映像の中をさ迷う。自動閉へい鎖さした隔かく壁へきに突つき当たる。ステルスエフェクターが死んでいる──見えてはいけないハニーアントのエンジンの熱が見える。この向こう。この向こうにカデナがいる。カデナの名を呼ぶ。隔壁を拳こぶしで叩たたく。

「ＧＡＲＰ！　ここを開あけろ!!」

『危険です。あなたはもう生成晶集積のすぐ近くにいるはずです。それは対たい爆ばく隔壁ですから──』

「うるさい!!　つべこべ言わずに開けろ!!」

『しかし、』

「強制アクセス２０９４８７５!!　部隊責任者ルノア・キササゲ大たい尉い!!　Ｅアカウントコネクト、リモートコンソールに移行して理論演算をパージ!!」

　圧あつ搾さく空気の開放音。隔壁が吹っ飛ぶように開く。

　そこは、明るかった。がらんどうの、対地兵装かなにかの格納エリア。壁かべ、床ゆか、天てん井じよう。すべてに生成晶がひしめいていた。開いた隔壁のすぐそばに、ハニーアントが横倒しになっていた。

　ルノアは、悲鳴を上げることもできなかった。

「教官……」

　ルノアの目の前。隔壁一枚分の距きよ離りにカデナはいた。少し首をかしげ、蒼そう白はくな顔には笑みが浮かんでいた。近すぎて、カデナの右みぎ腕うでが無いことも、右足がおかしな角度にねじれていることも、とっさには見て取れなかった。

　集合咆哮ウオークライ。

　カデナの背後、百数十の生成晶が爆ばく音おんを立てて一いつ斉せいに羽う化かした。




　エテ公が電波と熱を嗅かぎつけはじめていた。双そう脚きやく砲ほう台だいから１００メートルも行かない所で、アマルスは最初のモスキートに出くわした。

　殺した。

　アマルスは走った。バナナが重い。捨てたくなる。自分でもわけのわからないことを大声でわめきながら、アマルスは闇やみの中を走った。

　正面から、強い光。

　光度を自動補正された視界の中、それがハニーアントのヘッドライトであることに気づくまでにかなりの時間がかかった。自動制せい御ぎよ走行、両りよう腕うででしっかりとカデナを抱だきかかえたルノア、その背後にくっついてくる高速移動形態のＤ＋。

　さらにその背後から追いすがる、魑ち魅み魍もう魎りようの群れ。

　ルノアは一秒でアマルスを回収した。

　アマルスはベルトで後ろ向きに身体からだを固定し、四つん這ばいで、信じがたい速度で追ってくるモスキートめがけてバナナを撃うちまくった。猛もうスピードで逃げるハニーアント。ルノアが叫さけぶ。体温を失っていくカデナの身体からだを抱だきしめ、目を固く閉じたまま。

「総員レデイース、状じよう況きよう終了!!　撤てつ退たい!!　双そう脚きやく砲ほう台だいは今すぐ大型エレベータで地上へ脱だつ出しゆつ!!」

　ルノアたちの到着を待たずに、双脚砲台はエレベータで急斜面を登りはじめる。ハニーアントとＤ＋はエレベータ軌き道どうのわきの車しや輌りよう用斜面を登る。あっという間に双脚砲台を追い抜く。ハニーアントは正確無比な姿勢制せい御ぎよ能力を発揮し、ものすごい急斜面を、ものすごいスピードで登っていく。まるで、飛行機で垂直に上昇している感覚。行く手にひらけた星空には微かすかに朝の匂におい。ルノアとアマルスは夢中でハニーアントの車体にしがみつく。十分に距きよ離りを取ったと判断したマリポとペスカトーレが、双脚砲台のすべての武装を地の底に向かって雨あられとぶち込む。

　ルノアが叫ぶ。

『ＧＡＲＰ！　起き爆ばくしろ!!』

　ＧＡＲＰは、今度は口答えをしなかった。




　トランスポータまであと１００メートルほどのところで、カデナが何か言った。ルノアはそれに気づかなかった。

　教官、音楽が聞こえます。

　カデナは、そう言った。

　そして、トランスポータにたどり着くずっと前に、カデナの心臓は止まった。






















　夜が明けていく。




　地面が歪ゆがんでいた。猿さるを地の底に埋うめた巨きよ大だいなくぼみは今も白い煙けむりを大量に吐はき出し、まるで火山の噴ふん火か口こうのように見える。いつまでも続いていた地鳴りが、地面に染み透とおってゆっくりと遠のいていく。

　くぼみから吐き出される白はく煙えんが呼んだものか、密林の巨きよ木ぼくの合間から湧わき出した霧きりが、あるかなしかの風にゆるく巻き始めた。霧は濃こく、重く、人の背よりも高く上ることはなく、滑かつ走そう路ろの路面を黒く塗ぬらし、燃料のドラム缶かんや一時停止の八角形の赤い標識を隠かくし、基地を横切って再び密林の中へと戻もどっていく。

　基地はいまや、墓となった。

　最初から基地は静かな墓だったのだ。それが今夜は少しおかしかった。だがそれも、ゆっくりとあるべき姿に戻っていく。文字は読めず、人の顔は見分けることができるほどの闇やみが、ゆっくりと薄うすれていく。

　猿が戻ってきた。

　密林のほとりに枝を揺ゆらす者達がいる。尾の長い、身体からだの小さな猿だった。猿は何頭かずつ寄り添い、思い思いの枝に陣じん取どって、墓をじっと見つめている。猿の数は次第に増えていくが、声を上げるものはない。ただ、墓をじっと見ている。

　その中の歳とし若い猿が、周囲の制止も聞かずに木から下りた。

　猿は、墓に向かって走り始めた。猿にとってはずいぶんな距きよ離りを走り、霧に濡ぬれた広大な滑走路の真ん中まできて立ち止まった。空気の匂においを嗅かぐ。後足で立ち上がり、身体からだを伸のばし、用心深い緑の瞳ひとみで、目前に聳そびえるトランスポータと、煌こう々こうと点ともっている四角い窓の明かりをじっと見つめる。

　その窓の明かりの中では、まだ、夜も祭りも終わってはいないのだ。




　トランスポータに運び込まれたとき、カデナの形をしたそれは、誰だれがどう見ても、ただの生なま温あたたかい死体だった。自発呼吸はすでに無し、瞳どう孔こう散大、脈拍微び弱じやく、血圧五十五、体温二十八度。右みぎ腕うでが上じよう腕わん部ぶから欠損、右足に骨こつ折せつ箇所多数、全身打だ撲ぼく、頭部打撲、

　あまりにも、あまりにも絶望的な状じよう況きようだった。

　それでもあきらめなかった者がひとりだけいた。ＧＡＲＰは全員に大声で指示を飛ばした。誰だれもが突つき動かされるように動いた。カデナの33型汎用Ｄシエルの電源を落とす。生命維持をシェルから集中治ち療りようシステムに切り替える。

『電気パッドと増血剤!!　それと神経接続のタップ！　接続したら脳波増強の催さい眠みんシグナルをキックしますから、ルノア教官、強心剤を!!』

「ルノア教官」とＧＡＲＰが言ったのは、そのときルノアがたまたま強心剤の注射器を持っていたからに過ぎない。

「え──」

『注射してください心臓に直接！　早く！』

　ルノアはまるであやつり人形のようだった。普段のルノアなら、とてもこんな真ま似ねはできなかったに違いない。ＧＡＲＰに言われた通り、カデナの33型汎用Ｄシエルをナイフで切り裂さき、あらわになった胸に、その長く太い、凶きよう器きじみた針を突き立てようとして、

　ルノアの全身が激しく震ふるえはじめた。

『やるんです!!　大だい丈じよう夫ぶ、私がサポートします！　心臓は、普通思っているよりも真ん中よりの、ここです!!』

　ＧＡＲＰはルノアのヘッドギアをハックして、クレイプのＦＣＳガンレティクルをルノアの網もう膜まくに重ね合せた。

　泣きが入った。ずっと昔、トレーラーコンテナの上によじ登って、降りられなくなって泣いたことが唐とう突とつに思い出された。

『しっかり目を開けて！　カデナさんを助けるんです!!』

　ルノアは、やった。

　それから、全員は血まみれになって働いた。電気パッドを使用し、ありとあらゆる薬剤を投与し、催眠シグナルで脳をだましても、カデナの体温と血圧は下がり続けた。髪まで血に染めたアイが、床ゆかにへたり込んで泣き出した。

「カデナが、カデナが死んじゃうよお。きょうかん、カデナが死んじゃう」

『カデナさんは死にません!!　私が殺しません!!　そんな処理プロセスは私が許さない!!』

　突とつ然ぜん、壁かべに埋うめ込まれたパネルが、ばくんと開いた。

『胸部を切開します!!　ルノア教官、執しつ刀とうしてください!!　カデナさんの循じゆん環かん系けいを人工心肺に接続します!!』

　今度こそ、ルノアは恐きよう怖ふに目を見開いた。

　今から自分は残ざん酷こくな言葉を吐はく──ＧＡＲＰは覚かく悟ごを決めた。嫌われてもいい──そう思った。この場で、この言葉を言うことができるのは自分だけだった。

『この期に及んでビビらないでくださいよ!!　カデナさんに命令を下しておいて、今になってその責任から逃のがれようと言うんですか!?　ルノア・キササゲともあろう者が、今さら血を見るのが恐こわいんですか!?　私の医学技術をナメないでくださいよ、カデナさんは助かります、まだ助かるんです!!　失血なんて輸血すればいい！　腕うでなんか作れます！　骨こつ折せつなんてなんとでもなるし、脳のうにも深刻なダメージはありません！　問題は、心しん筋きん挫ざ傷しようによる循環系の重障害だ!!　今は、心臓を復活させる時間を稼かせぐ必要があるんです!!　経験があろうが無かろうが、最後まで付き合う責任があなたにはある!!』

　カデナは助かる──ルノアの目に光がよみがえる。しかしそれは、ともすれば消えてしまいそうな弱々しい光だ。パネルの中の器具はどれも悪あく魔まの道具のように思え、手に取ろうとしてルノアは躊躇ためらう。

『まず手袋です！　次に消毒！　誰だれか手伝って！』

　ルノアは最後に、弱々しい抵抗の視線を天てん井じようのセンサーに向ける。その目に浮かんでいる逡しゆん巡じゆんを責められる人間はいない。しかし、ＧＡＲＰは人間ではない。

　ＧＡＲＰはルノアの最後の逃げ道を焼き払はらった。

『ヘマをするかもしれないなんて今は考えないでください!!　やるのはあなただ！　カデナさんだって、どうせ死ぬなら、エテ公なんかじゃなくて、あなたの手にかかって殺されたいと思っているはずだ!!　逃げないでください、最後までベストを尽つくしてください!!　さもなくば──「人類の補佐」という使命、ならびに222-D@LUNORrnlunaの名において、私があなたを殺します!!　絶対にやりますからね!!』
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　夜が明けた。

　クレーターの如ごとく陥かん没ぼつしたン・カイ防空守備隊ＫＫ66空軍基地。

　ルノアは、コクピットハッチの上にひっくり返って空を見上げている。頭の中の大事な線が切れてしまったような、放心したような表情。すぐそばに、真っ黒な腕うでが二本おちている──そう見えたのは、凝ぎよう固こし、黒くひび割れた血液にべったりとおおわれた、手術用の手袋だった。

　もう、二時間もこうしている。

　誰だれかがハッチを内側からノックした。

　ルノアはごろりと横に一回転した。ハッチが開き、顔をのぞかせたのはアマルス。

「よお」

　ルノアはアマルスの顔を見て、「なに」と言った。

　アマルスはタバコのパッケージを取り出し、一本咥くわえて火を点つけ、長々と煙けむりを吐はいて、

　言った。

「まったくしぶとい奴やつだよ。今意識が戻もどった」

　ルノアは弾はじかれたように身を起こした。何か言おうとしてそのたびに言葉が詰つまり、ついには息まで詰つまらせて、子供のようにしゃくりあげはじめた。アマルスがやさしくて乱暴な笑みを浮かべ、

「んだよ泣くなよー。あいつ生き返らせたのあんただろ？　よかったなＧＡＲＰに殺されなくて」

　ルノアはひざを抱かかえ、拳こぶしを口にあてて息を整えた。涙なみだに濡ぬれた目が、みるみる笑いはじめる。目をぎゆっと閉じ、足を小さくばたばたさせて、うなるように何か言っている。

　よかった、よかった──そう言っている。

　まったく信じらねれーよな、こいつがあたしより年上だっての──アマルスはそんなことを思いながら、

「まだ安心はできねーけど、このまま何事もなければ二週間くらいで歩き回れるようにはなるってＧＡＲＰが。今、マリポが枕まくら元もとであんたの恥はずかしい秘密バラしてる」

　ルノアはしゃっくりを連発したような息をもらした。笑っているのだ。

　アマルスは隣となりのハッチから上半身を出した格好のまま、旨うまそうにタバコをふかした。ルノアが落ち着いたのを見計らって、

「ちょっくら顔見せてやれよ。よろこぶぜあいつ」

　はあっと息をついて、ルノアは首を振ふった。正体不明のテレがあったし、しばらくこのままジャングルと空と太陽を眺ながめていたかった。

　アマルスが、タバコのパッケージをルノアに差し出す。

「前は吸ってたんだよな」

「え──いいよ。やめとく」

「いいから。こういうときはこいつに限るって」

　ルノアはちょっと考え、少し笑った。一本とって、不ぶ器き用ように咥くわえる。

　アマルスがオイルライターで火を点つけた。

　血の気が引いた手が冷たくなった。ルノアが昔吸っていたやつよりも遙はるかに強い煙けむりが肺を焼いた。ルノアは身をかがめ、けんけんけんけんっ、とむせまくった。その様を見て、アマルスが大笑いした。

　今日も暑くなりそうだった。













あとがき







　著者校正を済ませ、赤のいっぱい入った初校を戻もどすころになると、担当の峯みねさんに毎回聞かれることがあります。

「本文イラストの位置の指定、どこにします？」

　そして、そのたびにお地じ蔵ぞうさんになって「あ、えーと、どこでもいいです」てな答えを返すわたしです。

　実はこの不ふ肖しよう・秋あき山やま、本文を執筆中にも「ここに絵を入れてもらおう」とかそういうことを全然考えておらず、後にイラストをどこに入れるか考える段になっても、どこに入れたらいいのかちっとも思いつかないのであります。

　わたしは基本的には夢見がちなオトコでありまして、「文章でしか表現できないこと」があると固く信じているフシがあります。本文を書くときも、「文章で表現してこそ面白くなる切り口を探して書こう」といつも努めておるつもりであります。例えば「ネットワークに侵しん入にゆうしたハッカーと侵入阻そ止しプロセスとが戦う」てなシーンはですね、パソコンのＣＭみたいなＣＧで見せられたって「いまさら」すぎてアレだし、それよりはハッタリかましまくりの文章で読む方がまだ面白いと思うんです。

　ところがですね、こういうことばっかり考えて本文を書いていると、イラストを入れるときのことが頭からすっぽり抜け落ちてしまうらしいのです。で、どこに入れるのか聞かれてはじめてあわてるわけですな。

　わたしだって聞かれれば一生懸けん命めい考えるのですが、「イラストの位置を決める」というのはかなりのセンスを必要とする作業でありまして、それまでそんなことちっとも気にしてなかったわたしがドロナワで考えたってダメなんであります。本文中のそれぞれの章にはたいていキモになるシーンがありますが、ただ単純にそれらにイラストをつけたってちっとも面白くありません。各イラストは適当なページ数をおいて配されるのが望ましいわけでして、「あ、ここはいいかも」という場所があっても、前後のイラストと位置的に近すぎたり遠すぎたりすればＮＧです。イラストに登場するのが同じ人物ばっかり、同じようなシチュエーションばっかりというのもよくありません。この上さらに、イラストを書く人の資質というのも当然考こう慮りよしなければいけないわけです。

　うーむ、書いててますますわたしの手におえる作業ではないという気がしてきた。

[image: にじゅういんようふ]E.G.2nd[image: にじゅういんようふ]に、ボンクラ五人組がぼけらーっと朝メシを食うシーンが出てきます。ここにはイラストがついています。「お互たがいの様子をうかがっている」各キャラの顔がずばずばっと縦たてに積み重ねられている形のやつです。このイラストはわたしのお気に入りのひとつなんですが──そう、これなんですよ。わたしには絶対思いつかないもんな、こういうの。「こういう形にすれば面白いじゃん」という計算ができなきゃ「朝メシ食ってる」なんて当たり前なシーンをイラスト位置として指定はしないと思うんですね。

　本の表紙やイラストの絵ってやっぱりすごく重要です。本屋さんにはたくさんの本が並んでいるわけですが、本屋さんの本ほん棚だなの中で「右みぎ隣どなりの本でも左ひだり隣どなりの本でもない、このオレが書き、このわたしが編集し、このわしが絵をつけた『この本』を買ってくれ!!」と最初にアピールしてくる力というのは、もちろん本文の内容ではなく、まずは最初に目に入るであろう表紙のイラストが発散する「電波」のようなものから来るのだとわたしは思うのです。「表紙に惹ひかれて本を買うのは恥はずべきことだ」みたいな風潮が、とくにヤングアダルト小説の読者の間には明確にあるように思われますが、そんなつまらん見解に耳を貸してはなりません。

　表紙が気に入ったというだけで本を買う。うむ。すばらしいことでありますよ。

　表紙に惹かれて買った本が面白ければシアワセいっぱいです。面白くなかったとしてもそれは、何を基準にして本を選ぼうが「読書」に常につきまとうリスクであります。そりゃ「表紙が気に入らないだけでその本を買うのをやめる」っていうのはダメだと思いますけどね。それじゃその人の可能性がちっとも広がらないもの。「表紙で本を買うな」という物言いは、絵よりも活字をエラいと考える、どこか「趣味で活字を読んじゃうオレ様って高こう尚しようだぜ」てな風を気取っているニオイがして、わたしはどうにも嫌いであります。

　表紙や本文イラストというのは、そこに専門の職業が成立し得る、人ひとりの才能が片手間ではなく注ぎ込まれるのに値する、もっと研究されたり注目されたりして然しかるべき分野であると思うのですが、どうでしよう。




　というわけで、この[image: にじゅういんようふ]E.G.3rd[image: にじゅういんようふ]もまた、峯さんとよしみる先生の努力により、かっちょいい表紙とイカすイラストがついて、本屋さんの店頭に並んでいるわけでありますよ。

　後は、読者諸兄に「本文もかっちょいいぜ」と言ってもらえることを願うのみであります。




　今回もまた遅おくれに遅れた原稿を待ってくれた担当の峯さん、ありがとうございました。著者校正で死ぬほど迷惑をかけてしまった校閲さん、ごめんなさい。その向こう側の作業をしてくれたわたしの知らない方々、お世話になりました。足を向けて寝られない方角が多すぎて、近ごろのわたしは逆立ちをして寝ています。本当です。

　この本を読んでくれた読者のあなたは、わたしの家から見てどの方角にいるのでしょうか。




　次で[image: にじゅういんようふ]Final[image: にじゅういんようふ]。すべてにケリをつけます。デストロイの季節です。
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